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「春闘」の本質を見極める 

　労働組合の存在感がなくなって

久しい。組織率は年々低下して

20％を切る水準になり、「労働

組合の役割は終わった」という主

張さえ聞かれる。最近の「春闘」

は、賃金交渉の部分が相対的に小

さくなっているため、外部の人間

には労働組合が何をしているのか

ますますわかりにくくなっている。

「春闘」とは、労働条件一般を交

渉する場であって賃金交渉はその

一部に過ぎない。賃金水準の決定

部分だけを見ていたのでは、「春

闘」の本質を見誤ることになる。

しかし、マスコミの取り上げ方が

賃上げに偏ってきたため、春闘＝

賃金交渉という図式ができあがっ

てしまった。 

　「春闘」の本質は、年度が変わ

る時期に企業経営の状態を確認し、

今後の見通しをふまえて、労働条

件決定の基本方針を労使で取り決

めることである。労使間の話し合

いは年間を通して行われており、

春に限ったことではないのは事実

である。しかし、春の交渉は、一

年間の話し合いの方向性を決める

位置づけにあり、特別な意味を持

っている。それは、目標管理制度

のもとで、期首の目標設定をする

面接に似ている。「経営側が上司

で、労組が部下」という意味では

ない。毎日職場で顔をあわせてい

ても、期の変わり目には上司と部

下が面接の機会を持ち、向こう一

年間の目標を立てる。この機会が

有効であるように、労使間でもこ

れから何をどうしていくかを決め

る場が必要である。それが「春闘」

である。 

　労働組合は、伝統的に、労働条

件の維持向上と雇用保障を役割と

して掲げてきた。1980年代以

降は、いわゆるＵＩ（ユニオン・

アイデンティティ）運動の流れの

中で、これら二つに「組合員への

サービス提供」が加わった。現在、

サービス提供の部分は活発に行わ

れているが、肝心の労働条件向上

の取り組みや雇用保障機能は弱体

化している。長期の景気低迷とデ

フレの影響から、ベースアップを

要求しても獲得は難しい。また、

定期昇給が圧縮、廃止されている

ため、「賃上げ」という実感が持

てない。実労働時間も短くなるど

ころか長くなる傾向にある。労働

組合の大きな役割であった雇用保

障も画餅になりつつある。 

　「労組が経営側に負けている」

ように見えるのは無理もない。多

くの労組は、華々しい要求を掲げ

て闘争を組むのではなく、経営側

と実質的な話し合いに精力をつぎ

込むようになっている。ただ、地

道な話し合いには、華やかさが乏

しい。「春の交渉において、わが

社の労働条件全般にわたって議論

しています」と言ってみても、多

くの組合員にはピンと来ない。「徹

夜の賃上げ交渉で○○円勝ち取っ

た！」という方がはるかにわかり

やすい。でも、そのような方式は、

経済環境が許さなくなっている。

労働条件を良くしていくには、労

使間の話し合いを重ねていくしか

ない。経営側の懐に入らないと、

実質的な交渉はできないが、入り

すぎると、組合員から「なれ合い」

に見られてしまう。労組役員にと

って、本当に難しい状況になって

いると思う。 

 「春闘」は、経営側、特に労働

組合のない会社にとって、重要な

意味を持っている。「春闘」によ

って形成される相場は、自社の賃

金や労働条件を決めるとき大きな

拠り所になるからだ。その意味で、

「春闘」の社会的機能を忘れるこ

とはできない。時代の変遷ととも

に、「春闘」は変質してきた。し

かし、労使が大所高所から企業や

社会のあり方について話し合う機

能は、これからも維持していかな

ければならない。私たちは、もの

ごとの本質を見極める目を持たな

ければならない。 
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2春闘はどこへ 
　　　向かうのか 
　　―終焉か？再構築か？― 

春闘はどこへ 
　　　向かうのか 
　　―終焉か？再構築か？― 

　バブル崩壊後、「失われた１０年」といわれる長期

不況の過程で、春闘を通じた賃上げは額・率とも低

下の一途をたどった。さらに賃上げの相場波及とい

う春闘の中心的な機能低下も著しく、日本経団連は

０２春闘から「春闘終焉」を主張するなど、従来型春

闘は大きな曲がり角に直面している。賃金交渉を中

心とする労働条件決定システムとしての「春闘」は、

どこへ向かおうとしているのか。多角的に検証する。 

Business Labor Trend  2004.4

失われた10年・春闘はどう変貌したか 
失ったもの、動揺しているもの、生まれたもの 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

  

九
〇
年
代

は
時
短
で
幕
開
け 

 

　
バ
ブ
ル
経
済
は
、
八
九
年
一
二
月
に
株
価

が
三
万
八
九
一
五
円
を
記
録
し
た
後
、
急
速

に
し
ぼ
み
、
わ
ず
か
一
〇
カ
月
で
半
値
に
転

落
。
日
本
経
済
は
い
わ
ゆ
る
「
失
わ
れ
た
一

〇
年
」
と
呼
ば
れ
る
長
期
不
況
の
深
み
に
は

ま
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
九
〇
年
代
後
半
か
ら

は
、
デ
フ
レ
の
進
行
が
加
わ
り
、
労
働
側
の

「
定
昇
プ
ラ
ス
物
価
プ
ラ
ス
生
活
向
上
分
」

と
い
う
マ
ク
ロ
経
済
指
標
に
基
づ
く
従
来
型

の
要
求
方
式
も
有
効
性
を
失
い
、
賃
上
げ
率

は
下
落
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。（
表
１
） 

　
九
〇
年
代
初
頭
は
、
株
価
と
地
価
の
下
落

と
い
う
資
産
デ
フ
レ
の
坂
道
を
転
が
り
始
め

表1 大企業・中小企業の賃上率 
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資料出所：厚生労働省「民間主要企業春季賃上げ状況」 
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90春闘は連合の初陣となった 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

　賃上げを中心に毎年3～4月に行われてきた

産業別組合の統一闘争である「春闘」。組合に

とって、春闘方式による戦術の核は産別統一闘

争だが、共通課題は「企業別組合」の克服だっ

た。「闇夜にお手てをつないでいこう」（春闘

の生みの親である故太田薫・元総評議長）が、

その組織論を端的に表している。自社のマーケ

ット喪失を恐れてストを打ちにくい企業別組合

の弱点を克服するために編み出された交渉方式

といえる。 

　1955年の８単産共闘（合化労連、私鉄総連、

電産、炭労、紙パ労連、全国金属、化学同盟、

電機労連）による共同行動が発端となり、総評

が春季に一斉に賃上げ交渉を集中化させる方針

を大会で決めて実質的には56年から始まった。

統一賃金闘争重視の方針は総評の基本路線とな

り、折からの高度経済成長の波に乗って、年を

追うごとに春闘方式は定着。交渉時期だけでな

く、ストライキのスケジュールもすり合わせて

交渉にのぞむようになった。いわゆる「春闘相

場」が形成されたのは50年代後半からで、主

に私鉄がパターンセッターとなり、60年代か

らは鉄鋼労連を先頭に立てたスケジュール闘争

戦術が組まれ始めた。 

　官公労が参加してから春闘の参加組合は一気

に拡大。一方、官公労のリードに対する批判が

内部からも強まったが、1964年の金属労協

（IMF・JC）結成を期に、民間の金属4業種主

導による「JC春闘」へ転換する。 

　73年の第一次オイルショックで高度成長は

破綻。卸売・消費者物価上昇率は20%前後と

狂乱物価となり、実質GDPも75年に戦後初め

てマイナスを記録した。そして、75年春闘に

登場した物価安定を企図した自制的賃金要求で

ある「経済整合性論」がその後の春闘を大きく

規定することになる。この結果、ヨーロッパ並

み賃金をめざした「大幅賃上げ路線」がピリオ

ドを打ち、春闘の発案者である太田薫氏は自著

で『春闘終焉』と引導を渡した。 

　JC系が主唱する「経済整合性論」は、4～

5%の中成長を前提とした、インフレ抑制によ

るマクロ経済への貢献という面では機能した。

しかし、この要求理論もデフレ経済で行き詰ま

り、春闘は第二の大きな転換点に直面すること

になる。 

「春闘」とは？ 

て
い
た
も
の
の
、
製
造
業
の
業
績
は
堅
調
で
、

九
〇
〜
九
二
年
の
賃
上
げ
率
は
五
〜
六
％
程

度
で
推
移
し
た
。
と
く
に
官
民
統
一
し
た
連

合
の
初
春
闘
と
な
っ
た
九
〇
年
春
闘
で
は
、

五
・
九
四
％
の
高
い
賃
上
げ
を
獲
得
す
る
。 

　
連
合
は
春
闘
を
「
総
合
生
活
改
善
の
取
り

組
み
」
と
称
し
、
賃
上
げ
に
加
え
て
労
働
時

間
短
縮
、
政
策
・
制
度
要
求
を
「
三
本
柱
」

に
据
え
、
九
〇
年
代
の
前
半
は
「
時
短
」
に

力
点
が
置
か
れ
た
。 

 

こ
の
時
期
、
わ
が
国
の
膨
大
な
貿
易
黒
字

を
生
み
出
す
要
因
と
し
て
欧
米
諸
国
か
ら

「
ア
ン
フ
ェ
ア
」
と
さ
れ
た
の
が
他
の
主
要

先
進
国
に
比
べ
長
い
労
働
時
間
だ
っ
た
。
九

一
年
の
統
計
で
は
、
製
造
業
労
働
者
の
年
間

総
実
労
働
時
間
は
二
〇
八
〇
時
間
に
の
ぼ
り
、

ド
イ
ツ
よ
り
五
〇
〇
時
間
も
上
回
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
連
合
は
九
一
年
春
闘
を
「
時
短

元
年
春
闘
」
と
位
置
づ
け
、
「
賃
金
と
同
等

の
力
で
取
り
組
む
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
た
。
そ
の
目
標
を
九
三
年
一
八
〇
〇
時
間

台
の
達
成
に
お
い
た
。
こ
の
結
果
、
電
機
と

鉄
鋼
の
労
使
は
、
当
年
度
の
休
日
増
を
合
意

す
る
な
ど
前
進
が
図
ら
れ
、
と
く
に
鉄
鋼
産

業
の
労
使
間
で
は
、
九
五
年
に
年
間
一
八
〇

〇
時
間
台
を
目
指
す
時
短
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム 
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95年の阪神・淡路大地震は春闘に大きな影響を与えた 

90年代は賃上げと一時金のセット交渉が定着した 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

を
確
認
。
さ
ら
に
、
九
三
年
春
闘
で
は
休
日

二
日
増
で
妥
結
し
た
。
自
動
車
大
手
で
も
ト

ヨ
タ
、
日
産
、
本
田
の
三
社
が
九
二
年
春
闘

で
、
九
五
年
一
八
〇
〇
時
間
台
達
成
で
合
意

し
、
翌
九
三
春
闘
で
は
、
回
答
に
休
日
一
日

増
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
九
〇
年
代
前
半

は
製
造
業
を
中
心
に
時
短
が
進
ん
だ
。 

 

　 
 

賃
上

げ
・一
時
金
の
セ
ッ
ト
交
渉
へ 

 

　
賃
上
げ
要
求
と
は
別
に
、
夏
や
冬
に
交
渉

し
て
い
た
一
時
金
を
春
闘
時
に
集
中
化
さ
せ

る
傾
向
も
、
九
〇
年
代
に
主
流
と
な
っ
て
い

く
。
九
〇
年
に
鉄
鋼
労
連
が
先
鞭
を
つ
け
、

九
三
年
か
ら
は
自
動
車
総
連
、
造
船
重
機
労

連
も
賃
上
げ
と
一
時
金
の
セ
ッ
ト
要
求
を
始

め
た
。
電
機
連
合
は
、
九
八
年
か
ら
こ
の
交

渉
方
式
に
移
行
す
る
。
賃
上
げ
一
本
槍
か
ら

の
転
換
も
九
〇
年
代
の
春
闘
を
特
徴
づ
け
る

新
た
な
動
き
と
い
え
る
。
さ
ら
に
九
九
年
春

闘
か
ら
は
、
電
機
産
業
労
使
の
一
部
が
企
業

業
績
に
よ
っ
て
一
時
金
の
支
給
額
を
自
動
的

に
決
定
す
る
「
業
績
連
動
方
式
」
を
取
り
始

め
、
こ
の
流
れ
は
他
産
業
に
急
拡
大
す
る
傾

向
に
あ
る
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

  

生
ま
れ
た
も
の
・
業
績
連
動
型
一
時
金 

　
業
績
を
一
時
金
で
還
元
す
る
経
営
側
の
姿

勢
が
強
ま
っ
て
い
る
。
固
定
費
で
あ
る
賃
金

は
い
っ
た
ん
引
き
上
げ
る
と
、
な
か
な
か
下

げ
に
く
い
が
、
一
時
金
は
、
翌
年
度
に
持
ち

越
さ
ず
「
単
年
度
ク
リ
ア
」
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。 

 

こ
う
し
た
な
か
、
一
時
金
の
交
渉
を
行
わ

ず
、
一
定
の
算
定
式
に
よ
っ
て
業
績
に
応
じ

て
自
動
的
に
金
額
を
は
じ
き
出
す
「
業
績
連

動
方
式
」
に
移
行
す
る
労
使
が
増
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
方
式
と
も
呼
ば
れ
る
同
方
式
の
方

が
、
業
績
の
良
し
悪
し
に
応
じ
た
「
メ
リ
ハ

リ
」
あ
る
決
定
を
下
し
や
す
い
し
、
透
明
性

も
高
ま
る
。 

 

電
機
連
合
傘
下
の
富
士
通
が
九
八
年
秋
に

初
め
て
導
入
し
、
翌
年
か
ら
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
を
中
心
に
急
速
に

広
ま
っ
た
。
現
在
は
、

一
七
大
手
メ
ー
カ
ー
の

う
ち
松
下
電
器
、
東
芝

な
ど
一
〇
組
合
が
同
方

式
を
採
用
。
年
間
四
カ

月
を
最
低
確
保
す
べ
き

産
別
ミ
ニ
マ
ム
に
設
定

す
る
代
わ
り
、
六
カ
月

を
上
限
と
し
て
い
る
の

が
、
電
機
連
合
の
特
徴

だ
。 

 

算
定
式
は
各
企
業
で

異
な
っ
て
い
る
。
過
年

度
の
営
業
利
益
や
経
常

利
益
を
使
う
の
が
一
般

的
だ
が
、
東
芝
な
ど
の
よ
う
に
、
次
年
度
の

予
算
を
勘
案
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。 

 

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
も
導
入
が
進
む
。
今
春

闘
か
ら
神
戸
製
鋼
が
移
行
。
大
手
四
社
で
導

入
し
て
い
な
い
の
は
住
友
金
属
だ
け
と
な
っ

た
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

一
方
、
九
三
春
闘
は
賃
上
げ
要
求
方
式
に

新
た
な
動
き
が
出
た
年
で
も
あ
っ
た
。
電
機

連
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
組
合
員
平
均
に
よ
る

要
求
か
ら
、
三
五
歳
の
技
能
者
ポ
イ
ン
ト
の

賃
上
げ
を
中
心
に
し
た
個
別
賃
上
げ
方
式
に

移
行
。
同
春
闘
を
「
個
別
賃
金
元
年
」
と
の

位
置
づ
け
で
臨
み
、
電
機
連
合
の
全
体
平
均

で
三
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
た
賃
上
げ
も
三
五

歳
ポ
イ
ン
ト
で
は
四
・
八
％
を
獲
得
し
た
。

格
差
是
正
を
目
的
と
し
た
個
別
賃
金
の
取
り

組
み
は
こ
の
後
、
各
組
合
に
も
拡
大
し
、
要

求
方
式
の
見
直
し
面
で
、
九
〇
年
代
の
新
た

な
ト
レ
ン
ド
に
な
る
。
同
年
の
総
括
で
連
合

も
「
個
別
賃
上
げ
要
求
方
式
を
重
視
し
、
格

差
是
正
を
よ
り
強
め
る
」
と
強
調
し
た
。 

　
こ
の
年
は
大
手
音
響
メ
ー
カ
ー
・
パ
イ
オ

ニ
ア
で
部
課
長
三
五
人
に
対
す
る
退
職
勧
奨

や
日
産
・
座
間
工
場
の
閉
鎖
発
表
な
ど
、
製

造
業
で
雇
用
リ
ス
ト
ラ
の
具
体
的
な
動
き
が

出
始
め
た
年
で
も
あ
っ
た
。 

　
経
済
が
低
迷
し
た
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、

賃
上
げ
の
パ
タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
は
成
熟
産
業

の
鉄
鋼
・
造
船
か
ら
自
動
車
・
電
機
に
完
全

移
行
し
た
。
し
か
し
、
全
体
を
通
し
て
み
れ

ば
、
一
貫
し
て
法
人
所
得
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位

の
座
に
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
労
使
交
渉
を

横
目
で
に
ら
み
な
が
ら
、
各
産
業
の
ト
ッ
プ

企
業
が
賃
上
げ
水
準
を
決
め
る
パ
タ
ー
ン
が

定
着
す
る
。
い
わ
ば
「
ト
ヨ
タ
待
ち
春
闘
」

で
相
場
形
成
が
図
ら
れ
、
そ
れ
が
他
産
業
全

体
に
波
及
し
て
い
く
展
開
だ
っ
た
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

　 生
ま
れ
た
も
の
・
個
別
・
賃
上
げ
方
式 

　
組
合
側
の
賃
上
げ
要
求
方
式
は
、
「
平
均

賃
上
げ
」
よ
り
、「
個
別
賃
金
」
が
主
流
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
個
別
賃
金
方
式
と
は
、
年
齢

や
勤
続
年
数
な
ど
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
決
め

て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
の
労
働
者
の
賃
金
を
い

く
ら
引
き
上
げ
る
か
、
あ
る
い
は
絶
対
額
で

い
く
ら
に
す
る
か
な
ど
を
要
求
す
る
方
式
。

一
方
、
平
均
賃
上
げ
方
式
は
、
組
合
員
一
人

当
た
り
の
賃
金
を
い
く
ら
引
き
上
げ
る
の
か

を
要
求
す
る
や
り
方
だ
。 

 

連
合
は
個
別
方
式
に
つ
い
て
、
①
特
定
銘

柄
の
労
働
者
の
賃
金
水
準
・
賃
上
げ
を
決
め

る
方
式
②
企
業
の
枠
を
越
え
て
賃
金
水
準
・

賃
上
げ
の
社
会
的
横
断
化
を
め
ざ
す
取
り
組

み
③
企
業
に
と
っ
て
総
人
件
費
の
引
き
上
げ

額
は
そ
れ
ら
の
積
み
上
げ
の
結
果
と
し
て
算

出
さ
れ
る
―
―
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
経
営
側
は
、
銘
柄
が
年
齢
や
勤
続
な

ど
属
人
的
要
素
が
強
す
ぎ
る
と
反
論
す
る
。 
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時間切れでストに突入した90年の私鉄春闘 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

 

現
在
、
個
別
賃
金
を
採
用
し
て
い
る
産
別

の
代
表
格
は
電
機
連
合
だ
が
、
現
在
は
三
〇

歳
の
標
準
的
な
「
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
」

（
Ｓ
Ｅ
）な
ら
○
○
万
円
、「
営
業
」
な
ら
○
○

万
円
な
ど
と
、
職
種
別
に
仕
事
の
価
値
に
見

合
っ
た
賃
金
を
要
求
す
る
「
職
種
別
賃
金
決

定
方
式
」
へ
の
移
行
を
模
索
中
だ
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

   

「
構
造
改
革
春
闘
」
の
提
起 

 

　
九
五
年
は
春
闘
史
上
で
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
を
画
し
た
年
と
い
え
る
。
一
月
に
阪
神

淡
路
大
震
災
が
発
生
。
公
益
産
業
は
こ
の
震

災
の
影
響
が
大
き
く
、
私
鉄
総
連
は
ス
ト
配

置
を
取
り
止
め
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
労
働
組

合
も
集
中
回
答
日
前
に
妥
結
し
た
。
と
く
に

私
鉄
は
こ
れ
以
降
、
私
鉄
労
使
の
伝
統
だ
っ

た
中
央
集
団
交
渉
が
崩
壊
し
、
ス
ト
な
し
路

線
が
定
着
し
て
い
く
。（
表
２
） 

　
こ
れ
ま
で
景
気
後
退
の
と
き
に
業
績
の
上

下
が
少
な
か
っ
た
公
益
産
業
が
賃
上
げ
の
減

額
に
歯
止
め
を
か
け
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、

こ
れ
以
降
、
規
制
緩
和
の
圧
力
も
強
ま
り
、

二
〇
〇
〇
年
春
闘
で
は
こ
う
し
た
波
及
機
能

が
不
全
に
陥
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

大
手
金
属
関
係
で
は
五
〇
〇
円
程
度
と
わ
ず

か
な
有
額
ベ
ア
回
答
だ
っ
た
が
、
こ
の
相
場

が
公
益
産
業
に
波
及
せ
ず
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
電
力
、

私
鉄
で
は
軒
並
み
ベ
ア
ゼ
ロ
で
決
着
。
こ
れ

以
降
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
電
力
で
は
、
今
春
闘
ま
で

五
年
連
続
で
ベ
ア
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

　 な
く
な
っ
た
も
の
・
私
鉄
中
央
集
交 

　
阪
神
大
震
災
を
契
機
に
「
ス
ト
な
し
」
路

線
と
な
っ
た
私
鉄
総
連
の
春
闘
は
、
震
災
後

も
揺
ら
ぎ
続
け
た
。
規
制
緩
和
の
風
圧
も
加

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
鉄
賃
上
げ
の
伝
統

的
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
中
央
集
団
交
渉
方
式
は

崩
壊
へ
の
道
を
た
ど
る
。 

　
一
九
六
七
年
に
大
手
一
五
社
中
一
一
社
で

ス
タ
ー
ト
し
た
中
央
集
交
は
、
若
干
の
増
減

は
あ
っ
た
が
、
震
災
の
直
前
に
は
東
急
、
東

武
、
営
団
、
京
成
、
阪
神
、
阪
急
、
南
海
、

近
鉄
、
京
阪
の
九
社
が
参
加
し
て
い
た
。 

　
九
五
春
闘
で
震
災
の
影
響
か
ら
阪
神
と
阪

急
が
脱
落
、
事
前
の
ス
ト
配
置
を
取
り
や
め

た
う
え
、
中
央
集
交
初
の
「
東
西
ブ
ロ
ッ
ク

別
交
渉
」
を
行
っ
た
。
九
六
年
春
闘
で
は
京

阪
も
個
別
交
渉
の
道
を
選
択
、
さ
ら
に
翌
九

七
年
春
闘
に
は
、
東
急
が
賃
上
げ
の
要
求
・

回
答
方
式
の
変
更
を
理
由
に
中
央
集
交
か
ら

の
離
脱
を
表
明
し
、
各
社
は
個
別
交
渉
へ
移

行
。
中
央
集
交
は
「
終
焉
」
を
迎
え
た
。 

 

ス
ト
戦
術
を
武
器
に
、
長
年
に
渡
っ
て
春

闘
の
相
場
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
た
か
つ
て
の
勢
い
は
、
年
を
追
う
ご
と
に

弱
ま
っ
て
い
る
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

九
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
経
連
は
「
構
造
改

革
春
闘
」
を
提
起
し
、
①
自
社
型
賃
金
決
定

②
総
額
人
件
費
管
理
③
能
力
・
成
果
主
義
賃

金
―
―
の
徹
底
を
強
調
し
は
じ
め
た
。
春
闘

交
渉
の
中
で
、
経
営
側
は
「
各
社
と
も
世
界

最
高
に
な
っ
た
賃
金
を
こ
れ
以
上
上
げ
る
余

地
は
な
い
」
「
高
コ
ス
ト
体
質
是
正
に
向
け

総
額
人
件
費
を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
」
「
業

績
見
合
い
は
一
時
金
で
対
応
す
る
」
な
ど
と

の
主
張
を
繰
り
返
し
、
ベ
ア
横
並
び
春
闘
を

切
り
崩
す
対
応
を
と
る
。 

　
景
気
回
復
基
調
下
で
の
交
渉
と
な
っ
た
九

七
春
闘
で
、
横
並
び
を
排
す
る
自
社
型
賃
金

決
定
が
象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
、
ト
ヨ

タ
の
ベ
ア
七
〇
〇
円
。
自
動
車
総
連
が
設
定

し
た
ベ
ア
の
妥
結
基
準
六
〇
〇
円
を
一
〇
〇

円
上
回
る
回
答
を
経
営
側
が
提
示
。
金
額
的

に
は
わ
ず
か
だ
が
、
産
別
統
一
闘
争
の
あ
り

方
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
た
。 

　
こ
う
し
た
、
産
別
統
一
闘
争
の
ほ
こ
ろ
び

は
、
年
を
追
う
ご
と
に
拡
大
し
た
。
京
阪
電

鉄
の
離
脱
に
よ
る
私
鉄
の
中
央
集
団
交
渉
の

崩
壊
の
ほ
か
、一
時
金
回
答
の
格
差
拡
大（
造

船
、
鉄
鋼
な
ど
）、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
春
闘

で
は
「
鉄
の
結
束
」
を
誇
っ
た
鉄
鋼
大
手
五

社
で
も
春
闘
史
上
初
め
て
ベ
ア
で
分
裂
回
答

が
示
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
交
渉
は
、「
春
闘
」

の
根
幹
で
あ
る
産
別
統
一
闘
争
の
あ
り
方
に

重
い
問
い
を
投
げ
か
け
た
ま
ま
、
新
た
な
世

紀
に
大
き
な
課
題
と
し
て
先
送
り
さ
れ
た
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

　 動
揺
し
て
い
る
も
の
・
産
別
統
一
闘
争 

　
産
業
別
組
織
が
要
求
な
ど
を
一
致
さ
せ
て

取
り
組
む
の
が
統
一
闘
争
。
春
闘
方
式
の
中

核
的
戦
術
だ
が
、
こ
れ
が
大
き
く
揺
ら
い
で

い
る
。
そ
れ
を
象
徴
し
た
の
が
、
二
〇
〇
〇

年
の
春
闘
。
「
鉄
の
結
束
」
を
誇
っ
た
鉄
鋼

労
連
（
当
時
）
の
統
一
要
求
に
対
し
て
、
大

手
五
社
の
回
答
は
分
裂
し
た
。 

　
こ
の
と
き
鉄
鋼
労
連
は
、
二
〇
〇
〇
年
、

〇
一
年
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
上
げ
と
し
て
、
ベ
ア 

（件数） 
2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

（万人） 

200 

160 

120 

80 

40 

0
83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 98 99 00 01 02 0397

表2 春季賃上げ争議件数・参加人数 

争議件数 

参加人数 

資料出所：厚生労働省「労働争議統計調査」 

資料出所：日経連・春季労使交渉に関するトップ・ 
マネジメントのアンケート調査 

賃金決定に当り最も考慮した要素 
（２項選択・上位４指標） 
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賃上げ交渉は「トヨタ」を横にらみする形が強まる 
（全トヨタ労連の決起集会） 

雇用問題の深刻化は春闘に影を落とす 
（政労使のワークシェアリング合意） 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

三
〇
〇
〇
円
（
三
五
歳
標
準
労
働
者
）
を
要

求
し
た
。
し
か
し
、
経
営
側
は
、
新
日
鉄
な

ど
三
社
が
「
二
〇
〇
〇
年
＝
ベ
ア
一
〇
〇
〇

円
、
〇
一
年
＝
ゼ
ロ
」
、
Ｎ
Ｋ
Ｋ
な
ど
二
社

が
「
二
〇
〇
〇
年
＝
ゼ
ロ
、
〇
一
年
＝
ベ
ア

一
〇
〇
〇
円
」
と
回
答
。
ベ
ア
の
統
一
回
答

が
崩
れ
た
の
は
実
に
一
九
五
七
年
以
来
四
三

年
ぶ
り
の
こ
と
だ
っ
た
。 

　
二
〇
〇
〇
春
闘
は
ま
た
、
自
動
車
総
連
が

そ
れ
ま
で
五
年
間
続
け
て
い
た
賃
上
げ
の
統

一
額
要
求
を
や
め
た
年
で
も
あ
る
。
一
番
の

理
由
は
各
社
の
業
績
格
差
の
拡
大
だ
っ
た
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

   

21
世
紀
、春
闘
は
ど
こ
へ
行
く  

 

　
〇
一
春
闘
は
、
三
月
期
決
算
が
連
結
ベ
ー

ス
で
四
年
ぶ
り
に
増
収
増
益
に
転
じ
る
な
ど
、

企
業
業
績
に
好
転
の
兆
し
が
見
え
る
な
か
で

の
交
渉
と
な
っ
た
が
、
経
営
側
は
ベ
ア
に
よ

る
成
果
配
分
に
動
か
な
か
っ
た
。
成
果
主
義

の
浸
透
と
も
相
ま
っ
て
、
賃
上
げ
は
個
々
人

の
能
力
・
成
果
に
応
じ
て
配
分
し
、
企
業
業

績
の
向
上
分
に
は
、
一
時
金
で
応
え
る
と
い

う
姿
勢
が
強
固
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
結
果

と
も
い
え
る
。 

　
加
え
て
、
経
営
側
が
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
に
固

執
し
た
最
大
の
理
由
は
、
競
争
力
の
優
位
性

へ
の
危
機
感
だ
っ
た
。
連
結
経
常
利
益
で
一

兆
円
を
た
た
き
出
し
た
ト
ヨ
タ
の
張
富
士
夫

社
長
で
す
ら
、
労
使
交
渉
で
「
硬
直
的
な
昇

給
は
競
争
力
の
再
生
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
」
と
の
主
張
を
展
開
し
た
。
デ
フ
レ
経
済

の
定
着
に
加
え
、
こ
の
「
国
際
競
争
力
」
の

圧
力
が
〇
一
春
闘
の
足
か
せ
と
な
っ
た
。 

　
完
全
失
業
率
が
〇
一
年
七
月
に
は
じ
め
て

五
％
台
に
乗
る
な
ど
、
雇
用
不
安
が
拡
大
す

る
な
か
、
一
一
月
に
は
日
本
的
経
営
の
シ
ン

ボ
ル
と
い
え
る
松
下
電
器
産
業
グ
ル
ー
プ
が

早
期
退
職
の
実
施
に
踏
み
切
り
、
応
募
者
が

一
万
人
を
超
え
た
。
日
本
的
労
使
関
係
の
岐

路
を
象
徴
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。 

　
〇
二
年
は
雇
用
問
題
が
深
刻
の
度
を
一
段

と
深
め
た
。
こ
の
た
め
、
〇
二
年
の
春
闘
は
、

雇
用
確
保
を
優
先
さ
せ
大
多
数
の
組
合
が
ベ

ア
要
求
を
見
送
っ
た
た
め
、
「
雇
用
春
闘
」

の
色
彩
を
濃
く
し
た
。
鉄
鋼
大
手
五
社
の
労

使
が
「
雇
用
の
維
持
に
関
す
る
確
認
書
」
を

締
結
、
電
機
連
合
の
傘
下
組
合
と
各
企
業
も

議
事
録
確
認
、
回
答
書
へ
の
付
記
、
労
使
宣

言
の
形
で
雇
用
の
安
定
を
労
使
確
認
す
る
な

ど
金
属
産
業
を
中
心
に
雇
用
に
関
す
る
歯
止

め
で
労
使
合
意
が
進
ん
だ
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

生
ま
れ
た
も
の
・
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
の 

政
労
使
合
意 

 

完
全
失
業
率
が
統
計
開
始
以
降
初
め
て
五

％
に
乗
り
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
で
は
数
千

人
規
模
の
大
リ
ス
ト
ラ
計
画
の
発
表
が
相
次

ぐ
な
ど
「
雇
用
危
機
」
が
現
実
感
を
伴
っ
て

迫
る
な
か
、
政
労
使
で
構
成
す
る
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
検
討
会
議
は
、
二
〇
〇
二
年
三

月
に
「
日
本
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
五
原

則
」
を
確
認
し
た
。 

 

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
利
用
し
た
雇
用

維
持
・
創
出
策
に
関
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
な
る
も
の
。
政
労
使
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

し
て
、
政
府
は
こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
「
労

使
の
取
り
組
み
支
援
す
る
た
め
の
予
算
措
置

を
伴
う
対
応
を
行
う
」
、
経
営
側
は
「
雇
用

の
維
持
・
確
保
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
最
大
限

の
努
力
を
行
う
」
、
労
働
側
は
「
コ
ス
ト
削

減
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
含
め
た
就
業

形
態
の
多
様
化
に
協
力
し
、
雇
用
維
持
に
必

要
で
あ
れ
ば
労
働
条
件
の
弾
力
化
に
も
対
応

す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
雇
用
問
題
に
関
す
る
三
者
の
社

会
的
合
意
は
史
上
初
。
こ
の
合
意
が
個
別
交

渉
に
直
接
影
響
を
与
え
た
と
は
い
え
な
い
が
、

結
果
的
に
は
、
「
雇
用
優
先
」
「
賃
上
げ
自

制
・
削
減
」
と
な
っ
た
〇
二
春
闘
の
基
調
に

つ
な
が
る
も
の
と
な
っ
た
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

　
雇
用
確
保
を
優
先
し
、
労
働
条
件
を
弾
力

化
す
る
と
い
う
考
え
方
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
の
が
、
か
つ
て
な
い
業
績
悪
化
に
陥
っ

た
総
合
電
機
各
社
の
〇
二
年
交
渉
で
、
集
中

回
答
日
直
後
に
賃
下
げ
を
組
合
側
に
逆
提
案

す
る
異
例
の
展
開
と
な
っ
た
。
日
立
製
作
所

が
賃
金
の
五
％
カ
ッ
ト
、
東
芝
、
三
菱
、
松

下
電
器
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
も
定
期
昇
給
の
半
年
間

凍
結
な
ど
を
提
案
し
、
交
渉
を
経
て
合
意
し

た
。
一
方
、
過
去
最
高
益
と
な
っ
た
ト
ヨ
タ

自
動
車
も
前
年
に
続
き
ベ
ア
ゼ
ロ
決
着
だ
っ

た
が
、 

経
営
再
建
に
メ
ド
を
つ
け
た
日
産

だ
け
は
、
組
合
員
の
貢
献
に
報
い
る
た
め
、

ベ
ア
一
〇
〇
〇
円
を
回
答
。
経
営
側
は
業
績

向
上
分
を
一
時
金
で
反
映
さ
せ
る
姿
勢
を
よ

り
強
め
、
ト
ヨ
タ
と
同
じ
く
過
去
最
高
益
と

な
っ
た
ホ
ン
ダ
で
も
年
間
二
〇
〇
万
円
超
で

合
意
し
た
。 

 

こ
の
年
の
民
間
主
要
企
業
の
賃
上
げ
集
計

（
厚
生
労
働
省
調
査
）
の
結
果
は
、
前
年
の

二
・
〇
一
％
を
〇
・
三
五
ポ
イ
ン
ト
下
回
る

一
・
六
六
％
と
な
り
、
初
め
て
二
％
を
割
っ

た
。
こ
う
し
た
民
間
賃
金
の
動
向
を
反
映
し
、

同
年
の
人
事
院
は
国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ

い
て
史
上
初
の
マ
イ
ナ
ス
二
・
〇
三
％
の
勧

告
を
行
っ
た
。 

　 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

生
ま
れ
た
も
の
・
ミ
ニ
マ
ム
運
動 

　
最
大
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
連
合
は
〇

二
春
闘
か
ら
三
年
連
続
で
、
具
体
的
な
賃
上

げ
の
統
一
要
求
基
準
の
設
定
を
見
送
っ
て
い

る
。
今
春
の
賃
上
げ
交
渉
で
は
、「
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
」
を
方
針
と
し
て
示
し
な
が
ら
、「
要

求
指
標
」
に
、
中
小
・
地
場
組
合
に
向
け
た

要
求
目
安
「
五
二
〇
〇
円
」
と
、
す
べ
て
の
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復活した日産は今年もベア満額で妥結した 

今春闘の集中回答日の記者会見にのぞむ金属労協幹部（3月17日） 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

従
業
員
を
対
象
と
す
る
企
業
内
最
低
賃
金
目

標
「
時
給
八
四
〇
円
、
月
額
一
四
万
六
〇
〇

〇
円
」
を
打
ち
出
し
て
、
賃
金
の
底
支
え
に

取
り
組
み
の
軸
足
を
移
し
て
い
る
。 

　
こ
の
変
化
は
、
従
来
か
ら
金
属
労
協
傘
下

の
産
別
を
中
心
に
主
張
さ
れ
て
き
た
「
賃
金
・

労
働
条
件
は
産
別
の
責
任
。
連
合
は
調
整
」

と
い
う
役
割
分
担
論
が
後
押
し
し
た
も
の
だ
。 

　
〇
二
年
春
闘
で
連
合
は
、
雇
用
維
持
を
最

重
視
し
て
統
一
的
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要
求
を
断

念
。
統
一
要
求
基
準
を
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
と
し
、
ベ
ア
要
求
の
基

準
と
な
る
「
ア
ル
フ
ァ
」
部
分
は
産
別
に
委

ね
る
形
と
し
た
。
さ
ら
に
、
〇
三
年
春
闘
で

は
、
結
成
以
来
初
め
て
、
ベ
ア
の
統
一
要
求

基
準
そ
の
も
の
の
設
定
を
見
送
り
、
す
べ
て

の
加
盟
組
合
が
要
求
す
る
ミ
ニ
マ
ム
課
題
と

し
て
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
」
と
と
も
に
、
全

従
業
員
対
象
の
企
業
内
最
低
賃
金
の
協
定
化

と
、
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
に
向
け
た
協

定
の
締
結
を
掲
げ
た
。
〇
四
春
闘
で
も
こ
の

路
線
を
踏
襲
し
て
い
る
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

〇
三
春
闘
に
臨
む
に
当
た
り
、
日
本
経
団

連
が
旧
日
経
連
の
「
労
働
問
題
研
究
委
員
会

報
告
」
に
代
え
発
表
し
た
、
経
営
側
の
指
針

と
な
る
「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」（
経

労
委
報
告
）
は
、
「
労
組
が
賃
上
げ
要
求
を

掲
げ
、
実
力
行
使
を
背
景
に
社
会
的
横
断
化

を
意
図
し
て
『
闘
う
』
と
い
う
『
春
闘
』
は

終
焉
し
た
」
「
春
闘
か
ら
春
討
へ
の
色
彩
を

強
め
る
」
な
ど
と
主
張
。
「
ベ
ア
は
論
外
、

定
昇
の
見
直
し
、
凍
結
も
」
と
述
べ
る
な
ど
、

賃
下
げ
の
必
要
性
も
示
唆
す
る
内
容
だ
っ
た
。 

 

〇
三
春
闘
は
、
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
デ

フ
レ
、
中
国
の
追
い
上
げ
で
揺
ら
ぐ
国
際
競

争
力
、
低
迷
す
る
企
業
業
績
な
ど
を
背
景
に
、

経
営
側
の
賃
上
げ
抑
制
姿
勢
は
極
め
て
強
固

だ
っ
た
。
連
結
経
常
利
益
一
・
五
兆
円
超
が

確
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ヨ
タ
労
組
が
ベ
ア

要
求
を
断
念
し
た
「
ト
ヨ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
」

と
も
い
う
べ
き
「
異
変
」
が
、
昨
年
の
春
闘

を
大
き
く
特
徴
づ
け
た
。 

 

こ
の
「
ト
ヨ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
の
余
波
は

大
き
く
、
ベ
ア
要
求
を
断
念
す
る
組
合
が
相

次
ぎ
、
定
期
昇
給
相
当
分
の
確
保
（
賃
金
カ

ー
ブ
維
持
）
や
一
時
金
の
増
額
が
最
大
争
点

と
な
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
交
渉
リ
ー
ド
役

の
金
属
労
協
傘
下
の
大
半
が
賃
金
カ
ー
ブ
維

持
を
確
認
。
一
時
金
は
、
全
体
的
に
水
準
の

回
復
が
み
ら
れ
た
。
　 

 

一
方
、
交
渉
の
な
か
で
経
営
側
か
ら
、
定

昇
の
圧
縮
・
廃
止
と
い
っ
た
賃
金
制
度
の
見

直
し
提
案
が
相
次
い
だ
。
制
度
見
直
し
に
つ

い
て
は
組
合
側
か
ら
の
交
渉
切
り
離
し
要
請

を
う
け
、
通
年
的
な
交
渉
に
委
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
賃
金
制
度
の
見
直
し
は
、

そ
の
後
の
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
く
。 

○
　
　
○
　
　
○ 

 

生
ま
れ
た
も
の
・
通
年
春
闘 

 

大
手
百
貨
店
な
ど
小
売
・
流
通
産
業
を
組

織
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）

は
二
〇
〇
三
年
の
春
闘
か
ら
、
統
一
要
求
か

ら
賃
上
げ
要
求
基
準
を
外
し
、
総
合
的
な
労

働
条
件
に
つ
い
て
、
通
年
交
渉
で
協
議
す
る

方
式
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
産
別

は
、
春
の
交
渉
を
「
通
年
交
渉
の
集
大
成
」

と
す
る
通
年
春
闘
路
線
を
決
定
。
事
実
上
、

従
来
型
の
「
春
闘
」
か
ら
離
脱
し
た
。
こ
の

方
針
は
、
〇
三
年
七
月
の
定
期
大
会
で
確
認

さ
れ
、
今
年
一
月
開
催
の
中
央
委
員
会
で
は
、

通
年
交
渉
の
中
間
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
。

傘
下
組
合
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、

毎
年
五
月
に
総
括
し
、
定
期
大
会
（
〇
四
年

は
六
月
）
の
議
案
に
反
映
さ
せ
る
。 

 

Ｊ
Ｓ
Ｄ
が
提
示
す
る
通
年
方
針
の
基
本
は

、

傘
下
組
合
す
べ
て
が
共
通
し
て
取
り
組
む
ミ

ニ
マ
ム
の
重
視
に
あ
る
。
今
春
の
ミ
ニ
マ
ム

基
準
は
、
①
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
②

看
護
休
暇
制
度
の
導
入
と
育
児
・
介
護
制
度

の
拡
充
③
企
業
内
最
低
賃
金
の
協
定
化
④
労

働
時
間
に
関
す
る
点
検
と
協
定
化
―
―
の
四

つ
だ
。 

 

他
方
、
Ｊ
Ｓ
Ｄ
は
、
春
の
交
渉
で
賃
上
げ

統
一
要
求
基
準
を
な
く
し
た
た
め
、
ベ
ア
要

求
の
決
定
な
ど
は
、
傘
下
の
各
単
組
の
判
断

に
委
ね
て
い
る
。
各
単
組
は
、
中
央
委
員
会

以
後
の
二
月
〜
四
月
を
強
化
期
間
と
し
て
、

賃
金
面
の
交
渉
を
行
う
。 

△
　
　
△
　
　
△ 

　
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
を
経
て
、
春
闘
は

い
ま
第
二
の
大
き
な
転
換
点
に
直
面
し
て
い

る
。
労
働
側
に
と
っ
て
は
ま
ず
、
賃
上
げ
要

求
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
大
胆
な
整
理
が
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。
各
組
合
で
進
む
個
別
賃

金
へ
の
移
行
に
加
え
、
定
昇
プ
ラ
ス
物
価
プ

ラ
ス
生
活
向
上
分
と
い
う
マ
ク
ロ
経
済
指
標

に
基
づ
く
要
求
の
組
立
て
自
体
が
、
デ
フ
レ

経
済
下
で
は
有
効
性
を
失
っ
て
い
る
た
め
だ
。

経
済
整
合
性
論
に
代
わ
る
有
効
な
要
求
理
論

を
構
築
し
な
い
限
り
、
新
た
な
展
望
を
切
り

開
く
こ
と
は
難
し
い
。 

 

ま
た
、
中
小
や
大
手
企
業
の
賃
金
格
差
は

、

こ
の
間
、
大
き
く
拡
大
し
た
。
大
手
か
ら
中

小
へ
の
相
場
波
及
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
今
、

新
た
な
戦
略
の
構
築
も
労
働
側
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　 

（
参
考
文
献
） 

　
高
梨
昌
『
変
わ
る
春
闘
―
歴
史
的
総
括
と
展
望
』

日
本
労
働
研
究
機
構
、
二
〇
〇
二
年 

 

千
葉
利
雄
『
戦
後
賃
金
運
動
―
軌
跡
と
展
望
』
日

本
労
働
研
究
機
構
　
一
九
九
八
年 

 

太
田
薫
『
増
補
春
闘
終
焉
―
低
成
長
下
の
労
働
運

動
』
中
央
経
済
社
、
一
九
七
五
年 

執
筆
者
　
調
査
部 

主
任
調
査
員  

荻
野
　
登 

　
　
　
　
　
　
　
主
任
調
査
員  

郡
司
正
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
員  

新
井
栄
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
員  

奥
田
栄
二 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
員  

荒
川
創
太 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

失
わ
れ
た
10
年
で
賃
金
は
ど
う
変
化
し
た
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
解
析
課
長
　
井
嶋
　
俊
幸 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
10
年
は
「
失
わ
れ
た
10
年
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、実
は
、就
業
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
雇

用
制
度
や
雇
用
実
態
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
10
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
「
賃
金
」
に
は
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な

変
化
が
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

１
．賃
金
水
準 

  

　
年
前

と
同
水
準 

 

こ
の
一
〇
年
を
振
り
返
る
前
に
、
少
し
遡

っ
て
賃
金
の
動
き
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
そ

の
た
め
に
、
実
質
賃
金
の
動
向
を
物
価
の
動

き
と
併
せ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
実
質
賃
金

は
名
目
賃
金
か
ら
物
価
上
昇
の
影
響
を
差
し

引
い
た
指
標
で
あ
り
、
実
質
賃
金
の
伸
び
が

プ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
真
に
賃
金
水
準
が

高
ま
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
九
七
〇
年
代
は
、
第
一
次
石
油
危
機
の

翌
年
の
一
九
七
四
年
を
ピ
ー
ク
に
、
物
価
の

高
騰
が
見
ら
れ
た
が
、
名
目
賃
金
の
伸
び
が

こ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
た
た
め
、
実
質
賃
金

も
比
較
的
大
き
な
伸
び
と
な
っ
た
。
そ
の
後

第
二
次
石
油
危
機
の
翌
年
の
一
九
八
〇
年
に

物
価
の
伸
び
が
賃
金
の
伸
び
を
上
回
り
実
質

賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
が
、
一
九
八
〇

年
代
を
通
じ
て
、
実
質
賃
金
は
堅
調
に
推
移

し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
物
価
は
下

落
傾
向
と
な
っ
た
が
、
賃
金
も
減
少
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
し
ば
し
ば
実
質
賃
金
は
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
直
近
の
二
〇
〇
三
年
で

は
物
価
が
〇
・
三
％
下
落
し
た
も
の
、
名
目

賃
金
が
〇
・
四
％
減
少
し
た
た
め
、
実
質
賃

金
は
〇
・
一
％
の
減
少
と
な
っ
た（
図
１
）。

二
〇
〇
三
年
の
賃
金
水
準
（
二
〇
〇
〇
年
＝

一
〇
〇
の
指
数
で
九
六
・
一
）
は
ほ
ぼ
一
〇

年
前
の
一
九
九
二
年
（
同
九
六
・
六
）
に
近

い
水
準
で
あ
る
。 

 

   

産
業
間
格
差

は
拡
大 

 

産
業
間
の
賃
金
格
差
（
調
査
産
業
計
＝
一

〇
〇
と
す
る
指
数
）
を
み
る
と
、
製
造
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
に
比
べ
て
も
と
も
と
賃
金
水
準

が
低
か
っ
た
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
に
お

い
て
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
さ
ら
に
格

差
が
拡
大
し
た（
図
２
）。 

 

こ
の
背
景
を
探
る
た
め
、
雇
用
者
報
酬
の

付
加
価
値
（
産
業
別
国
内
総
生
産
）
に
占
め

る
割
合
（
雇
用
者
報
酬
比
率
）
を
み
る
と
、

製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
一
九
九
〇
年
か

ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
上
昇
し
て
い
る
の

に
対
し
、
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
で
は
六

〇
・
一
％
か
ら
五
九
・
四
％
へ
と
ほ
ぼ
横
ば

い
の
推
移
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図
３
）
。

労
働
集
約
的
産
業
で
あ
る
卸
売
・
小
売
業
、

飲
食
店
は
一
九
九
〇
年
の
雇
用
者
報
酬
比
率

が
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
よ
り
高
か
っ
た
が
、

二
〇
〇
二
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
水
準
を
下

回
っ
た
。 

 

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
期
間
は

、

景
気
が
低
迷
す
る
中
で
多
く
の
産
業
で
雇
用

者
報
酬
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
中
で
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
で
雇
用
者

報
酬
比
率
が
横
ば
い
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
活
用
な
ど
で
人
件

費
の
抑
制
を
図
る
動
き
が
顕
著
だ
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る（
表
１
）。
そ
し
て
、

10
図1 賃金と物価の水準の動き ％ 

30.0 

25.0 

20.0 

15.0 

10.0 

5.0 

0 

-5.0

消費者物価指数（帰属家賃を除く総合） 
名目賃金指数（現金給与総額） 
実質賃金指数(現金給与総額） 

1971年 1976年 1981年 1986年 1991年 1996年 2001年 

調査産業計 製造業 卸売・小売業、飲食店 

2003年 
1990年 

サービス業 

2002年 
1990年 

100.0

50.0

100.0 100.0

108.0

82.0

75.0

103.5 104.7

97.7

図2 産業間賃金格差 

製造業 

50.6

54.1

60.1 59.4

54.8

60.5

卸売・小売業、飲食店 サービス業 

70.0 

60.0 

50.0 

40.0

図3 産業別付加価値に占める雇用者報酬の割合 

資料：総務省「消費者物価指数」、厚生労働省「毎月勤労統計調査」 
　注：現金給与総額は1990年までは規模30人以上、1991年以降は規模5人以上 

資料：毎月勤労統計調査 

資料：内閣府経済社会総合研究所「国民経済計算」 
　注：産業別国内生産（産出額ー中間投入）を付加価値とした。 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

こ
の
こ
と
が
、
産
業
間
格
差
の
拡
大
と
し
て

表
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

   
規
模
間
格
差

も
拡
大 

 

製
造
業
に
つ
い
て
事
業
規
模
間
の
賃
金
格

差
（
五
〇
〇
人
以
上
＝
一
〇
〇
と
し
た
指
数
）

を
み
る
と
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
格
差

が
広
が
っ
て
い
る（
図
４
）。
小
規
模
ほ
ど
パ

ー
ト
タ
イ
ム
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
産
業

格
差
を
み
た
と
き
と
同
様
に
小
規
模
事
業
所

ほ
ど
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
活
用
な
ど
に

よ
る
人
件
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

   

一
般
労
働
者
の
賃
金
は
増
加 

 

就
業
形
態
別
の
賃
金
を
調
査
す
る
よ
う
に

な
っ
た
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で

の
賃
金
の
増
減
率
の
平
均
を
み
る
と
、
一
般

労
働
者
は
各
産
業
で
堅
調
な
伸
び
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃

金
は
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
で
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
常
用
労
働
者
全
体
で
み
る

と
、
製
造
業
を
除
い
て
賃
金
の
伸
び
は
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る（
表
１
）。 

 

こ
の
よ
う
に
、
一
般
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
賃
金
の
伸
び
が
プ
ラ
ス
と
な

っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
常
用
労
働
者
全

体
で
み
る
と
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
も
の

が
散
見
さ
れ
る
が
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
は
、

一
般
労
働
者
の
賃
金
の
伸
び
が
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
目
立
た
な
か
っ

た
が
、
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
三
年
で
み
て
も

同
様
な
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
相

対
的
に
賃
金
水
準
の
低
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
常
用
労
働
者

全
体
で
は
賃
金
水
準
が
見
か
け
上
減
少
す
る

こ
と
が
要
因
で
あ
る
。 

 

賃
金
水
準
や
賃
金
格
差
を
見
る
う
え
で
は

、

就
業
形
態
別
の
動
き
が
重
要
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
併
せ
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
比
率

の
増
減
に
も
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 
  

２
．賃
金
構
造 
  

非
標
準
労
働
者

は
緩
や
か
な
カ
ー
ブ 

 

次
に
、
一
般
労
働
者
の
賃
金
に
つ
い
て
み

る
。
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
を
用
い
て
年

齢
と
賃
金
の
関
係
（
賃
金
カ
ー
ブ
）
を
グ
ラ

フ
に
す
る
と
、
年
齢
と
と
も
に
、
賃
金
が
上

昇
し
て
い
る
。
こ
れ
を
標
準
労
働
者
（
新
規

学
卒
で
入
社
し
そ
の
ま
ま
同
じ
会
社
に
勤
め

て
い
る
者
）
と
非
標
準
労
働
者
（
い
わ
ゆ
る

中
途
採
用
者
）
の
別
、
男
女
の
別
、
大
卒
と

高
卒
の
別
に
分
け
て
み
る
と
、
標
準
労
働
者

に
比
べ
非
標
準
労
働
者
は
緩
や
か
な
賃
金
カ

ー
ブ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

特
に
、
大
卒
、
高
卒
と
も
女
性
の
非
標
準

労
働
者
の
賃
金
が
最
も
低
く
上
昇
率
も
小
さ

い
。
大
卒
女
性
の
非
標
準
労
働
者
で
は
四
五

〜
四
九
歳
で
賃
金
の
低
下
が
み
ら
れ
、
高
卒

女
性
で
は
賃
金
の
上
昇
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い（
図
５
）。 

資料：毎月勤労統計調査 

資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 
　注：非標準男性、非標準女性については、労働政策研究・研修機構で試算した。 

５００人以上 

100.0 100.0

77.0 76.8

60.3 58.6
55.2 50.0

１００－４９９人 ３０－９９人 ５－２９人 

％ 
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80 

60 

40 

20 

0

図4 事業所規模間格差（製造業） 

大卒労働者の賃金 

1994ー2003年の平均 
調査産業計 
製造業 

卸売・小売業、飲食店 
サービス業 

常用労働者 一般労働者 パートタイム 労働者 
パート比率 
（平均差） 

 
-0.7 
0.7 
-0.7 
-0.6

 
0.7 
0.8 
0.7 
0.8

 
0.6 
0.8 
-0.6 
0.6

 
0.90 
0.36 
1.68 
0.75

2002ー2003年 
調査産業計 
製造業 

卸売・小売業、飲食店 
サービス業 

 
-0.4 
1.5 
0.2 
-1.4

 
0.1 
1.8 
1.5 
-0.7

 
0.8 
1.5 
0.1 
0.8

 
0.61 
0.31 
0.96 
0.84

歳 

歳 
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千円 
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標準男子 標準女性 

非標準男性 非標準女性 

高卒労働者の賃金 

標準男性 標準女性 

非標準男性 非標準女性 

表1 就業形態別現金給与総額とパート比率の変化 

図5 賃金カーブ（所定内給与、2002年） 

資料：厚生労働省「毎月勤労統計調査」 

（％） 

2003年 

1990年 
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団
塊

の
下
で
緩
や
か
な
賃
金
カ
ー
ブ 

 
五
年
ご
と
に
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
賃
金
に

つ
い
て
五
歳
ご
と
の
年
齢
階
級
を
一
つ
ず
つ

ず
ら
し
て
繋
い
だ
グ
ラ
フ
を
描
く
と
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
の
賃
金
カ
ー
ブ
が
得
ら
れ
る
。
賃

金
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ダ
ウ
ン
）
と
定
期

昇
給
に
よ
り
変
動
す
る
が
、
大
卒
・
男
性
に

つ
い
て
み
る
と
、
年
代
が
若
く
な
る
ほ
ど
初

任
給
が
過
去
の
賃
上
げ
の
積
み
重
ね
に
よ
り

前
の
世
代
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
若

い
世
代
の
賃
金
水
準
全
体
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
賃
金
の
減
少

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
直
近
の

二
〇
〇
二
年
は
各
世
代
と
も
前
の
世
代
を
下

回
る
賃
金
水
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ

り
以
前
は
ほ
ぼ
平
行
な
線
が
描
け
て
い
る（
図

６
）。 

 

そ
こ
で
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
過
去
の

賃
金
水
準
を
割
り
戻
す
こ
と
に
よ
り
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
（
ダ
ウ
ン
）
の
影
響
を
除
く
と
、
各

世
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
共
通
の
賃
金
カ
ー
ブ
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
賃
金
カ
ー
ブ
が

一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
考
え
な
け
れ
ば
、
ど
の
世
代
も
「
同

じ
賃
金
表
」
に
基
づ
い
て
定
期
昇
給
が
行
わ

れ
て
き
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
調
整
し
た
賃
金
カ
ー
ブ
を

み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
よ
り
少
し

下
の
世
代
で
あ
る
一
九
五
三
〜
五
七
年
生
ま

れ
の
世
代
の
賃
金
カ
ー
ブ
が
若
干
低
い
水
準

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
７
）。
こ
れ
は
、

こ
の
世
代
の
賃
金
が
上
の
世
代
と
比
べ
て
相

対
的
に
抑
え
ら
れ
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
む
し
ろ
近
年
の
賃
金
の
減
少
幅
が
他
の

世
代
よ
り
大
き
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
思

わ
れ
る
。 

  

３
．賃
金
の
国
際
比
較 

  
購
買
力
平
価

で
は
欧
米
を
下
回
る 

 

賃
金
の
国
際
比
較
は
容
易
で
は
な
い
が
、

一
定
の
仮
定
を
置
い
た
上
で
二
〇
〇
一
年
の

製
造
業
に
つ
い
て
試
算
し
て
み
る
と
、
為
替

レ
ー
ト
に
よ
る
換
算
で
は
、
欧
米
主
要
国
と

ほ
ぼ
同
水
準
に
あ
る（
図
８
）。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
消
費
購
買
力
平
価
に
よ

る
換
算
で
は
、
日
本
一
〇
〇
に
対
し
て
、
ア

メ
リ
カ
一
三
三
、
イ
ギ
リ
ス
一
三
三
、
ド
イ

ツ
一
六
一
、
フ
ラ
ン
ス
一
二
四
と
日
本
が
各

国
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

 

為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
換
算
は
、
賃
金
を
コ

ス
ト
と
し
て
比
較
す
る
場
合
に
適
し
て
お
り
、

消
費
購
買
力
平
価
に
よ
る
換
算
は
、
賃
金
を

生
活
水
準
の
観
点
か
ら
比
較
す
る
場
合
に
適

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
両
者
に
差
が
生
じ
る

の
は
、
物
価
水
準
や
内
外
価
格
差
が
あ
る
た

め
で
あ
る
。 

   

労
働
分
配
率 

 

雇
用
者
報
酬
を
国
民
所
得
で
割
っ
た
も
の

で
労
働
分
配
率
を
定
義
す
る
と
、
日
本
は
二

〇
〇
一
年
で
七
四
・
六
％
と
各
国
と
比
べ
て

も
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

雇
用
者
報
酬
に
は
、
賃
金
だ
け
で
な
く
現

物
給
与
や
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
厚
生
年

金
基
金
、
適
格
退
職
年
金
等
の
年
金
基
金
、

退
職
一
時
金
等
の
企
業
の
負
担
金
な
ど
が
含

ま
れ
る
。 

 

な
お
、
日
本
の
労
働
分
配
率
は
近
年
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
分
母
と
な
る

国
民
所
得
に
は
自
営
業
主
や
家
族
従
業
者
な

ど
の
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
雇
用
者

比
率
（
就
業
者
の
割
合
）
が
高
ま
る
と
、
労

働
分
配
率
自
体
も
高
く
な
る
。
同
様
に
雇
用

者
比
率
の
高
い
国
で
は
、
相
対
的
に
高
め
に

な
る
の
で
各
国
と
の
比
較
に
お
い
て
も
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
約
が
あ
る
た

め
、
労
働
分
配
率
の
定
義
に
は
他
に
も
い
く

つ
か
の
方
法
が
あ
る
（
キ
ー
ワ
ー
ド
解
説
「
労

働
分
配
率
」ｐ
．47
参
照
）。 

   

４
．労
働
費
用 

  

九
八

〜
〇
二
年
で
三
・
六
％
減
少 

 

労
働
分
配
率
で
も
み
た
よ
う
に
、
企
業
か

ら
み
る
と
、
賃
金
以
外
に
も
労
働
者
を
雇
用

２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳 ３５～３９歳 ４０～４４歳 ４５～４９歳 ５０～５４歳 ５５～５９歳 

1978～1982年生  
 1963～1967年生  
 1948～1952年生 
  1933～1937年生 
 

1973～1977年生  
1958～1962年生 
 1943～1947年生 
 1928～1932年生 
 

1968～1972年生 
 1953～1957年生 
 1938～1942年生 
 

600.0 

500.0 

400.0 

300.0 

200.0 

100.0

1978～1982年生  
 1963～1967年生  
 1948～1952年生 
  1933～1937年生 
 

1973～1977年生  
1958～1962年生 
 1943～1947年生 
 

1968～1972年生 
 1953～1957年生 
 1938～1942年生 
 

２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳 ３５～３９歳 ４０～４４歳 ４５～４９歳 ５０～５４歳 ５５～５９歳 

600.0 

500.0 

400.0 

300.0 

200.0 

100.0

図6 コーホートで見た賃金カーブ（大卒・男性） 

図7 ラスパイレス指数でベースアップ分を調整した賃金カーブ（大卒・男性） 

資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」、労働政策研究・研修機構「ユースフル労働統計」 
　注：コーホートの賃金は各年調査の対応する年齢階級の賃金である。例えば、1928～32年生まれの人の55～59歳の賃金は2002年の55～59歳の所定内給与額、 
　　　50～54歳の賃金は1997年の50～54歳の所定内給与額である。ラスパイレス指数での調整は、2002年を1.00としたときの各年のラスパイレス指数の値で 
　　　賃金を除した。したがって、2002年の賃金は調査結果と一致する。ラスパイレス指数での調整は1985年以降のデータについて行った。 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

す
る
た
め
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費

用
が
あ
る
。
賃
金
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
費
用

を
労
働
費
用
と
い
う
。
労
働
費
用
に
は
雇
用

者
報
酬
に
含
ま
れ
て
い
た
現
物
給
与
や
健
康

保
険
等
の
負
担
金
の
ほ
か
に
労
働
者
の
募
集

や
教
育
訓
練
に
係
る
費
用
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
。 

 

一
人
当
た
り
の
月
額
平
均
の
労
働
費
用
を

み
る
と
一
九
九
八
年
は
五
二
万
二
〇
〇
四
円

で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
は
四
四
万
九
六

九
九
円
と
三
年
間
で
年
平
均
三
・
六
％
の
減

少
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
賃
金
に
対
す
る
費

用
は
同
三
・
五
％
の
減
少
、
賃
金
以
外
の
費

用
は
同
三
・
八
％
の
減
少
と
な
っ
た（
図
９
、

表
３
）。 

 

主
な
産
業
別
に
み
る
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
比
率
の
高
い
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食

店
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
減
少
率
が
大
き
く
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
派
遣
労
働
者
等
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
賃
金
だ
け
で
な
く
、
賃

金
以
外
の
労
働
費
用
を
よ
り
大
き
く
圧
縮
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
製
造
業
で
は
一
九
九
八
年
か
ら
二

〇
〇
一
年
に
か
け
て
労
働
費
用
が
増
加
し
た

が
、
採
用
の
抑
制
等
に
よ
り
賃
金
単
価
が
上

昇
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
賃
金
以
外

の
費
用
で
も
、
退
職
金
等
の
費
用
の
伸
び
が

同
八
・
二
％
と
大
き
い
こ
と
か
ら
、
人
員
の

削
減
に
伴
う
費
用
の
増
加
も
影
響
し
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

５
．ま
と
め 

 

　
主
に
一
九
九
〇
年
以
降
の
賃
金
の
動
向
を

み
て
き
た
が
、
雇
用
情
勢
を
取
り
巻
く
状
況

は
大
変
厳
し
い
。
景
気
に
明
る
さ
が
見
え
始

め
た
も
の
の
、
物
価
の
下
落
が
続
く
中
、
大

き
な
賃
上
げ
は
期
待
で
き
な
い
。
ま
た
、
成 

日本 

100 100 105

133

93

133

105

161

79

124

アメリカ イギリス ドイツ フランス 

為替レートによる比較 
消費購買力平価による比較 

日本＝１００ 
図8 賃金の国際比較（製造業、2001年） 

図9 労働費用の推移 

資料：労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較2004」 

資料：労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較2004」 

資料：厚生労働省「就労条件総合調査」「賃金時間制度等総合調査」 
　注：就労条件総合調査は調査実施年の前年1年間の労働費用を調査しているので、2002年調査結果を2001年としている。 

資料：厚生労働省「就労条件総合調査」「賃金時間制度等総合調査」 
　注：調査結果は、企業規模30人以上である。 

賃金以外の費用 
賃金に対する費用 

1991 1995 1998 2001

600000 

500000 

400000 

300000 

200000 

100000 

0

180 

160 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

0

日本 
アメリカ 
イギリス 
ドイツ 
フランス 
イタリア 
スウェーデン 
韓国 
フィリピン 
オーストラリア 
ニュージーランド 

1985年 国　　名 雇用者比率 
2000年 

67.8 
72.8 
73.8 
72.6 
74.1 
57.3 
81.3 
53.3 
28.8 
73.3 
65.8

2001年（円） 1998年（円） 

449,699 

528,908 

337,793 

348,156

502,004 

515,303 

427,616 

471,076

労働費用 

-3.6 

0.9 

-7.6 

-9.6

賃　金 

年平均増減率（％） 

-3.5 

0.5 

-7.1 

-7.1

賃金以外 

-3.8 

2.6 

-9.5 

-11.2

調査産業計 

製造業 

卸売・小売業、飲食店 

サービス業 

1990年 

67.2 
71.0 
76.6 
72.2 
72.0 
60.2 
84.8 
58.9 
31.1 
70.6 
66.8

1995年 

72.5 
70.3 
72.2 
74.0 
72.6 
57.3 
73.5 
61.5 
30.6 
69.7 
63.6

2000年 

73.6 
71.9 
72.9 
73.2 
71.5 
56.4 
78.4 
59.3 
28.8 
69.5 
62.4

2001年 

74.6 
72.5 
74.1 
73.5 
72.9 
56.1 
83.6 
61.0 
ー 
68.8 
ー 

（％） 

83.1 
92.6 
87.7 
89.1 
ー 
71.5 
89.7 
62.4 
ー 
85.6 
79.0

表2 各国の労働配分率の推移 

表3 主要産業の労働費用 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

果
主
義
の
導
入
な
ど
新
た
な
賃
金
制
度
の
導

入
も
多
く
の
企
業
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
年
功
型
賃
金
に
も
変
化
が
生

じ
始
め
て
い
る
。 

 

社
会
・
経
済
の
構
造
変
化
に
対
応
し
て
そ

の
実
態
を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
様
々
な
角

度
か
ら
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。 

高齢化ペシミズムからの脱却　 

2003年労基法改正と解雇・ 
　　　　有期契約規制の新たな展開 

職業安定法・労働者派遣法改正の意義と法的課題 

労働法制に関する経済学的な見方 

現場からみた労基法改正 

労働基準法改正についての評価と問題点 
 　　　　－労働者側弁護士の立場から－ 

使用者側代理人から見た 
　　　　　　　解雇訴訟と労基法改正 

 

新法人発足にあたって―― 
　　　　「政策研究」を考える 

 

都留康著『労使関係のノンユニオン化 
　　　　　　　－ミクロ的・制度的分析』 

川井圭司著『プロスポーツ選手の法的地位』 

 

労働文献目録 

神代　和欣 

唐津　　博 
　 

水島　郁子 

大橋　勇雄 

荻野　勝彦 

宮里　邦雄 
　 

中町　　誠 
　 

 

小野　　旭・大内　伸哉 
大竹　文雄・藤村　博之 

守島　基博 

野田　知彦 
　 

永野　秀雄 

 

労働政策研究・研修機構

提　　言 
論　　文 
　 
 
 
 
 
　 
 
　 
 
座 談 会  
　 
 
書　　評 
　 
 
 
資　　料 

特集 ＝ 労働基準法・労働者派遣法・ 
職業安定法改正 

523 JAN.20041
労働調査の過去・現在そして未来　 

労働調査研究の現在 
　　　　―2001～2003年の業績を通じて 
 

米国における非正規雇用の実態 

日本企業の昇進昇給システムにおける「年功」 
　―ある大手企業のブルーカラー従業員に対するコーホート分析 

年齢階級間ミスマッチによる 
　　　　　　UV曲線のシフト変化と失業率 

地方公務員の人事異動 
 　　―Ａ県の事例を中心に 

地方自治体における職務管理 
 　　―大部屋主義の再検討と目標管理の導入に向けて 

 

清川雪彦著『アジアにおける近代的工業労働力の形成 
　　　　　　　－経済発展と文化ならびに職務意識』 

仁田道夫著『変化のなかの雇用システム』 

石田光男著『仕事の社会科学 
　　　　　　　－労働研究のフロンティア』 

 

労働文献目録 

石田　光男 

小杉　礼子 
佐野　　哲 
佐野　嘉秀 

高山与志子 

馬　　　駿 
　 

佐々木　勝 
　 

前浦　穂高 
　 

入江　容子 
　 

 

丸川　知雄 
　 

冨田　安信 

松村　文人 
　 

 

労働政策研究・研修機構

提　　言 
学界展望 
　 
　 
論　　文 
　 
　 
 
　 
研究ノート 
　 
 
　 
 
書　　評 
　 
 
 
　 
 
資　　料 

学界展望 
特集 ＝ 投稿論文特集2004

524 FEB.－MAR.20042・3

B5判●定価895円（税込） 

年間購読料10,740円 
　（〒サービス） 
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春
闘
の
将
来
像
 

　
―
労
使
が
求
め
る
も
の
 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

　
春
闘
に
お
け
る
賃
金
交
渉
は
、
こ
こ
数
年
ベ
ア
ゼ
ロ
が
定
着
し
て
い
る
。
日
本
経
団
連
は
「
春
闘
終
焉
論
」
を
展
開
。

昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
で
は
、
年
功
型
賃
金
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
ベ
ー
ス
ダ
ウ
ン
も
視

野
に
入
れ
た
賃
金
制
度
改
革
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
今
後
は
、
単
に
賃
上
げ
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
存
続
や
競
争
力
強

化
の
方
策
を
協
議
す
る
「
春
討
」
に
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
実
際
、
企
業
内
労
使
の
春
闘
は
、
賃
上
げ
交
渉
の
場
か

ら
、
総
合
的
な
労
働
条
件
や
賃
金
制
度
改
革
な
ど
、
既
に
中
長
期
的
な
課
題
を
協
議
す
る
場
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
日
本

の
労
働
運
動
の
看
板
的
存
在
だ
っ
た
春
闘
方
式
は
ど
こ
に
向
か
い
、
今
後
、
ど
う
形
を
変
え
て
い
く
の
か
。
労
使
の
上
部

団
体
の
幹
部
が
、
春
闘
機
能
の
変
化
と
今
後
の
行
方
を
展
望
す
る
。 

Business Labor Trend  2004.4

金
属
労
協
事
務
局
長
　
　
團
野 

久
茂 

日
本
経
団
連
常
務
理
事
　
紀
陸 

　
孝 

（
司
会
）
調
査
部
長
　

江
上
寿
美
雄 

組
合
側
か
ら
ベ
ア
を
断
念
し
て
い
る
。
個
別

企
業
に
お
け
る
ベ
ア
の
可
能
性
が
あ
る
な
ら
、

要
求
し
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
？ 

 

團
野
　
自
動
車
産
業
は
業
界
再
編
が
進
み

つ
つ
あ
る
。
今
は
産
業
内
の
再
編
だ
が
、
も

う
少
し
先
を
見
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

が
電
池
型
エ
ン
ジ
ン
な
ど
に
切
り
替
わ
る
時

期
も
来
る
だ
ろ
う
。（
ト
ヨ
タ
の
労
使
は
）企

業
の
収
益
や
事
業
体
制
、
労
務
コ
ス
ト
に
加

え
て
、
こ
う
し
た
中
長
期
的
な
業
界
再
編
の

方
向
ま
で
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。 

 

紀
陸
　
将
来
の
組
織
再
編
や
業
績
に
変
動 

た
回
答
数
字
を
参
考
指
標
に
し
な
が
ら
全
体

が
賃
金
の
底
上
げ
を
図
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
企
業
が
労
働
生
産
性
、
付
加
価
値

生
産
性
を
上
げ
、
国
際
競
争
力
を
維
持
し
て

い
る
場
合
、
ベ
ア
も
含
め
た
労
働
条
件
の
成

果
配
分
は
今
後
も
十
分
あ
り
得
る
。
か
つ
て

の
よ
う
な
手
法
は
と
れ
な
い
に
し
て
も
、
個

別
企
業
ご
と
に
的
確
に
判
断
し
、
ど
の
よ
う

に
労
働
条
件
を
設
定
す
る
か
に
つ
い
て
労
使

間
で
話
を
進
め
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、

今
後
も
ベ
ア
は
あ
り
得
る
。 

 

江
上
　
例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
三
年
続

け
て
史
上
最
高
益
を
更
新
し
て
い
る
の
に
、 

る
。
水
準
面
か
ら
み
て
も
、
ベ
ア
を
求
め
る

時
代
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ま
だ
ら

模
様
の
景
気
回
復
が
今
後
、
仮
に
全
国
的
に

広
が
っ
た
と
し
て
も
、
全
体
を
底
上
げ
す
る

よ
う
な
形
の
賃
金
ア
ッ
プ
に
は
な
ら
な
い
。

国
際
競
争
激
化
と
そ
れ
に
伴
う
賃
金
水
準
の

調
整
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、
平
均
的
、
一

律
的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
考
え
に
く
い
か
ら

だ
。
た
だ
し
、
個
々
の
企
業
で
生
産
性
が
上

が
っ
た
り
、
他
社
と
の
賃
金
格
差
の
是
正
な

ど
の
理
由
で
ベ
ア
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は

否
定
し
な
い
。 

 

團
野
　
確
か
に
、
あ
る
産
業
が
引
き
出
し 

  

　
ベ
ア
の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
か
？ 

  

江
上
　
二
〇
〇
二
年
以
降
、
大
企
業
で
は

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
見
送
り
が
大
勢
を
占
め
、
今

春
闘
も
多
く
の
産
別
、
企
業
別
組
合
は
ベ
ア

要
求
を
断
念
し
た
。
特
に
今
年
は
景
気
が
回

復
し
て
お
り
、
設
備
投
資
も
増
え
、
企
業
業

績
も
上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ベ
ア

要
求
し
な
か
っ
た
。
も
は
や
、
ベ
ア
を
問
う

時
代
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
？ 

 

紀
陸
　
こ
こ
数
年
、
賃
上
げ
率
は
一
％
台

の
定
昇
相
当
な
い
し
定
昇
割
れ
が
続
い
て
い 

座談会 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

紀陸氏 

長期蓄積能力活用型 
グループ 
 
高度専門能力活用 
グループ 
 
雇用柔軟型グループ 

期間の定めの 
ない雇用形態 
 
有期雇用契約 
 
 
有期雇用契約 

月給制か年俸制 
職能給 
昇級制度 
年俸制 
業績給 
昇級なし 
時間給制 
職務給 
昇級なし 

定率＋ 
業績スラ 
イド 
成果配分 
 
 
定率 

ポイント制 
 
 
なし 
 
 
なし 

役員昇進 
職能資格 
昇格 
業績評価 
 
 
上位職能 
への転換 

生涯総合 
施策 
 
生活援護 
施策 
 
生活援護 
施策 

雇用形態 

管理職・総合 
職・技能部門 
の基幹職 
専門部門（企 
画、営業、研 
究開発等） 
一般職 
技能部門 
販売部門 

対　　象 賃　　金 賞　与 退職金・年金 昇進・昇格 福祉政策 

グループ別に見た処遇の主な内容 

企業・従業員の雇用・勤続に対する関係 

資料 ： 「新時代の『日本的経営』」より 

従
業
員
の
考
え
方 

企業側の考え方 

短期勤続 

定着 流動 

長期勤続 

長期蓄積能力活用型グループ 

高度専門能力活用グループ 

雇用柔軟型グループ 

注１：雇用形態の典型的な分類 
　２：各グループ間の移動は可 

が
あ
っ
た
場
合
の
雇
用
の
維
持
・
確
保
を
考

え
た
り
、
自
社
の
賃
金
水
準
を
同
分
野
の
諸

外
国
の
企
業
や
関
連
会
社
と
比
べ
て
み
る
な

ど
、
個
別
労
使
で
話
し
合
っ
て
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
将
来
的
に
不
安
は
な
い
と
し

て
収
益
上
昇
分
を
賃
上
げ
に
ま
わ
す
選
択
肢

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
賃
上
げ
は
一
時
金
や
退

職
金
に
も
連
動
す
る
の
で
、
そ
の
負
担
増
分

も
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、

社
会
労
働
保
険
も
確
実
に
上
が
っ
て
く
る
。

一
時
点
で
の
判
断
が
良
い
と
は
思
え
な
い
。 

 

江
上
　
国
際
競
争
が
続
く
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
た
ら
、
今
後
は
利
益
が
上
が
っ
て
も
賃

金
本
体
に
上
積
み
す
る
の
は
難
し
い
と
い
う

こ
と
か
。
組
合
は
も
う
賃
上
げ
に
固
執
し
な

い
の
か
？ 

 

團
野
　
賃
上
げ
は
、
当
然
あ
り
う
る
べ
き

成
果
配
分
の
一
つ
で
あ
り
、
ベ
ア
を
放
棄
し

た
つ
も
り
は
な
い
。
今
は
全
体
的
に
ベ
ア
を

求
め
に
く
い
状
況
に
あ
る
と
の
判
断
で
、
各

産
別
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
整
理
し
て
い
る
。

組
合
側
は
労
働
生
産
性
を
上
げ
な
が
ら
の
総

額
人
件
費
抑
制
に
協
力
し
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
一
人
あ
た
り
の
人
件
費
が
も
う
少
し

延
び
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
個
々
人
の

能
力
や
成
果
を
反
映
で
き
る
よ
う
な
制
度
に

し
て
い
く
べ
き
だ
。 

   

春
闘

は
終
焉
を
迎
え
て
い
る
の
か
？ 

   

江
上
　
日
本
経
団
連
の
経
営
労
働
政
策
委

員
会
報
告
は
昨
年
、
今
年
と
二
年
連
続
で
賃

金
の
社
会
横
断
化
を
図
る
「
春
闘
」
の
終
焉

を
強
調
し
て
い
る
。 

 

團
野
　
こ
れ
か
ら
は
賃
金
、
一
時
金
も
含

め
、
年
収
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
視

点
が
必
要
だ
。
成
果
配
分
を
一
時
金
で
受
け

る
と
い
う
形
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
年
間
六
カ

月
を
超
え
る
一
時
金
の
ウ
エ
ー
ト
が
こ
の
ま

ま
増
え
続
け
て
い
け
ば
問
題
だ
ろ
う
。
ベ
ア

は
断
念
す
る
が
、
一
時
金
で
成
果
配
分
を
求

め
な
が
ら
全
体
と
し
て
上
げ
る
。
そ
の
時
の

絶
対
条
件
と
し
て
、

賃
金
の
絶
対
水
準
は

確
保
す
る
と
い
う
手

段
を
持
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
な
ら
産

業
ご
と
に
環
境
の
違

い
が
あ
っ
て
も
全
体

が
ま
と
ま
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
毎

年
の
ベ
ア
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
成
果
配
分
の
求

め
方
を
単
年
度
交
渉

で
は
な
く
、
例
え
ば

成
果
を
数
年
に
わ
た

っ
て
貯
め
て
お
き
、

配
分
を
考
え
る
な
ど

の
視
点
、
今
後
の
春

闘
の
あ
り
方
、
配
分

の
求
め
方
を
考
え
て

い
く
こ
と
も
必
要
だ
。 

 

今
春
闘
で
電
機
連

合
が
掲
げ
て
い
る
次

世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
へ
の
対
応
な

ど
、
今
後
は
社
会
の

変
革
に
つ
な
が
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り

も
必
要
。
金
属
労
協

加
盟
組
織
が
先
行
し

て
、
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も

の
を
企
業
間
交
渉
の
中
で
引
き
出
し
、
そ
れ

を
社
会
全
体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
も
春
闘
の

役
割
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

江
上
　
今
ま
で
横
に
ら
み
で
賃
金
等
の
労

働
諸
条
件
を
決
め
て
き
た
企
業
が
、
自
社
の

生
産
性
に
応
じ
て
判
断
す
る
よ
う
な
や
り
方

が
本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

紀
陸
　
か
つ
て
は
、
賃
金
水
準
が
他
社
と

比
べ
て
ど
う
な
の
か
、
周
囲
を
見
渡
し
な
が

ら
や
っ
て
き
た
。
今
は
も
う
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
卒
業
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
の
賃
金
水

準
は
国
内
の
他
社
と
の
格
差
以
前
に
、
他
国

の
競
争
相
手
と
の
格
差
を
問
題
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
国
際
競
争
が
激

し
い
産
業
ほ
ど
、
そ
う
し
た
意
識
が
薄
い
。

個
別
企
業
の
労
使
は
、
人
件
費
と
利
益
の
源

で
あ
る
付
加
価
値
と
い
う
パ
イ
の
増
や
し
方

と
そ
の
分
配
の
両
方
を
論
議
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。 

 

江
上
　
組
合
の
立
場
と
し
て
は
、
同
産
業

の
企
業
間
に
賃
金
の
横
断
性
が
あ
っ
て
然
る

べ
き
だ
と
考
え
な
い
の
か
？
　
ま
た
、
経
営

側
は
こ
う
し
た
考
え
方
を
否
定
す
る
の
だ
ろ

う
か
。 

 

團
野
　
職
種
ご
と
の
横
断
的
な
賃
率
の
形

成
は
当
然
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
金
属
労
協

と
し
て
は
、
労
働
市
場
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

各
社
ご
と
の
労
働
条
件
の
積
み
上
げ
で
は
な

く
、
あ
る
企
業
を
ベ
ー
ス
に
し
た
大
く
く
り

の
職
種
別
賃
率
を
形
成
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

紀
陸
　
賃
率
が
同
じ
な
ら
、
付
加
価
値
も

同
じ
で
な
け
れ
ば
企
業
は
持
た
な
い
。
横
断

性
の
発
想
は
、
瞬
間
的
に
は
い
い
だ
ろ
う
が

維
持
で
き
な
け
れ
ば
一
過
性
の
話
に
な
っ
て

し
ま
う
。
高
い
賃
金
水
準
を
維
持
で
き
な
い

か
ら
、
や
む
を
得
ず
生
産
拠
点
の
移
動
が
起
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

團野氏 

き
た
。
賃
金
を
上
げ
た
結
果
、
雇
用
の
場
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。 

 
團
野
　
組
合
と
し
て
は
、
一
本
の
線
で
の

賃
率
形
成
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

あ
る
一
定
の
幅
の
中
で
自
分
た
ち
の
賃
率
が

い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
各
社
の
実
力
に
応
じ

て
、
競
争
力
を
保
持
し
つ
つ
収
益
に
結
び
つ

け
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
。
競
争
と
い
う
な

ら
、
一
定
の
労
働
条
件
を
整
理
し
て
お
か
な

い
と
優
秀
な
人
材
は
集
ま
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

こ
の
考
え
方
は
十
分
成
立
し
う
る
こ
と
だ
。 

 

紀
陸
　
企
業
間
の
賃
金
水
準
が
あ
ま
り
開

き
す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
。
格
差
が
縮
小
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
実
に
は
付

加
価
値
生
産
性
の
格
差
が
あ
る
の
で
難
し
い
。 

 

江
上
　
日
本
社
会
は
賃
金
格
差
や
労
働
条

件
の
格
差
が
少
な
か
っ
た
。
春
闘
が
果
た
し

た
役
割
の
一
つ
に
平
準
化
が
あ
っ
た
。 

 

團
野
　
そ
う
い
う
観
点
で
〇
三
闘
争
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
Ｊ
Ｃ
ミ
ニ
マ
ム
運
動

だ
。
春
闘
に
は
平
準
化
の
機
能
が
あ
り
、
そ

れ
が
中
間
層
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後

の
あ
り
方
と
し
て
は
、
一
つ
の
賃
金
水
準
を

産
業
全
体
で
形
成
す
る
と
い
う
役
割
を
産
業

部
門
ご
と
に
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て

の
よ
う
に
同
じ
引
き
上
げ
額
を
皆
が
求
め
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
こ
れ
以
下
の
水
準

で
は
働
か
な
い
、
働
か
せ
な
い
」
と
い
っ
た

ミ
ニ
マ
ム
運
動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

賃
金
改
革

に
つ
い
て
の 

　
労
使
の
ス
タ
ン
ス
は
？ 

   

江
上
　
旧
日
経
連
は
九
五
年
に
「
新
時
代

の
日
本
的
経
営
」
を
発
表
し
て
以
来
、
賃
金

制
度
改
革
を
主
張
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ
は

今
の
成
果
主
義
賃
金
ブ
ー
ム
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
現
状
は
、
従
来
的
な
職
能
資
格
制
度

を
維
持
し
つ
つ
、
そ
こ
に
短
期
的
な
貢
献
度

と
か
成
果
を
入
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う
だ
が
？ 

 
紀
陸
　
今
、
企
業
は
賃
金
管
理
、
人
事
管

理
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
う
し

た
制
度
の
ベ
ー
ス
を
ど
こ
に
お
い
て
運
用
す

べ
き
か
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
基
本

的
な
考
え
方
の
整
理
も
つ
か
な
い
う
ち
に
成

果
評
価
に
リ
ン
ク
す
る
制
度
改
定
を
急
ぐ
風

潮
が
強
い
。
能
力
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
評
価

は
極
め
て
難
し
い
し
、
新
し
い
言
葉
が
ど
ん

ど
ん
で
て
き
て
、
ど
の
よ
う
に
改
革
し
て
い

い
の
か
が
わ
か
ら
ず
に
い
る
。 
 

特
に
、
貢
献
度
と
か
成
果
を
ど
う
見
る
か

の
定
義
が
曖
昧
だ
。
今
回
の
経
労
委
報
告
で

一
番
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、
従
来
の
い
わ

ゆ
る
年
功
型
制
度
の
悪
し
き
点
を
正
し
、
従

業
員
の
納
得
性
を
高
め
ら
れ
る
制
度
に
変
え

る
こ
と
。
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
配
分
が
で
き

て
、
従
業
員
も
納
得
す
る
。
悪
い
評
価
だ
っ

た
人
が
、
次
は
頑
張
ろ
う
と
い
っ
た
意
識
改

革
に
つ
な
が
る
制
度
改
正
が
目
指
さ
れ
る
べ

き
だ
。 

 

團
野
　
こ
の
点
は
全
く
同
感
。
働
き
方
に

応
じ
、
そ
れ
に
適
合
で
き
る
制
度
で
あ
る
べ

き
だ
。
例
え
ば
生
産
現
場
で
は
あ
る
一
定
の

グ
ル
ー
プ
が
一
つ
の
成
果
を
上
げ
る
べ
く
、

各
人
が
役
割
を
認
識
し
な
が
ら
一
つ
の
成
果

を
目
指
し
、
協
力
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
職
場
に
業
績
主
義
を
持
ち
込
ん
で

も
納
得
性
は
な
い
。
逆
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
よ
う
な
働
き
方
で
、
も
う
少
し
個
人
の
評

価
を
強
め
る
動
き
が
あ
っ
て
も
よ
い
場
合
も

あ
る
が
、
そ
れ
も
俗
に
い
う
個
別
賃
金
化
で

な
く
、
労
使
間
で
決
め
た
ル
ー
ル
の
幅
の
中

で
き
ち
ん
と
運
用
さ
れ
て
い
く
べ
き
だ
。
そ

う
し
な
い
と
無
秩
序
に
労
働
条
件
や
賃
金
水

準
が
決
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 
 

江
上
　
年
功
制
と
い
っ
て
も
、
同
一
年
齢

の
人
が
三
五
歳
に
な
っ
て
同
一
賃
金
と
い
う

の
は
民
間
企
業
で
は
ま
ず
な
い
。
職
能
な
ど

の
判
断
で
差
を
つ
け
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、

評
価
も
さ
れ
て
い
た
。
ど
こ
が
悪
い
の
か
？ 

 

團
野
　
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
「
年

功
管
理
」
と
「
年
功
序
列
」
と
い
う
の
で
は

異
な
る
。
な
ん
と
な
く
「
功
」
の
部
分
が
薄

れ
て
、
言
葉
と
し
て
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
あ
る
日
突
然
、
成
績
主
義
、
能
力
主
義

が
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
来
か
ら
や

っ
て
い
る
こ
と
を
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
や
貢
献

度
を
重
視
す
る
な
ど
と
言
い
だ
し
た
た
め
、

そ
の
方
向
に
変
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
雰
囲
気
が
一
人
歩
き
し
た
。 

 

紀
陸
　
経
労
委
報
告
で
は
、
そ
う
い
う
言

葉
の
流
行
に
乗
る
の
で
は
な
く
、
年
功
制
の

弊
害
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
見
直
し
て
い

く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
定
昇
見
直
し
と
か
廃

止
と
言
う
の
も
、
全
て
を
や
め
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
仮
に
「
一
律
的
に
誰
に
で
も
す

べ
て
」
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
労

使
が
十
分
話
し
合
っ
て
納
得
を
得
な
が
ら
改

良
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
主
張
し
た
。 

 

江
上
　
賃
金
体
系
改
革
に
つ
い
て
、
組
合

は
き
ち
ん
と
関
与
し
、
対
応
し
て
い
る
の
か
？ 

 

團
野
　
成
績
幅
の
あ
り
方
と
い
う
の
は
産

業
、
企
業
、
働
き
方
に
よ
っ
て
全
然
違
う
の

で
、
そ
こ
を
個
別
労
使
間
で
十
分
話
し
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
は
し
っ
か
り
議

論
し
た
結
果
、
制
度
が
確
立
さ
れ
、
適
応
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
懸

念
も
あ
る
。
制
度
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
す

ぎ
て
、
そ
こ
で
働
く
組
合
員
が
つ
い
て
い
け

な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
だ
。
い
っ

た
ん
、
改
革
し
た
ら
四
、
五
年
は
維
持
し
、

制
度
の
問
題
点
な
ど
を
掌
握
し
な
が
ら
、
労

使
で
次
の
改
革
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
本
来

の
あ
る
べ
き
方
向
。
現
状
は
旧
制
度
と
新
し

い
改
革
に
、
関
連
性
が
な
い
も
の
が
多
い
よ

う
な
気
が
す
る
。 

 

江
上
　
個
別
企
業
労
使
で
賃
金
制
度
を
改

革
し
、
さ
ら
に
個
別
的
に
賃
金
が
決
ま
っ
て

い
く
な
ら
、
一
律
的
に
組
合
が
要
求
す
る
春

闘
方
式
は
矛
盾
す
る
。 

 

團
野
　
例
え
ば
ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
は
組

合
に
頼
ら
ず
と
も
自
分
で
自
分
の
ス
テ
ー
タ

ス
を
あ
る
程
度
築
け
る
人
も
い
て
、
そ
れ
は

そ
れ
で
い
い
。
と
は
い
え
、
労
働
者
個
人
は

弱
い
立
場
で
あ
り
、
調
子
が
よ
く
て
希
望
を

持
て
る
時
は
問
題
な
い
が
、
い
つ
何
時
ど
う

い
う
環
境
変
化
が
あ
る
か
は
誰
に
も
分
か
ら

な
い
。
や
は
り
組
合
と
い
う
集
合
体
が
あ
っ

て
、
全
体
を
守
る
機
能
が
必
要
。
企
業
が
個

人
の
賃
金
水
準
を
決
め
る
と
こ
ろ
ま
で
譲
っ

て
し
ま
っ
た
ら
労
働
運
動
は
成
立
し
な
い
。 

 

紀
陸
　
賃
金
管
理
の
個
別
化
と
春
闘
が
矛

盾
す
る
と
い
う
の
は
、
確
か
に
そ
う
か
も
知

れ
な
い
。
だ
が
、
過
去
の
春
闘
が
あ
り
、
日

本
の
賃
金
水
準
が
相
応
の
水
準
に
な
っ
た
か

ら
こ
そ
、
個
別
賃
金
管
理
や
個
別
化
が
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
。
あ
る
程
度
の
水
準
に
な

れ
ば
、
産
業
の
枠
を
取
り
払
っ
て
個
別
化
の

論
議
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
。 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

司会・江上 

  
非
典
型
労
働
者
へ
の
対
応
は
？ 

   

江
上
　
非
典
型
労
働
者
が
増
え
て
い
る
。

雇
用
労
働
者
の
う
ち
の
三
割
弱
が
非
典
型
労

働
者
だ
が
、
労
働
条
件
や
賃
金
差
が
か
な
り

あ
る
。
組
合
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。 

 

團
野
　
こ
れ
ま
で
は
、
正
規
雇
用
労
働
者

を
組
合
員
に
し
、
そ
の
中
で
組
合
運
動
を
進

め
て
き
た
。
今
、
対
象
外
だ
っ
た
人
が
増
え

て
い
る
。
中
長
期
的
に
み
れ
ば
、
非
典
型
労

働
者
も
含
め
た
労
働
運
動
を
展
開
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
非
典
型
労
働
者
の
組
織
化

は
難
し
い
。
正
規
、
非
典
型
双
方
が
互
い
の

働
き
方
を
認
め
た
上
で
、
極
め
て
不
安
定
な

部
分
を
ど
う
守
る
か
。
労
働
諸
条
件
の
課
題

も
含
め
て
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
た
な
け
れ

ば
組
織
化
は
で
き
な
い
。
団
塊
の
世
代
の
定

年
後
、
新
規
採
用
が
増
え
る
だ
ろ
う
が
、
そ

の
際
、
従
来
型
の
採
用
か
、
何
ら
か
の
変
化

が
生
じ
る
か
。
非
典
型
労
働
者
も
含
め
た
処

遇
な
ど
に
つ
い
て
、
何
が
問
題
に
な
っ
て
く

る
の
か
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

江
上
　
職
場
で
働
く
大
多
数
が
パ
ー
ト
労

働
者
で
、
組
合
が
全
体
の
声
を
吸
い
上
げ
ら

れ
な
い
事
業
所
も
あ
る
。
こ
う
し
た
人
た
ち

が
現
存
す
る
組
合
に
加
入
し
た
り
、
非
典
型

労
働
者
だ
け
の
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
に
つ

い
て
経
営
側
は
ど
う
考
え
る
か
？ 

 

紀
陸
　
国
際
競
争
力
激
化
に
伴
い
、
企
業

は
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
あ
る
程
度
抑
制
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
必
要
な
人

材
も
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
方
で
、

働
く
人
た
ち
の
雇
用
形
態
も
相
当
多
様
化
し

て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
に

は
、
多
様
な
雇
用
形
態
を
社
内
に
用
意
し
、

形
態
ご
と
の
管
理
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
れ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用

形
態
ご
と
に
意
思
疎
通
の
パ
イ
プ
を
作
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
組
合
が
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
れ
ば
問
題
な
い
し
、

パ
ー
ト
労
組
な
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
な
ら
ば
よ
い
。 

   

こ
れ
か
ら
の
春
闘
は 

　
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
？ 

   

江
上
　
職
場
労
使
の
交
渉
の
機
会
と
し
て

の
春
闘
は
、
ま
す
ま
す
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
　
最
近
、
企
業
の
事

故
や
不
祥
事
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
も
、
経

営
側
が
従
業
員
の
声
の
吸
い
上
げ
が
う
ま
く

で
き
て
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
？ 

 

團
野
　
民
主
主
義
を
実
践
し
て
き
た
の
は

労
働
運
動
。
そ
の
前
提
に
職
場
組
合
員
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
少
数
意
見
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
吸
い
上
げ
て
全
体
と
し

て
ど
う
す
べ
き
か
議
論
し
て
き
た
。
今
ほ
ど
、

こ
れ
が
必
要
な
時
は
な
い
。
職
場
の
組
合
員

が
ど
う
い
う
意
見
や
要
望
、
苦
情
、
悩
み
を

持
っ
て
い
る
か
を
掌
握
す
る
の
は
労
働
運
動

の
最
低
の
役
割
。
そ
れ
を
背
景
に
組
合
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
。 

 

紀
陸
　
企
業
の
社
会
的
責
任
が
高
ま
っ
て

い
る
現
在
、
従
来
以
上
に
労
使
の
パ
イ
プ
を

強
く
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
れ
を
お
こ
た
る
と
個

別
労
使
紛
争
が
起
き
た
り
、
歪
ん
だ
形
の
内

部
告
発
が
で
て
し
ま
う
。
組
合
も
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

江
上
　
春
闘
は
今
後
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
？ 

 

團
野
　
金
属
労
協
は
九
一
春
闘
以
降
、
「
改

革
な
し
の
春
闘
の
継
続
は
困
難
」
と
の
観
点

で
今
後
の
基
本
的
な
方
向
を
示
し
続
け
て
き

た
。
産
業
ご
と
に
、
賃
金
、
一
時
金
、
労
働

時
間
短
縮
等
を
含
め
た
総
合
的
な
労
働
条
件

全
体
に
ど
の
よ
う
な
形
で
配
分
す
る
か
を
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
春
闘
ス
タ
イ
ル
を
そ
う

い
っ
た
形
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
れ
か
ら
の
春
闘
は
産
業
部
門
ご
と
に
自

主
決
定
的
に
要
求
を
決
め
て
自
主
交
渉
し
、

回
答
を
自
ら
の
力
で
引
き
出
す
。
そ
の
産
業

部
門
ご
と
の
交
渉
の
集
大
成
に
よ
っ
て
社
会

的
配
分
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
春
闘
の
機
能
、

役
割
を
一
層
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
合
に
は
、
部
門
別
共
闘
を
作
り
あ
げ
、
共

闘
全
体
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て
欲
し
い
。

さ
ら
に
、
非
典
型
労
働
者
を
含
む
未
組
織
労

働
者
に
対
し
、
社
会
全
体
と
し
て
の
労
働
条

件
の
考
え
方
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し

て
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 
紀
陸
　
雇
用
の
源
は
付
加
価
値
で
あ
り
、

こ
れ
は
人
件
費
と
利
益
の
源
で
も
あ
る
。
労

使
で
こ
れ
か
ら
話
し
合
っ
て
い
く
べ
き
こ
と

は
、
競
争
が
非
常
に
厳
し
く
な
る
中
、
付
加

価
値
を
ど
う
や
っ
て
あ
げ
る
か
。
次
に
そ
の

適
切
配
分
を
ど
う
考
え
る
か
だ
。
そ
の
際
、

企
業
が
生
き
残
れ
る
た
め
の
優
先
順
位
を
労

使
で
徹
底
的
に
話
し
合
う
。
ま
た
、
雇
用
の

多
様
化
に
つ
い
て
も
労
使
で
議
論
し
、
会
社

に
最
も
適
し
た
雇
用
形
態
を
、
経
営
環
境
の

変
化
に
応
じ
て
組
み
か
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
雇
用
の
多
様
化
と
い
う
と
、
正

社
員
か
ら
非
典
型
労
働
者
へ
の
置
き
換
え
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
ん

な
単
純
な
発
想
で
は
な
い
。
企
業
と
働
く
人

双
方
の
ニ
ー
ズ
が
う
ま
く
あ
わ
な
い
と
全
体

の
多
様
化
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
春
に
討
議
し
、
そ
の
後
も
時
間
を

か
け
て
詰
め
て
い
く
。
「
春
討
」
の
機
能
は

今
後
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
す
。
労
使
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
維
持
・

強
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

  

紀
陸
　
孝
（
き
り
く
・
た
か
し
） 

 

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
日
本
経
団
連
）

常
務
理
事
。
日
経
連
政
策
調
査
局
賃
金
労
務

管
理
部
賃
金
課
長
、
経
済
調
査
部
経
済
課
長
、

政
策
調
査
局
経
済
調
査
部
長
等
を
経
て
、
二

〇
〇
二
年
五
月
の
日
本
経
団
連
発
足
と
と
も

に
現
職
。 

  

團
野
久
茂
（
だ
ん
の
・
ひ
さ
し
げ
） 

　
全
日
本
金
属
産
業
労
働
組
合
協
議
会
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）
事
務
局
長
。
金
属
労
協
事
務

局
次
長
、
事
務
局
長
代
行
等
を
経
て
二
〇
〇

二
年
九
月
よ
り
現
職
。 

  

江
上
寿
美
雄
（
え
が
み
・
す
み
お
） 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
調
査
部
長
兼

副
統
括
研
究
員
。
日
本
労
働
研
究
機
構
『
週

刊
労
働
ニ
ュ
ー
ス
』
編
集
長
、
労
使
関
係
・

労
働
法
制
担
当
副
統
括
研
究
員
を
経
て
二
〇

〇
三
年
一
〇
月
よ
り
現
職
。 
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日
産
５
年
連
続
ベ
ア
回
答
／
 

賞
与
ホ
ン
ダ
六
・
五
五
カ
月
、 

ト
ヨ
タ
２
３
５
万
円
 

出
産
時
休
暇
の
延
長
も
 

電
機
大
手
メ
ー
カ
ー
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ボ
ー
ナ
ス
増
額
相
次
ぐ 

 

金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）
加
盟
組
合
を
は
じ
め
、
大
手
組
合
に

対
す
る
〇
四
春
闘
の
集
中
回
答
日
と
な
っ
た
三
月
一
七
日
。
大
半
の

労
組
が
ベ
ア
要
求
を
見
送
っ
た
た
め
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
が
大
勢
を

占
め
た
。
一
方
、
企
業
業
績
の
回
復
は
、
一
時
金
の
増
額
に
反
映
さ

れ
た
。
連
合
の
笹
森
清
会
長
は
同
日
の
記
者
会
見
で
、
「
ベ
ア
論
外
、
賃
下
げ
も
あ
り

得
る
と
し
た
経
営
側
の
姿
勢
を
完
全
に
阻
止
で
き
た
」
と
述
べ
、
交
渉
の
滑
り
出
し
を

高
く
評
価
し
た
。 

 

一
方
、
日
本
経
団
連
の
奥
田
碩
会
長
は
「
業
績
が
好
転
し
た
企
業
は
賞
与
・
一
時
金

で
従
業
員
に
報
い
る
流
れ
が
強
ま
っ
た
」
と
、
賃
上
げ
で
な
く
一
時
金
中
心
と
な
っ
た

今
季
交
渉
を
評
価
す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
表
。
春
闘
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
「
幅
広
い
テ

ー
マ
を
労
使
で
討
議
す
る
『
春
討
』
の
色
彩
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
望
ま
し
い
」
と
し
て

い
る
。 04春闘 

回答速報 

 

一
時
金
は
、
一
〇
組
合
が
決
算
後
に
業
績

に
応
じ
自
動
的
に
水
準
が
確
定
す
る
「
業
績

連
動
方
式
」
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
日
立
、

三
菱
電
機
、
シ
ャ
ー
プ
な
ど
そ
れ
以
外
の
七

組
合
が
経
営
側
と
水
準
交
渉
を
行
っ
た
。
七

組
合
す
べ
て
が
産
別
ミ
ニ
マ
ム
で
あ
る
四
カ

月
を
ク
リ
ア
。
日
立
、
三
菱
の
両
労
組
は
、

昨
年
獲
得
実
績
を
大
き
く
上
回
る
水
準
で
妥

結
す
る
な
ど
、
増
額
回
答
が
相
次
い
だ
。
シ

ャ
ー
プ
は
、
業
績
好
調
を
理
由
に
組
合
側
が

ね
ば
り
強
く
上
積
み
を
求
め
た
結
果
、
回
答

日
の
夜
ま
で
交
渉
が
も
つ
れ
た
。 

 

今
年
が
労
働
協
約
の
改
定
年
に
あ
た
る
た

め
、
統
一
し
て
協
約
改
定
事
項
に
掲
げ
た
三

項
目
＝
①
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が

策
定
を
事
業
主
に
義
務
づ
け
る
「
行
動
計
画
」

に
つ
い
て
労
使
協
議
す
る
場
の
設
置
②
配
偶

者
出
産
時
の
特
別
休
暇
の
五
日
間
へ
の
延
長

（
男
性
対
象
）
③
組
合
員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発

支
援
に
つ
い
て
労
使
協
議
す
る
場
の
設
置
―

―
は
、
出
産
時
休
暇
に
限
っ
て
一
時
難
色
を

示
す
経
営
側
も
あ
っ
た
が
、
結
局
す
べ
て
の

組
合
が
要
求
ど
お
り
回
答
を
引
き
出
し
た
。 

 

電
機
連
合
は
同
日
、
交
渉
結
果
に
対
す
る

見
解
を
発
表
し
、
「
所
期
の
趣
旨
に
沿
う
決

着
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
一
定
の
評
価
が
で

き
る
」
と
総
括
し
た
う
え
で
、
賃
金
だ
け
に

限
ら
な
い
総
合
労
働
条
件
闘
争
を
さ
ら
に
鮮

明
に
す
る
と
同
時
に
「
成
熟
経
済
下
に
お
け

る
新
た
な
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
急

が
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
。
大
福
真
由
美

書
記
長
も
記
者
会
見
の
な
か
で
、
電
機
連
合

が
め
ざ
す
絶
対
水
準
で
の
「
職
種
別
賃
金
要

求
方
式
」
へ
の
移
行
を
急
ぐ
べ
き
だ
と
の
認

識
を
示
し
た
。 

 

今
期
の
電
機
産
業
は
い
わ
ゆ
る
「
デ
ジ
タ

ル
家
電
」
や
携
帯
電
話
が
好
調
で
、
各
社
の

業
績
も
お
お
む
ね
回
復
。
し
か
し
組
合
側
は
、 

水
準
は
け
っ
し
て
低
く
な
い
な
ど
と
主
張
。

水
準
議
論
の
段
階
で
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
一
時
金
で
は
満
額
を
獲
得
し
た
。 

 

組
合
側
が
ベ
ア
要
求
を
見
送
っ
た
ト
ヨ
タ

は
、
一
時
金
で
満
額
を
獲
得
。
張
富
士
夫
社

長
が
三
月
一
〇
日
の
交
渉
で
す
で
に
「
賃
金
・

賞
与
の
今
後
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ

ん
の
成
果
や
頑
張
り
を
十
分
考
慮
し
、
更
な

る
意
欲
・
活
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
判

断
し
た
い
」
と
述
べ
、
賃
金
・
一
時
金
と
も

満
額
で
回
答
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

ト
ヨ
タ
同
様
、
ベ
ア
を
要
求
し
な
か
っ
た
本

田
技
研
も
、
一
時
金
で
経
営
側
が
「
検
討
は

極
め
て
難
し
か
っ
た
が
、
業
績
を
支
え
て
く

れ
た
職
場
の
協
力
・
努
力
に
過
去
最
高
月
数

で
応
え
た
い
」
と
し
て
、
満
額
に
は
届
か
な

か
っ
た
が
過
去
最
高
水
準
の
六
・
五
五
カ
月

を
回
答
し
た
。 

　
一
時
金
で
は
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
一
一

組
合
の
う
ち
八
組
合
が
満
額
を
獲
得
。
自
動

車
総
連
の
萩
原
克
彦
事
務
局
長
は
「
顕
著
な

成
果
だ
」
と
評
価
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 

    
　
こ
こ
二
年
間
は
、
時
限
的
な
賃
金
カ
ッ
ト

や
賃
金
制
度
の
見
直
し
を
経
営
側
が
逆
提
案

す
る
な
ど
、
波
乱
が
み
ら
れ
た
大
手
電
機
メ

ー
カ
ー
の
賃
上
げ
交
渉
。
今
年
は
企
業
業
績

の
回
復
と
組
合
側
が
ベ
ア
要
求
を
見
送
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
目
立
っ
た
波
乱
も
な
く
決
着

し
た
。
松
下
電
器
産
業
、
日
立
製
作
所
な
ど

電
機
連
合
に
加
盟
す
る
大
手
一
七
組
合
す
べ

て
が
「
現
行
賃
金
水
準
（
賃
金
体
系
）
を
維

持
す
る
」
と
の
回
答
を
経
営
側
か
ら
引
き
出

し
た
。 

ベ
ア
の
感
触
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、
追

い
詰
め
ら
れ
た
高
倉
明
委
員
長
は
回
答
日
朝
、

直
接
ゴ
ー
ン
社
長
と
話
し
合
う
た
め
ト
ッ
プ

交
渉
を
申
し
入
れ
た
。 

 

ベ
ア
の
意
思
表
示
が
示
さ
れ
た
の
は
こ
の

ト
ッ
プ
交
渉
の
な
か
。
〇
四
年
度
が
三
カ
年

の
経
営
計
画
「
日
産
１
８
０
」
の
最
終
年
度

に
当
た
り
、
〇
五
年
度
か
ら
は
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ゴ
ー
ン

社
長
は
、
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
す
る
と
の
位
置
づ
け
で
ベ
ア
要
求
に
応
え

る
と
表
明
。
満
額
回
答
の
確
約
を
と
り
つ
け
、

組
合
側
は
午
前
八
時
三
〇
分
、
よ
う
や
く
回

答
書
を
正
式
に
受
け
取
る
た
め
の
団
交
に
臨

ん
だ
。
一
時
金
も
六
・
〇
カ
月
の
満
額
回
答

と
な
っ
た
。 

 

一
方
、
「
賃
金
水
準
向
上
分
」
と
の
位
置

づ
け
で
組
合
側
が
ベ
ア
一
〇
〇
〇
円
を
要
求

し
た
ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
、
ベ
ア
ゼ
ロ
を
貫
い

た
。
米
国
・
ア
ジ
ア
向
け
の
オ
ー
ト
バ
イ
輸

出
も
好
調
な
こ
と
か
ら
、
組
合
側
は
賃
金
水

準
の
是
正
を
狙
っ
て
ベ
ア
要
求
に
踏
み
切
っ

た
が
、
経
営
側
は
、
全
産
業
で
み
れ
ば
賃
金 

　
組
合
側
が
ベ
ア
一
〇
〇
〇
円
を
含
む
賃
上

げ
七
〇
〇
〇
円
（
組
合
員
平
均
）
を
要
求
し

て
い
た
日
産
自
動
車
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー

ン
社
長
が
最
終
局
面
で
満
額
回
答
を
決
断
し

た
。
日
産
の
ベ
ア
は
五
年
連
続
で
、
ベ
ア
一

〇
〇
〇
円
は
こ
れ
で
三
年
連
続
。
昨
年
は
ゴ

ー
ン
社
長
が
二
月
二
六
日
の
第
二
回
労
使
交

渉
で
早
々
と
、
「
未
来
へ
の
投
資
」
と
の
位

置
づ
け
で
ベ
ア
の
意
思
表
示
を
し
た
が
、
今

年
の
交
渉
は
一
七
日
の
回
答
日
朝
ま
で
も
つ

れ
た
。 

　
今
年
は
、
日
産
の
経
営
側
も
ベ
ア
に
対
し
、

消
極
的
な
姿
勢
を
と
り
続
け
た
。
デ
フ
レ
下

で
社
会
全
体
が
ベ
ア
に
取
り
組
ま
な
い
な
か
、

日
産
だ
け
突
出
す
る
こ
と
の
社
会
的
な
影
響

を
強
く
意
識
し
た
た
め
と
み
ら
れ
て
い
る
。

組
合
側
は
回
答
日
前
日
、
渡
辺
邦
幸
常
務
ら

と
交
渉
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
も
ま
っ
た
く 
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（注）１．業績連動方式は、決算後に水準が確定する。鉄鋼の数字は組合試算 
　　　２．富士電機グループはグループ６労組の加重平均 
　　　３．日本コロムビアは０３年は統一闘争を離脱 
 

大手各社の年間一時金回答 業
績
の
二
極
分
化
な
ど
を
理
由
に
三
年
連
続

で
ベ
ア
要
求
を
見
送
り
、
賃
金
体
系
維
持
と

い
う
「
節
度
あ
る
要
求
」（
電
機
連
合
・
古
賀

委
員
長
）
に
と
ど
め
、
業
績
回
復
の
成
果
反

映
は
一
時
金
に
求
め
た
。 

 

だ
が
経
営
側
は
、
国
際
競
争
力
の
観
点
か

ら
総
額
人
件
費
の
適
正
化
を
今
回
も
強
く
主

張
。
業
績
回
復
に
つ
い
て
も
、
Ｖ
字
回
復
と

は
い
え
「
底
か
ら
上
が
っ
た
だ
け
で
ま
だ
不

十
分
」（
原
巌
・
日
立
製
作
所
人
材
部
門
長
）

と
の
認
識
を
示
し
、
現
行
の
賃
金
水
準
を
維

持
す
る
こ
と
も
容
易
で
な
い
と
の
主
張
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 

    

　
鉄
鋼
の
〇
四
〜
〇
五
春
闘
は
一
七
日
朝
、

大
手
五
社
が
統
一
要
求
し
て
い
る
「
中
期
賃

金
改
善
」
に
つ
い
て
、
日
新
製
鋼
を
除
く
四

社
が
「
基
本
賃
金
を
含
め
た
労
働
条
件
全
般

の
あ
り
方
に
つ
い
て
労
使
で
議
論
す
る
場
を

設
け
る
」
な
ど
と
す
る
日
本
語
回
答
を
示
し
、

妥
結
。
日
新
製
鋼
も
同
日
午
後
、
同
内
容
で

決
着
し
た
。
鉄
鋼
労
使
は
今
後
、
組
合
側
の

課
題
の
総
点
検
作
業
が
終
わ
る
六
月
頃
を
目

途
に
各
社
ご
と
に
労
使
協
議
の
場
を
設
置
。

約
一
年
か
け
て
、
複
数
年
交
渉
の
次
ラ
ウ
ン

ド
に
向
け
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。 

 

今
回
の
要
求
に
対
す
る
鉄
鋼
大
手
労
組
の

思
惑
は
、
当
初
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
鉄

鋼
産
業
は
、
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
や
国
内
製
造

業
向
け
の
鋼
材
需
要
回
復
で
業
績
が
全
体
的

に
改
善
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
新
日
鉄
と

Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
一
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
る
フ
ロ
ー

収
益
を
記
録
。
業
績
回
復
を
背
景
に
基
本
賃

金
の
改
善
を
図
り
た
い
考
え
だ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
住
友
金
属
は
、
「
収
益
分
に
つ
い
て

は
、
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
た
一
時
金
の
回
復

に
充
て
た
い
」
と
の
思
い
が
強
く
、
神
戸
製

鋼
は
一
時
金
に
業
績
連
動
型
決
定
方
式
を
入

れ
た
ば
か
り
で
ベ
ア
ま
で
考
え
る
余
裕
が
な

い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
各
社
は
デ
フ

レ
下
に
お
け
る
価
格
競
争
の
影
響
も
あ
り
、

一
兆
〜
二
兆
円
の
有
利
子
負
債
を
抱
え
、
財

務
基
盤
は
今
な
お
痛
ん
だ
ま
ま
。
企
業
体
力

の
回
復
が
急
務
で
あ
る
と
の
各
社
共
通
の
課

題
も
抱
え
て
い
た
。 

 

基
幹
労
連
・
鉄
鋼
部
門
は
こ
う
し
た
現
状

を
踏
ま
え
、
総
合
大
手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
違

い
を
埋
め
る
に
は
、
〇
四
〜
〇
五
年
度
の
ベ

組合名 

（自動車） 

トヨタ 

日産 

本田技研 

三菱自工 

マツダ 

富士重工 

ダイハツ 

いすゞ 

スズキ 

日野 

ヤマハ発動機 

（電　機） 

松下電器 

日立 

富士通 

東芝 

ＮＥＣ 

三菱電機 

三洋電機 

シャープ 

松下電工 

富士電機グループ 

パイオニア 

沖電気 

安川電機 

明電舎 

富士通ゼネラル 

日本コロムビア 

岩通 

（鉄　鋼） 

新日鉄 

ＪＦＥスチール 

 

住友金属 

神戸製鋼 

日新製鋼 

（造船重機） 

三菱重工 

川崎重工 

石播重工 

住友重機 

三井造船 

新キャタ三菱 

 

５カ月＋53万円（235万円） 

209万6,000円（6.0カ月） 

５カ月＋1.55カ月 

３カ月（90万9,000円） 

176万9,000円（5.3カ月） 

５カ月＋５万円 

5.5カ月 

３カ月 

5.6カ月 

５カ月（135万600円）＋10万円 

5.7カ月 

 

業績連動方式 

4.65カ月（139万1,746円） 

業績連動方式 

業績連動方式 

業績連動方式 

4.45カ月（127万9,000円） 

業績連動方式 

5.17カ月 

業績連動方式 

4.24カ月（124万7,261円） 

業績連動方式 

業績連動方式 

業績連動方式 

３カ月＋α（１カ月）（116万6,060円） 

業績連動方式 

３カ月（94万6,672円）＋α 

４カ月＋３万円（122万2,880円） 

 

業績連動方式（146万円＋α） 

業績連動方式（167万円） 

 

150万円 

業績連動方式（113万円） 

業績連動方式（138万円） 

 

3.5カ月＋47万円 

3.5カ月＋20万円＋２万円（推進協力金） 

3.5カ月＋14万円 

3.5カ月＋40万円 

3.5カ月＋20万円＋３万円（特別協力金） 

3.5カ月＋50万円 

 

５カ月＋55万円（237万円） 

201万8,000円（5.8カ月） 

6.4カ月（237万5,000円） 

４カ月（121万8,000円） 

166万6,000円（5.0カ月） 

５カ月＋５万円 

5.2カ月＋2.8万円 

2.8カ月 

5.6カ月 

4.5カ月（120万9,600円） 

5.7カ月 

 

業績連動方式（4.02カ月相当） 

4.3カ月（122万9,370円） 

業績連動方式（4.25カ月） 

業績連動方式（4.44カ月） 

4.1カ月（126万6,900円） 

４カ月（109万8,000円） 

業績連動方式（4.55カ月相当） 

５カ月（155万2,466円） 

業績連動方式（4.66カ月相当） 

4.2カ月（121万3,900円） 

業績連動方式（4.97カ月） 

業績連動方式（４カ月相当） 

3.7カ月＋α（0.3カ月）（114万5,054円＋９万2,842円） 

３カ月＋α（1.0カ月）（114万4,780円） 

業績連動方式（4.25カ月） 

－ 

４カ月（116万4,096円） 

 

業績連動方式（134万円） 

旧ＮＫＫ＝130万円 

旧川崎製鉄＝業績連動方式（142万円） 

110万円 

85万円 

100万円 

 

3.5カ月＋50.5万円（約163万円） 

3.5カ月＋28万円＋２万円（生産協力金）（約145万円） 

3.5カ月＋20万円（約135万円） 

3.5カ月＋７万円（約112万円） 

3.5カ月＋27万円（約138万円） 

3.5カ月＋42万円（約157万円） 

 

2004年回答 2003年回答 
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ア
の
統
一
要
求
は
困
難
だ
と
判
断
。
あ
え
て

組
合
側
か
ら
起
点
を
〇
六
年
度
に
据
え
、
今

後
二
年
間
を
体
質
改
善
の
た
め
の
猶
予
期
間

と
し
た
。
そ
の
う
え
で
要
求
に
あ
た
っ
て
は
、

「
基
本
賃
金
に
つ
い
て
、
二
〇
一
〇
年
を
目

途
に
、
新
た
な
財
源
投
入
に
よ
っ
て
製
造
業

平
均
ま
で
回
復
さ
せ
る
道
筋
を
明
ら
か
に
さ

せ
る
」
と
主
張
。
個
人
の
能
力
や
成
果
の
処

遇
へ
の
配
分
を
強
め
る
こ
と
な
ど
も
含
め
「
新

た
な
観
点
に
立
っ
て
中
期
的
に
労
使
協
議
す

る
」
と
の
主
張
を
統
一
要
求
と
し
て
経
営
側

に
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

こ
う
し
て
企
業
体
力
・
収
益
に
明
確
な
差

が
あ
る
各
社
の
足
並
み
を
半
ば
強
引
に
揃
え

た
以
上
、
基
本
賃
金
の
改
善
に
こ
だ
わ
り
、

製
造
業
平
均
ま
で
回
復
さ
せ
る
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
引
き
出
す
こ
と
が
至
上
命
題
に
な
っ

て
い
た
。 

 

し
か
し
、
基
本
賃
金
の
改
善
は
固
定
費
の

増
加
に
つ
な
が
り
、
財
務
体
質
の
回
復
を
取

り
組
む
上
で
重
荷
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
で
な
く
て
も
、
中
国
の
急
成
長
に
伴
い
、

原
材
料
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
な
か
、
生
産

性
の
向
上
が
、
経
営
基
盤
の
安
定
化
に
直
結

す
る
と
判
断
し
に
く
い
事
情
も
あ
る
。
固
定

費
増
に
神
経
を
と
が
ら
せ
る
経
営
側
は
「
業

績
・
収
益
の
反
映
は
一
時
金
で
」
と
の
主
張

か
ら
一
歩
も
譲
ら
ず
、
交
渉
は
終
盤
ま
で
暗

礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
。 

 

経
営
側
の
厳
し
い
姿
勢
に
業
を
煮
や
し
た

労
組
側
は
、
三
月
六
日
の
中
央
総
決
起
集
会

直
後
か
ら
、
山
場
に
向
け
た
対
応
策
の
協
議

を
開
始
。
事
態
を
打
開
す
べ
く
、
①
優
位
性

回
復
に
向
け
た
経
営
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

②
労
使
協
議
の
場
の
設
置
③
基
本
賃
金
を
含

め
た
労
働
条
件
の
協
議
④
基
本
賃
金
に
対
す

る
こ
と
も
含
め
た
新
た
な
財
源
の
投
入
―
―

の
日
本
語
回
答
に
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
四
つ

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
認
。
「
新
た
な
財
源
の
投

入
」
と
の
文
言
を
入
れ
る
こ
と
で
、
将
来
の

ベ
ア
を
示
唆
す
る
こ
と
に
し
て
、
九
日
以
降

の
交
渉
で
そ
の
実
現
を
迫
っ
た
。 

 

そ
の
結
果
、
表
現
の
ば
ら
つ
き
や
回
答
本

文
へ
の
補
足
事
項
に
な
っ
た
部
分
が
あ
る
も

の
の
、
経
営
側
は
各
社
と
も
概
ね
、
四
つ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
組
み
込
ん
だ
回
答
を
提
示
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
組
合
側
が
四
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
「
二
〇
一
〇
年
を
目
途
に
製
造

業
平
均
ま
で
回
復
さ
せ
る
」
と
の
文
言
を
外

し
た
こ
と
も
、
経
営
側
の
態
度
を
軟
化
さ
せ

る
一
因
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
基
幹
労
連
の
宮
園
哲
郎
委
員
長
は
Ｊ
Ｃ
共

同
会
見
後
の
記
者
レ
ク
で
、
「
必
要
が
あ
れ

ば
基
本
賃
金
に
も
新
た
な
財
源
を
投
入
す
る

と
い
う
今
回
の
回
答
は
、
世
間
一
般
で
み
ら

れ
る
ベ
ア
否
定
論
の
立
場
を
と
ら
ず
、
基
本

賃
金
を
含
め
今
後
の
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
て
、
国
際
競
争
力
の
強
化
と
労
働
条
件
改

善
を
一
体
の
も
の
と
す
る
労
使
が
共
通
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
た
も
の
だ
」
と
述
べ
、
一
定

の
評
価
を
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
〇
六
年
以

降
の
具
体
的
な
要
求
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の

都
度
、
産
業
・
企
業
の
お
か
れ
た
環
境
な
ど

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
判
断
す
る
」
と
し

て
、
ベ
ア
要
求
す
る
か
ど
う
か
の
明
言
は
避

け
た
。
次
ラ
ウ
ン
ド
は
、
労
使
協
議
の
結
果

が
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
る
。
鉄
鋼
部
門
が

試
算
し
た
製
造
業
平
均
と
の
一
万
円
の
格
差

解
消
の
実
現
に
向
け
て
、
産
別
の
手
腕
が
問

わ
れ
そ
う
だ
。 

 

一
方
、
年
間
一
時
金
交
渉
は
、
大
手
で
唯

一
、
業
績
連
動
方
式
を
導
入
し
て
い
な
い
住

友
金
属
だ
け
が
実
施
。
一
五
〇
万
円
の
満
額

回
答
で
決
着
し
た
。
他
四
社
は
業
績
連
動
方

式
を
採
用
し
て
お
り
、
新
日
鉄
が
「
一
四
六

万
円
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
（
一
部
反
映
さ
れ

る
来
年
度
収
益
を
今
年
度
並
み
と
見
通
し
た

場
合
、
一
五
四
万
円
程
度
に
な
る
）
と
し
た

の
を
は
じ
め
、
大
手
全
社
で
前
年
実
績
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
「
業
績
改
善
分
は
一
時
金

に
反
映
さ
せ
る
」
と
の
経
営
側
の
姿
勢
が
色

濃
く
で
た
格
好
だ
。
定
期
昇
給
に
つ
い
て
も
、

〇
四
、
〇
五
年
度
と
も
実
施
す
る
と
回
答
。

〇
四
年
度
は
三
七
〇
〇
円
を
維
持
す
る
。 

 

六
〇
歳
以
降
の
就
労
確
保
に
関
し
て
は
、

新
日
鉄
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
が
現
行
六
二
歳
の
上
限
を
、

年
金
支
給
開
始
年
齢
に
連
動
し
て
、
さ
ら
に

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
基
本
に
労
使

協
議
に
入
る
方
針
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
制
度
の
改
正
に
伴
う
措
置
と
し
て
、

対
象
者
の
月
齢
賃
金
を
一
万
円
増
額
す
る
。

他
三
社
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
労
使
で
実
施

に
向
け
た
協
議
を
行
う
予
定
。
「
〇
七
年
度

に
は
六
三
歳
ま
で
延
長
す
る
対
応
策
を
打
ち

出
す
こ
と
に
な
り
、
実
害
は
生
じ
な
い
」（
石

塚
拓
郎
事
務
局
次
長
）
見
通
し
だ
。 

 

な
お
、
六
〇
歳
以
降
の
就
労
に
つ
い
て
は

、

基
幹
労
連
全
体
と
し
て
「
希
望
者
全
員
の
雇

用
を
六
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
」
統
一
要
求

を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
実
は
①
事
業
所
に
よ

っ
て
本
人
の
希
望
や
会
社
の
ニ
ー
ズ
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
②
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
の
生
産

現
場
で
六
五
歳
ま
で
の
フ
ル
勤
務
が
難
し
い

―
―
等
の
課
題
が
あ
り
、
実
態
を
見
す
え
な

が
ら
、
労
使
で
制
度
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 

    

　
基
幹
労
連
の
造
船
重
機
部
門
の
焦
点
は
、

統
一
要
求
の
年
間
一
時
金
「
五
〇
万
円
プ
ラ

ス
三
・
五
カ
月
」
（
三
菱
重
工
は
「
五
六
万

円
プ
ラ
ス
三
・
五
カ
月
」
）
と
、
六
〇
歳
以

降
の
就
労
確
保
だ
っ
た
。
造
船
重
機
業
界
は
、

円
高
や
国
際
競
争
に
伴
う
鋼
材
価
格
の
高
騰

な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
多
く
、
三
菱
重
工

や
石
川
島
播
磨
な
ど
総
合
六
社
中
四
社
で
前

年
実
績
を
下
回
っ
た
。
一
方
、
固
定
費
削
減

や
事
業
再
編
な
ど
で
業
績
の
堅
調
な
住
友
重

機
械
や
、
中
国
向
け
輸
出
が
好
調
な
新
キ
ャ

タ
ピ
ラ
ー
三
菱
は
増
額
回
答
。
減
額
四
社
も

下
げ
幅
は
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。 

 

た
だ
し
、
三
月
期
連
結
決
算
の
業
績
見
通

し
を
下
方
修
正
し
た
石
川
島
播
磨
は
落
ち
込

み
が
目
立
っ
た
。
一
時
金
は
「
一
四
万
円
プ

ラ
ス
三
・
五
カ
月
」
と
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
六

万
円
で
収
ま
っ
た
が
、
集
中
回
答
直
前
の
一

五
日
に
は
、
経
営
側
か
ら
約
六
七
〇
〇
人
い

る
一
般
従
業
員
の
年
収
を
四
月
か
ら
二
年
間
、

最
大
一
〇
％
削
減
す
る
賃
金
カ
ッ
ト
が
提
案

さ
れ
た
。
一
時
金
の
前
年
実
績
割
れ
は
組
合

員
に
と
っ
て
ダ
ブ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
な
っ
た
格

好
だ
。
同
社
は
既
に
課
長
以
上
の
管
理
職
の

年
収
を
五
〜
八
％
削
減
し
て
い
る
が
、
一
般

従
業
員
を
対
象
と
す
る
賃
金
カ
ッ
ト
の
提
案

は
初
め
て
の
こ
と
。
カ
ッ
ト
率
は
、
今
後
労

使
協
議
で
決
め
る
こ
と
に
な
る
。 

 

六
五
歳
ま
で
の
就
労
継
続
に
つ
い
て
は
、

全
社
と
も
「
段
階
的
に
六
五
歳
ま
で
雇
用
延

長
す
る
」
と
の
鉄
鋼
部
門
よ
り
一
歩
進
ん
だ

表
現
で
決
着
。
再
雇
用
か
定
年
延
長
か
は
各

社
の
個
別
協
議
に
委
ね
る
。
川
崎
重
工
は
既

に
六
三
歳
ま
で
の
定
年
延
長
を
協
議
中
だ
。

な
お
、
定
昇
（
六
〇
〇
〇
円
）
は
鉄
鋼
部
門

同
様
、
制
度
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 



 春闘はドイツの春闘と似て非なるもの
であった。単位組合が企業をベースとす
る日本では、バラバラな団交の合計にす
ぎなかった労使関係が、産別護送船団方
式を採用することで全国的な「労働者の
連帯」という成果を勝ち得た。大手企業
使用者はこの護送船団に対して緩やかな
がらも連盟を作り、一種の産別交渉が存
在するかのような幻想を与える効果もあ
った。 
 しかし石油危機以降の経営環境の悪化
と生産合理化は、企業ベース組合を殻に
閉じこもらせ、労働者の連帯も理念に過
ぎなくなり、加えて集団交渉が労組法上

組合の持つ権限でないと否認（旭ダイヤ
モンド事件）され、あまつさえ上部団体
による交渉が逆締め付け条項の浸透によ
り意義を失った結果、現在の労組法の下
で使用者に産別交渉を強制する手段が全
く失われた。 
 今年のトヨタ労組の動きは象徴的であ
った。空前の営業利益を前に昨年の要求
にも届かず、護送船団が解体していたこ
とを改めて確認させられた。護送船団方
式の瓦解と雇用構造の多様化には幾分因
果関係がある。守りに入った労組は傘下
の組合員の雇用保障に手が一杯で、それ
とバーター的に導入される「質の悪い仕

事」（パートタイマー、期間工、派遣・
業務請負、分社化等のアウトソーシング）
に関与することが許される状況になかっ
た。丸裸になった中小労組は懸命にこの
状況打開を図ろうとしているが、経営の
悪化は要求すら許さず、多くが非専従の
組合幹部は仕事と組合活動の中で消耗し
ている。 
 組合が使用者と「ちゃんとした」交渉
ができないのは、経済・経営が悪いため
ではなく、春闘が持っていたかっての交
渉組織が名目化したためである。春闘か
春討か、といった状況ですら今やない。
雇用の多様化と組合の内向き傾向の増加
は、春闘を連帯なき結果の合計だけでな
く、中小組合の交渉力を質的、量的に低
下させた。従って新たな交渉方式の再構
築が必要である。この再構築は、率直に
言えば、組合の傘を外された大量の労働
者を産別組合に組織すること、さらに大
手企業ベース組合が産別に吸収されるこ
と、すなわち労働組合組織の真の意味で
の再編が必要である。「労働者の連帯」
の意味を再確認することから始めなけれ
ばならない。 

 これまでの春闘は定期昇給の春に企業

別組合が足並みをそろえて、賃金ベース

を何％か上げるという運動だった。この

ような春闘が行き詰まっていることは確

かだとしても、賃金問題がなくなったわ

けではない。むしろ賃金は、多くの働く

者たちにとって、いっそう切実な社会問

題になってきている。 

　賃金を考える場合、賃金の決定基準、

賃金の上がり方、賃金の水準、この三つ

をはっきり区別して検討しなければなら

ない。春闘は、年功を決定基準にして、

企業内での水準のアップと上がり方を問

題にしてきた。いま春闘が困難に陥って

いるときに、何を基準に賃金は決定され

るべきなのか、このことを改めて考えな

ければならない時期にきたと思われる。 

　賃金をめぐる環境は、経済成長と労働

力不足を基調にしてきた時代から高失業

時代へと様変わりした。そのなかで、単

身者賃金から世帯主賃金へと上昇する年

功賃金は、下限の単身者賃金で相場が形

成されるという役割を果たしている。流

動的な労働市場のなかでは同じ仕事がで

きれば年齢は勘案されない。賃金下落の

歯止めは何を基準になされるべきなのか。

また、パートタイマーと正社員との均等

待遇の基準は何によって測られるべきな

のか。連合評価委員会の報告（2003年）

が示した同一価値労働同一賃金原則にも

とづく「職務型・職種型賃金への移行」

という「公正な賃金論」は積極的に議論

されなければならない。 

　今年の春闘のおり、ある地域組織に呼

ばれて行った。その時、渡された春闘パ

ンフには『いま地域から新たな生活賃金

運動を』という題名がつけられ、副題は

「働く誰もが生活できる賃金をめざして」

とあった。新しい社会的賃金運動の芽が

生まれてきていると感じた。 

有識者8人に聞く「春闘のあり方と機能」 
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尾崎正利（三重短期大学法経科教授） 

労組再編と労働者の連帯 
から交渉方式の再構築を 

木下武男（昭和女子大学人間社会学部教授） 

春闘から 
社会的賃金運動へ 



 「賃上げ」ということでははかばかし

い成果をあげていないにしても、春闘は、

充分に役に立っている。ボーナスにして

も定期昇給制度の維持にしても、一応は

公衆の面前で交渉が行われることにより、

賃金のもつ社会的な基準が見えるからで

ある。もし春闘がなければ、企業別組合

はますます自らの労働条件を隠し、社会

性を失うであろうことは目に見えている

といえよう。 

　諸外国の勤労者との比較はもとより、

我が国の中でも中小企業を中心とする未

組織労働者と較べると、大企業や公務員

を中心とする組織労働者の賃金はすでに

十分高いので、賃上げなど無理なのは当

然のことである。 

　春闘の役割あるいは機能を、ベースア

ップの獲得と相場形成、そしてその波及

といった観点から見るならば、春闘はあ

きらかに衰退している。かつては政府が

農家から買い上げる米価の決定にまで影

響を及ぼしたのだから、昔を基準にして

考えるならば、目を覆わんばかりの事態

といえるかもしれないが、過去を懐かし

むことに積極的な意味はないと思うのだ。 

　労組というのは女性の水着のようなも

のである。女性の水着が全身を覆うワン

ピースのような時代から、最低限の部分

しか隠さないビキニになったからといっ

て、水着としての役割を失ったわけでは

ないのと同じように、労組が労働者の生

活から政治まであらゆる場面で顔を出し

ていたのに、いまはもう「労組がある」

というだけの、ほんのわずかな存在にな

ったからといって、「ない」よりはずっ

とましなのである。 

　春闘もまた同様だ。春闘がなければ日

本の労組は存在証明を失うだろう。春闘

は日本の労組が形成した例外的な「公共

財」ともいえるのだ。 

　もちろん通年交渉や隔年交渉へと転換

する産別や労組もあろう。しかしそれら

の動きも他の組合による春闘があるから

成り立つのである。 

 賃金交渉の分権化は、グローバル化す

る経済の中で、世界的な潮流である。日

本における、春闘の変容もこの大きな流

れの一環でもあろう。成果主義賃金の導

入、一時金での成果配分などは、春闘の

統一的な賃金交渉をますます揺さぶる。

勝ち組と負け組がはっきりする中で、横

並び賃上げや世間相場が存続し得なくな

るのはある意味では必然であろう。昨年

は、日産が大勢に抗して従業員のやる気

に報いるべく、賃金カーブ、ベアとも満

額回答をし、トヨタが好業績にもかかわ

らずベアを断念した労組に対して、一時

金を満額認めた。勝ち組企業は、厳しい

競争状況にかかわらず、あるいはそうで

あるが故に、従業員のモティベーション

を高めるためにそれなりに意を払ってい

る。しかし、この結果、春闘による賃上

げ交渉の統一はますます乱れる。企業が

合理的に自己利益の最大化を考えるとす

れば、このような行動は当然ともいえる。 

　しかし、経営者側が企業利益を第一に、

日本経済全体への関心を失うことに危惧

を感じる。たとえば、昨年12月の日本

経団連経労委報告は、「ベースダウンも

視野に」と主張した。デフレが進む中で

の不況、雇用不安を考えれば名目賃金の

下方硬直性が一国経済に生み出す問題に

対し、労使が真摯に対応を検討する価値

はあろう。もちろん、名目賃金の引き下

げは、組合にとって劇薬であるが、実質

賃金ベースと雇用面での損得を計算する

ならば、検討されてしかるべき論点であ

る。 

　しかし、労組の猛烈な反発にもあった

ためか、経営者側からの二の矢は無いよ

うに見える。第１次石油危機後の75春

闘における労使の真剣な問題解決努力と

顕著な対照をなしている。さらに、分立

的な年金制度の統合問題など、一国経済

全体の観点から労使が交渉検討すべきも

のも多い。賃金交渉の分権化が進行する

中、全国レベルで労使が真剣に討論する

フォーラムをどのように維持すべきか。

「春闘」にかわる「春討」というキャッ

チフレーズだけで解決できる問題ではな

いように思われる。 
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久米郁男（神戸大学大学院法学研究科教授） 

日本経済全体の視点を 
――企業利益第一に危惧 

中沢孝夫（姫路工業大学環境人間学部教授） 

「公共財」としての春闘を 
失うべきではない 



 賃金、労働時間などの労働条件や人事

処遇制度についての新しい相場をつくり、

それを普及させる。これが春闘であろう。

個別の企業をとってみれば何も新しい相

場づくりに関わる必要性もないから、労

働組合としては実現のためには仲間とと

もに働きかけねばならない。頻繁に情報

交換をしながら、時には圧力をかけて目

標に向かう。個別企業にとってみても、

ライバル企業が組合の要求をのむならば

しかたがないと相場づくりに協力する。

もちろん、何についての相場をつくるの

か、どこまでを世間とするのかは時代と

ともに変わってきた。だが、この仕組み

はそう簡単には崩れそうもないと思う。 

　相場をつくる対象は賃金一本から徐々

に広がってきている。賃金がさほど上が

らなくなった結果なのか、戦略として対

象を広げてきた結果なのかはわからない。

他方、世間は徐々に狭くなってきている

ように思える。60年代は日本社会全体

が世間だった。その後、産業が世間にな

り、産業再編成過程である現在ではどこ

までが世間なのかもよくわからなくなっ

てきた。以前は組合のない企業も世間に

入っていた。賃上げ相場は未組織企業に

も広がっていた。だが、今日では、賃上

げも定昇分＋αぐらいで、大きく新聞の

一面をかざることも少なくなったし、イ

ンパクトは弱まった。だから、未組織企

業は世間から少しずつ遠ざかっているよ

うに思う。また賃金以外の相場は、新聞

にものらず、未組織企業には広がりよう

もない。 

　このような状態があと5年も続けば、

労働組合にとってはチャンスがうまれる

かもしれない。組織企業と未組織企業と

の間の格差が水面下で徐々に広がるから

だ。それを利用すれば組織化はいまより

スムーズに進んでいくかもしれない。こ

の厳しい時代に、そうした芽をどこまで

伸ばせるかにかかっていようが。組合の

ある企業にしても、水面下で広がった格

差はどんなものであれコストの違いをう

むから、競争条件の平準化だとして組織

化に反対はしないだろう。 

 20世紀の後半期の大半、日本のマク

ロ賃金水準そして日本のコア労働力の賃

金水準は、春闘によって決定されてきた。

賃金水準が1国の国際競争力を規定し、

また同時にその反映でもあることを考え

ると、今日の日本経済のパーフォーマン

スは春闘のパーフォーマンスそのもので

ある。 

　その意味で、新たなマクロ賃金決定シ

ステムを構想することは、マクロ経済シ

ステムの改編につながり、そのインパク

トは労使関係という狭いドメインを超え

て、大きな歴史的インパクトを日本社会

に対して持つものである。 

 では21世紀の春闘はどうあるべきか 。

21世紀の「賃金」の決定を語るために、

当然に21世紀の「賃金」について共通

定義が必要となる。私は労働とは「人の

能力と労働意欲が仕事に投入され、市場

での競争を通して成果を生む活動」と考

える。ゆえに賃金は、働く人の意欲・能

力・仕事・成果に対して支払うべきであ

る。 

　このように定義される「賃金」は、今

日一般に共有されている日本の「賃金」

定義に「仕事」要因を加えた点で異なる。

このような「仕事」賃金概念を加味する

ことは、年齢や性に基づく処遇差別への

1つの回答でもある。つまり、仕事を基

準に賃金を決めるということは性や年齢

に依拠する賃金決定からの決別であり、

仕事の前に人は平等であるという働く場

における人間の基本的人権の遵守を意味

する。 

 一国の賃金決定のしくみを構想するこ

とは、労使にとって「人間としての幸せ」

とは何かを問うことであり、日本人の「家

族観」「勤労観」や国民と政府との関係

の再定義である。今春闘に求められるの

は、この根源的な問いを個別企業の労使

で構想する場であり、マクロにおいても

政労使を巻き込んだこれからの日本人の

「幸福」の意味を問い、共有化する場と

しての機能である。 
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中田喜文（同志社大学ビジネススクールスクール長・教授） 

「仕事」基準を加味した 
賃金決定システムを 

中村圭介（東京大学社会科学研究所教授） 

未組織企業との間で 
格差是正の契機に 



 日本の賃金決定機構としての春闘のあ

り方が近年変容しつつある。特にベア獲

得をめぐる変容ぶりは著しい。いくつか

挙げてみると、①連合が2002年春闘よ

り賃上げの統一要求の具体的数字を示し

ていないこと、②多数の産別労組がベア

要求を見送り、ベア要求の決定を個別労

組の判断にゆだねていること、③好業績

の企業さえもベアを実施せず、当該企業

の労組もベア要求を見送っていること、

代表的な例がトヨタショックである、④

金属労協（IMF・JC）の大手の春闘相場

形成、中小への波及という従来のメカニ

ズムが崩れ、トヨタなどの回答がむしろ

賃上げ抑制に働いていること、⑤経営側

が去年より「ベアは論外で、経営環境の

変化や経営課題について広範な議論を行

う春討」を主張し続けていることや、労

組側にも春闘を通年的な取り組みを通じ

た総合生活改善と位置づけることから、

労使双方に「脱ベア」の動きが色濃くあ

らわれつつあること、などである。 

　これらの変容ぶりの中で、私のもっと

も気になっているのは、労組のナショナ

ルセンターの賃金決定における役割の低

下である。そして近年分権的賃金決定の

動きが強まっていることである。なぜ、

こうした動きを憂慮するかといえば、個

別企業の競争力や成長を優先した賃金決

定行動が必ずしも日本経済全体に合理的

結果をもたらすとは限らないからである。

日本経済にいま回復の芽が見えつつあり、

本格回復の軌道に乗せるためには、なに

よりも個人消費の上昇が必要である。そ

の個人消費の伸びを裏付けるのが、所得

の伸びである。 

　したがって、今年こそ、日本経済全体

として賃上げが望ましい時期であるとい

える。にもかかわらず、去年上半期より

業績の回復を見せてきている製造業の大

手労組の多くは今年もベア要求を見送っ

た。連合が今年の春闘で中小・地場組合

向けの賃金要求指標を示したことは大い

に評価できるが、その取り組みが大手の

ベアゼロの状況下で成果をあげるかはや

や疑問である。今後の春闘において、連

合により求められるのは、マクロ経済の

運営や方向性を見据えた賃金決定におけ

る調整力と指導力であろう。 

 多くの大企業で業績が上昇しているに

もかかわらず、主要産業の労働組合はベ

ースアップを早々と断念している。実績

に応じて賃金を配分する成果主義的な賃

金の比重が一層たかまり、労使交渉で決

まる賃金の範囲が狭まってきている。こ

こ数年間の春闘は逆説的ではあるが、人

件費の抑制と雇用の維持という点では意

味があったということになるであろうが、

いずれにせよ、賃金交渉の場としての春

闘の役割はほとんどなくなってきている。

ただし、この間もそうであったように、

春闘のテーマはベースアップや定期昇給

だけに限られるわけではない。 

 成果主義的な賃金制度が成功するかど

うかは、会社側が従業員をどれだけ納得

させられるか、どれだけ公正な評価がお

こなわれるか、にかかっているといえる

が、いまのところ聞こえてくるのはどち

らかといえばネガティブな話が多い。無

理やり格差をつければ、チームワークが

失われ、競争力も弱まるかもしれないな

どというものである。はたして、本当に

成果主義は従業員のやる気を引き出し、

企業を活性化させるのだろうか。原点に

戻って議論する必要はないのだろうか。 

 年功賃金のもとで賃金格差が少なく自

動的に昇給しているあいだは、雇用が維

持できていれば従業員にはさしたる不満

もなかったのかもしれないが、成果主義

の下ではそうはいかない。従業員は厳し

い評価にさらされるし、評価しだいで賃

金に格差がつく。従業員の不満やストレ

スを放置しておけば、企業組織に不満が

鬱積し企業の活力が低下しかねない。従

業員個々人の不満を聞きだし解決すると

いう苦情処理的な活動が今ほど求められ

ている時はない。労使交渉で決まる賃金

の範囲がせばまるのはとめられないだろ

うが、この「ピンチ」を逆手にとって「チ

ャンス」に結びつけるという発想はもて

ないものか。望ましい賃金格差や評価シ

ステムはどのようなものなのか。労働組

合は従業員の立場からもっと発言すべき

であるし、制度の運用にともなって出て

くるさまざま不満の解決に力を尽くすべ

きである。労使の幅広い対話の場として

の春闘の意義はまだまだ残っているとい

えるし、いまこそ労働組合の出番である。 
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野田知彦（桃山学院大学経済学部助教授） 

成果主義の高まりに、 
労組の新たな役割 

李 日文珍（立教大学社会学部助教授） 

求められる賃金決定での 
調整力と指導力 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 
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組
合
員
数
減
少
の
原
因
と
し
て
、
リ
ス
ト

ラ
な
ど
で
既
存
の
組
合
員
が
大
幅
に
減
っ
た

こ
と
、
お
よ
び
分
社
化
や
合
併
の
流
れ
が
新

規
組
織
率
（
＊
２
）
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と

も
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
（
＊
３
）
。
し
か
し
、

リ
ス
ト
ラ
や
分
社
化
・
合
併
な
ど
外
生
的
な

要
因
だ
け
が
組
織
率
低
下
の
原
因
で
は
な
い
。

無
組
合
企
業
に
お
け
る
未
組
織
労
働
者
の
組

織
化
に
対
す
る
支
持
が
低
い
と
い
う
内
生
的

な
要
因
が
、
組
織
率
低
下
の
主
な
原
因
と
の

指
摘
も
あ
る（
＊
４
） 
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こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
個
人
の
意
思
決
定

の
結
果
と
し
て
組
合
に
加
入
し
な
く
な
っ
て

い
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
者

に
と
っ
て
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
が
な
く
な
っ
た
こ
と
の
現
れ
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
組
合
効

果
の
計
測
を
通
じ
た
検
証
が
研
究
者
の
間
で

な
さ
れ
て
き
た
（
＊
５
）
（
組
合
効
果
の
計
測

に
つ
い
て
は
第
二
節
で
後
述
）。
本
稿
で
は
、

企
業
の
不
況
対
策
の
実
施
に
対
す
る
組
合
効

果
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
組
合
が
雇
用
保
障

機
能
を
果
た
し
、
労
働
者
の
役
に
立
っ
て
き

た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。 
 

以
下
、
第
二
節
で
組
合
効
果
の
計
測
と
は

何
な
の
か
を
説
明
し
た
上
で
、
第
三
節
で
計

測
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
。
そ
の
上

で
、
第
四
節
で
組
合
効
果
の
計
測
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
指
摘
を
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
労
使
関
係
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
い
。 

  

二
．組
合
効
果
の
計
測
と
は 

　 

何
の
こ
と
？ 

 

組
合
効
果
と
は
、
労
働
組
合
が
従
業
員
の

雇
用
や
労
働
条
件
の
維
持
・
改
善
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
組
合
の
あ

る
企
業
と
組
合
の
な
い
企
業
の
労
働
条
件
を

比
べ
て
、
組
合
の
あ
る
企
業
の
労
働
条
件
の

方
が
良
け
れ
ば
、
組
合
効
果
が
あ
る
と
言
え

る
。 

 
組
合
効
果
を
客
観
的
に
知
る
た
め
に
は
、

計
量
的
手
法
を
用
い
て
計
測
す
る
。
計
量
的

手
法
と
は
、
経
済
デ
ー
タ
の
分
析
に
統
計
的
・

数
学
的
方
法
を
応
用
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。 

　
現
実
に
企
業
が
な
ん
ら
か
の
労
働
条
件
を

提
示
す
る
と
き
に
は
、
企
業
業
績
・
規
模
・

業
種
・
従
業
員
の
年
齢
構
成
な
ど
様
々
な
属

性
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
労
働
組
合
の
影

響
を
ど
の
程
度
受
け
て
い
る
の
か
は
、
あ
い

ま
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
計
量
的
手
法
を
用

い
る
と
、
組
合
の
有
無
以
外
で
労
働
条
件
や

従
業
員
の
雇
用
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
る
要
因
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
、
組
合

の
影
響
だ
け
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
労
働
組
合
ダ
ミ
ー

変
数
を
用
い
る
方
法
と
、
組
合
の
あ
る
企
業

と
な
い
企
業
に
グ
ル
ー
プ
化
し
て
組
合
企
業

の
属
性
を
抽
出
す
る
方
法
の
二
種
類
が
主
に

使
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
分
析
で
は
、
前
者

の
労
働
組
合
の
有
無
ダ
ミ
ー
変
数
、
つ
ま
り

組
合
が
あ
る
場
合
を
１
、
な
い
場
合
を
０
で

表
す
二
値
変
数
の
係
数
に
着
目
す
る
こ
と
で

組
合
企
業
の
属
性
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
を

用
い
る
。 

  三
．組
合
は
雇
用
を
守
っ
て
く
れ
る

の
か
？ 

（
＊
６
）　 

三
．一 

組
合
の
雇
用
保
障
機
能
に
つ
い
て
の
先

行
研
究
　 

 

日
本
企
業
の
雇
用
調
整
の
特
徴
は
「
赤
字

調
整
モ
デ
ル
」
に
従
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
池
（
一
九

八
三
）
に
始
ま
る
理
論
で
あ
る
。
小
池
（
一

九
八
三
）
は
セ
メ
ン
ト
産
業
七
社
の
事
例
な

ど
か
ら
、
組
合
の
あ
る
大
企
業
と
い
え
ど
も
、

一
期
の
大
き
な
赤
字
な
い
し
二
期
連
続
赤
字

と
な
る
と
、
解
雇
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
唆

し
た
。
小
池
（
一
九
八
三
）
の
赤
字
調
整
モ

デ
ル
が
小
標
本
の
事
例
で
は
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
の
が
、
上
場
企
業
デ
ー
タ
を
使

用
し
て
計
量
分
析
を
行
っ
た
小
牧
（
一
九
九

八
）
と
、
中
小
未
上
場
企
業
デ
ー
タ
を
用
い

た
野
田
（
二
〇
〇
二
ａ
）
で
あ
る
。
小
牧
（
一

九
九
八 

、
野
田
（
二
〇
〇
二
ａ
）
両
論
文

と
も
に
、
二
期
連
続
し
て
赤
字
が
続
く
企
業

で
は
、
組
合
が
あ
る
企
業
で
も
人
員
整
理
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 
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こ
れ
ら
分
析
結
果
の
解
釈
を
考
え
て
み
よ

う
。
実
際
に
解
雇
が
発
生
し
た
場
合
、
組
合

は
争
議
や
裁
判
闘
争
に
訴
え
る
だ
ろ
う
。
で

あ
る
か
ら
、
組
合
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、

企
業
が
短
期
的
な
利
益
追
求
に
走
り
、
大
規

模
な
人
員
削
減
を
実
施
す
る
こ
と
の
コ
ス
ト

が
大
き
く
な
る
。
つ
ま
り
、
組
合
の
存
在
は

紛
争
コ
ス
ト
、
交
渉
コ
ス
ト
を
大
き
く
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
解
雇
を
防
い
で
き
た
と
解
釈

で
き
、
赤
字
で
初
め
て
大
幅
な
人
員
整
理
を

行
う
と
い
う
企
業
の
行
動
は
労
働
組
合
の
存

在
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
野
田
（
二
〇
〇
二
ａ
、

ｐ
四
〇
））。
ゆ
え
に
、
赤
字
が
続
く
と
い
う

ぎ
り
ぎ
り
の
経
営
状
態
に
な
る
ま
で
企
業
に

雇
用
削
減
を
さ
せ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
組

合
の
雇
用
保
障
効
果
が
確
認
さ
れ
た
と
い
え

る
。 

　
し
か
し
、
不
況
対
策
は
人
員
削
減
だ
け
で

は
な
い
。
人
員
削
減
に
辿
り
着
く
ま
で
に
、

そ
の
他
の
よ
り
ソ
フ
ト
な
不
況
対
策
を
行
っ

て
い
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
二
〇
〇
二
〜
〇
三
年
に
か
け
て
、
組

合
の
あ
る
企
業
と
組
合
の
な
い
企
業
で
は
実

施
す
る
不
況
対
策
に
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
組
合
企
業
は
ど
の
よ
う
な
不
況
対
策
を

実
施
し
て
い
た
の
か
を
、
計
量
的
手
法
を
用

い
て
検
証
し
た
結
果
を
以
下
で
報
告
す
る
。

以
下
の
分
析
に
は
、
連
合
総
合
生
活
開
発
研

究
所
『
第
五
回
勤
労
者
の
仕
事
と
暮
ら
し
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
二
〇
〇
三
年

四
月
実
施
）』（
以
下
、「
連
合
総
研
調
査
」）

（
＊
７
）を
使
用
し
た
。 

  

三
．二 

不
況
対
策
の
パ
タ
ー
ン
と
企
業
の
類
型

化  

　
ま
ず
、
不
況
対
策
を
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に

類
型
化
す
る
。
「
連
合
総
研
調
査
」
は
二
〇

〇
三
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で
あ
る
が
、

こ
の
調
査
に
は
「
あ
な
た
の
勤
め
先
の
会
社

で
は
、
不
況
対
策
と
し
て
最
近
一
年
間
に
、

解
雇
・
希
望
退
職
な
ど
の
人
員
削
減
、
事
業

部
門
縮
小
、
採
用
抑
制
、
残
業
規
制
、
出
向
・

配
置
転
換
等
や
賃
金
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
か
」
と
い
う
設
問
が
あ
る
。
こ
の
設
問
の

選
択
肢
を
用
い
て
類
型
化
を
行
う
た
め
、
二

〇
〇
二
〜
〇
三
年
が
分
析
対
象
期
間
と
な
る
。

類
型
化
の
基
準
は
、
従
業
員
の
数
を
動
か
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
表

一
を
参
照
の
こ
と
）。
一
つ
め
は
、
賃
金
カ

ッ
ト
、
残
業
規
制
、
一
時
休
業
、
操
業
時
間

の
短
縮
・
労
働
日
数
の
削
減
と
い
っ
た
、
従

業
員
数
を
動
か
さ
な
い
形
で
の
不
況
対
策
で
、

„
賃
金
＆
労
働
時
間
カ
ッ
ト
“
と
名
付
け
た
。

二
つ
め
は
、
„
ソ
フ
ト
な
雇
用
調
整
“
で
、

採
用
抑
制
、
出
向
・
転
籍
、
配
置
転
換
と
い

っ
た
間
接
的
な
形
で
従
業
員
の
数
を
動
か
す

と
い
う
形
の
不
況
対
策
を
指
す
。
三
つ
め
は
、

„
ハ
ー
ド
な
雇
用
調
整
“
で
、
解
雇
や
希
望

退
職
の
募
集
に
よ
る
人
員
削
減
と
い
う
直
接

的
に
従
業
員
の
数
を
動
か
す
不
況
対
策
の
こ

と
で
あ
る
。 

　
次
に
、
こ
の
三
つ
の
不
況
対
策
パ
タ
ー
ン

を
軸
に
し
て
、
企
業
を
八
つ
の
タ
イ
プ
に
類

型
化
す
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
、
表
二

で
あ
る
。
○
は
不
況
対
策
の
実
施
を
、
×
は

不
実
施
を
表
す
。
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ
プ
Ⅰ

の
企
業
と
い
う
の
は
、
不
況
対
策
を
全
く
実

施
し
な
か
っ
た
企
業
、
タ
イ
プ
Ⅷ
は
そ
の
逆

に
全
て
の
不
況
対
策
を
実
施
し
た
企
業
で
あ

る
。
タ
イ
プ
Ⅱ
〜
Ⅳ
は
三
つ
の
う
ち
の
一
つ

を
、
Ⅴ
〜
Ⅷ
は
三
つ
の
う
ち
の
二
つ
を
実
施

し
た
企
業
と
な
る
。 

  

三
．三 

計
量
分
析
の
結
果
　 

 

労
働
組
合
の
あ
る
企
業
が
、
タ
イ
プ
Ⅰ
〜

Ⅷ
の
ど
れ
に
当
て
は
ま
る
の
か
を
計
量
分
析

で
確
認
し
た
（
＊
８
）
。
推
定
結
果
は
表
三
に

ま
と
め
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
組

合
企
業
で
あ
る
確
率
が
高
い
企
業
類
型
は
、

タ
イ
プ
Ⅴ
と
タ
イ
プ
Ⅷ
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
タ
イ
プ
Ⅴ
と
タ
イ
プ
Ⅷ
の
共

通
点
は
ソ
フ
ト
な
雇
用
調
整
と
ハ
ー
ド
な
雇

用
調
整
の
両
方
を
行
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
従

業
員
の
人
数
を
動
か
す
と
い
う
形
の
雇
用
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
推
定
結
果
の
解
釈
で
あ
る
が
、
組
合
が
あ

る
か
ら
雇
用
調
整
を
企
業
が
行
っ
た
と
い
う

の
で
は
な
く
、
組
合
の
な
い
企
業
で
は
も
っ

と
早
い
時
期
に
雇
用
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
組
合
の
あ
る
企
業
で
は
、
二
〇
〇

二
〜
〇
三
年
と
い
う
近
年
に
な
る
ま
で
、
組

合
が
防
壁
と
な
っ
て
雇
用
削
減
を
行
わ
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
の
解
釈
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。 

  四
．組
合
効
果
の
計
測
が
抱
え
る

課
題
　 

　
第
三
節
の
分
析
か
ら
、
労
働
組
合
は
雇
用

保
障
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
分
析
結
果
が
組

合
の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
全
て
を
捉
え
て

い
る
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
第

三
節
で
は
、
労
働
組
合
の
有
無
ダ
ミ
ー
変
数

に
つ
い
て
の
推
定
結
果
を
元
に
解
釈
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
労
働
組
合
の
機
能
を
純
粋 

不況対策 内　　容 

賃金＆労働時間カット ・賃金カット 

・残業規制 

・操業時間の短縮・労働日数の削減 

・一時休業（一時帰休） 

ソフトな雇用調整 ・採用抑制 

・出向・転籍 

・配置転換 

ハードな雇用調整 ・解雇や希望退職の募集による人員削減 

資料出所：「連合総研調査」　 

表1　不況対策のパターン 

企業類型 賃金&労働時間 
カット 

ソフトな雇用調整 ハードな雇用調整 

タイプⅠ × × × 

タイプⅡ × ○ × 

タイプⅢ × × ○ 

タイプⅣ ○ × × 

タイプⅤ × ○ ○ 

タイプⅥ ○ ○ × 

タイプⅦ ○ × ○ 

タイプⅧ ○ ○ ○ 

表2　不況対策パターン別の企業類型 

資料出所：　表1と同じ。　 
注：　○は実施、×は不実施を表す。　 
 



26

Business Labor Trend  2004.4

特集―春闘はどこへ向かうのか 

に
表
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
（
＊
９
）
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
労
働
組
合
の
有
無
ダ
ミ
ー
変

数
は
、
厳
密
に
は
企
業
に
組
合
が
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
の
情
報
、
つ
ま
り
„
労
働
組

合
の
あ
る
企
業
の
特
性
“
と
い
う
情
報
を
提

供
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
可
能
性
が
高
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
今
後
、
組
合
効
果

に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
必

要
と
な
る
視
点
は
何
で
あ
ろ
う
か（
＊
10
）。 

 

ま
ず
、
組
合
効
果
と
い
う
と
き
に
は
、
„
汗

の
か
き
方
の
違
い
“
を
み
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昔
か
ら
、
組
合
活
動

に
は
„
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果
“
が
あ
り
、

計
量
的
な
組
合
効
果
の
計
測
は
組
合
の
機
能

を
過
小
に
評
価
し
て
い
る
、
と
の
意
見
が
あ

る
。
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果
の
例
と
し
て
、

賃
金
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
分
か
り
易
い
だ
ろ
う
。

民
間
部
門
の
組
合
の
あ
る
大
手
企
業
が
春
季

に
賃
金
を
改
定
し
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
し

て
組
合
の
な
い
企
業
や
中
小
企
業
は
賃
金
を

決
定
す
る
。
つ
ま
り
、
後
者
は

交
渉
コ
ス
ト
を
前
者
に
フ
リ
ー

ラ
イ
ド
し
て
い
る
面
が
あ
る
の

で
あ
る
。
不
況
対
策
の
実
施
に

つ
い
て
も
、
同
じ
議
論
が
成
り

立
つ
だ
ろ
う
。
組
合
の
あ
る
企

業
で
は
、
不
況
対
策
の
実
施
に

あ
た
っ
て
、
組
合
を
通
じ
た
経

営
情
報
の
開
示
、
組
合
か
ら
使

用
者
へ
の
提
案
内
容
の
説
明
、

組
合
員
か
ら
の
意
見
聴
取
、
同

意
の
確
認
な
ど
が
通
常
行
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
組
合
は
プ
ロ
セ

ス
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
本
稿
の
よ
う
な
分
析

を
行
う
際
に
は
、
不
況
対
策
の

実
施
に
到
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
組
合
が
か
け
た
コ
ス

ト
が
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
状
況
を
、
分
析
の
枠
組
み
に

取
り
込
ん
で
い
く
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
組
合
加
入
の
メ
リ

ッ
ト
を
考
え
る
際
に
経
済
的
機

能
の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
、

組
合
の
機
能
を
限
定
的
に
し
か

捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
組
合
の
機
能
と
い
う
の
は
、

必
ず
し
も
雇
用
や
労
働
条
件
の
維
持
・
向
上

に
収
斂
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
組

合
を
通
じ
て
、
組
合
員
自
身
が
自
分
の
周
辺

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
や
経
営

に
対
す
る
自
分
の
発
言
機
会
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
で
、
組
合
は
組
合
員
の
„
納
得
性
“
や

„
満
足
度
“
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
組

合
員
の
納
得
性
・
満
足
度
に
対
し
て
組
合
が

影
響
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
も
重
要

な
論
点
で
あ
ろ
う
。 

 

加
え
て
、
組
合
員
が
危
機
に
直
面
し
た
と

き
の
組
合
の
援
助
機
能
と
い
う
の
も
無
視
で

き
な
い
。
希
望
退
職
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
直
面
し
た
と
き
、
組
合
が
希
望
退
職
の

条
件
を
調
整
し
、
退
職
し
て
い
く
組
合
員
に

感
謝
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
組
合
員

に
直
面
し
て
い
る
状
況
を
納
得
さ
せ
、
実
現

可
能
な
最
大
幸
福
解
を
与
え
る
、
と
い
う
役

割
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
組
合
効
果
を
計
測

す
る
た
め
に
は
、
„
組
合
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
“

と
い
う
視
点
を
分
析
の
枠
組
み
に
取
り
入
れ

る
工
夫
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
取
り

組
め
る
解
決
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
デ
ー
タ

収
集
の
仕
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
組

合
効
果
を
測
定
す
る
際
に
は
、
企
業
ま
た
は

事
業
所
調
査
、
お
よ
び
労
働
者
調
査
が
使
わ

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

上
述
し
た
よ
う
な
組
合
の
質
的
機
能
も
分
析

枠
組
み
に
取
り
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
組
合

活
動
に
つ
い
て
の
十
分
な
情
報
が
欠
か
せ
な

い
。
つ
ま
り
、
労
働
組
合
調
査
が
適
し
て
い

る
だ
ろ
う
。 

 

今
後
、
こ
の
よ
う
な
調
査
設
計
・
収
集
を

行
い
、
„
組
合
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
“
を
分
析

枠
組
み
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
計
量

分
析
を
通
じ
た
労
使
関
係
研
究
に
新
た
な
視

点
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、

現
在
筆
者
自
身
が
挑
戦
す
べ
き
課
題
と
し
て

抱
え
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。 

  

【
脚
注
】 

　
本
稿
は
、
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
「
労

働
組
合
の
現
代
的
課
題
に
関
す
る
研
究
会
・

調
査
委
員
会
」（〈
主
査
〉中
村
圭
介（
東
京
大

学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
）、〈
委
員
〉佐
藤

博
樹（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
）、

小
野
晶
子
、
原
ひ
ろ
み（
以
上
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
研
究
員
）、〈
連
合
総
研
・

事
務
局
〉
鈴
木
不
二
一（
副
所
長
）、
吉
田
研

一
、
高
橋
友
雄（
以
上
、
主
任
研
究
員
）、
千

頭
洋
一（
研
究
員
）、
敬
称
略
）
が
と
り
ま
と

め
た
『
労
働
組
合
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告

書
』
に
筆
者
が
執
筆
し
た
部
分
を
元
に
し
て

い
る
。
第
四
節
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
筆

者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
、
連
合

総
研
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
労
働
組
合

の
現
代
的
課
題
と
活
性
化
へ
の
道
」（
二
〇

〇
四
年
一
月
三
〇
日
）
に
お
け
る
議
論
、
特

に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
逢
見
直
人
氏
（
Ｕ
Ｉ

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
政
策
局
長
）、
石
塚
拓
郎
氏

（
基
幹
労
連
事
務
局
次
長
）
か
ら
頂
戴
し
た

有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
龍
井
葉
二
氏
（
連
合
総
合
政
策
局
総

合
局
長
）
は
、
貴
重
な
ご
助
言
を
伺
わ
せ
て

頂
く
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
委
員
会

メ
ン
バ
ー
、
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
、

お
よ
び
各
氏
に
深
く
感
謝
す
る
。 

  （
＊
１
）
推
定
組
織
率
と
は
、
総
務
省
統
計
局
「
労

働
力
調
査
（
各
年
六
月
分
）
」
の
雇
用
者
数
で
組
合

員
数
を
除
し
一
〇
〇
を
乗
じ
て
算
出
し
た
も
の
で
あ

る
。 

（
＊
２
）
新
規
組
織
率
と
は
、
新
設
組
合
員
数
を
雇

用
者
数
で
除
し
て
一
〇
〇
を
乗
じ
た
値
で
あ
る
。 

（
＊
３
）
組
織
率
低
下
の
よ
り
多
く
の
部
分
を
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
新
規
組
織
率
の
低
下
で

企業類型 タイプⅡ タイプⅢ タイプⅣ タイプⅤ 

説明変数 係数 係数 係数 係数 

労働組合の有無 ダミー 0.0500

（0.14） （0.56） （2.23） 

企業類型 タイプⅥ タイプⅦ タイプⅧ 

説明変数 係数 係数 係数 

労働組合の有無 ダミー 0.6195

（1.88） 

0.4107

（1.44） 

0.3835

（1.71） 

0.1150 1.0260**

0.1264***

（4.03） 

サンプルサイズ 

カイ二乗値 

Prob ＞ Chi2

擬似決定係数 

1322

172.23

0.0000

0.0381

表3　計量分析の結果 

 資料出所：　表1と同じ。 
　注1：　***は統計的に1%有意、**は5%有意を表す。 
　注2：　括弧内の数値は擬似t値である。 
　注3：　労働組合の有無ダミーとは、企業に組合がある場

合を1、ない場合を0とするダミー変数のことである。
リファレンスグループは、タイプⅠである。また、企
業規模、業種についてもコントロールした推定結果で
ある。 
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　勤労者の生活や意識の実態とその変化を明らかにするため、旧日本労働研究機構（ＪＩＬ）が1999年から３
回にわたって実施した『勤労生活に関する調査』の分析結果です。人々の勤労意識を調査、分析したところ、２
つの層の存在が確認されました。「終身雇用・年功賃金を支持し、成果よりも努力や必要性、平等に基づく分配
原理 への志向が強く、現状維持的で自分自身に自信がない」という層と、「自己啓発型の能力開発、実績によ
る分配原理を支持し、脱物質主義、脱地位志向が強く、 自分自身に自信がある」という層です。ただし、どち
らの層も、雇用では「組織との一体感」、分配では「努力原理」、生活意識では「脱物質主義」を重視して い
ることがわかりました。これら３つの原理は、異質な志向（意識）を持つ２つの層のどちらからも共感を得られ
るルールであり、両者の対立を生むことなく効果的な政策を実施する上 で、基本的な枠組みになることを示し
ています。「組織との一体感」、「脱物質主義」は、人々の仕事や生活の満足度を高めるうえで、きわめて重要
であるとの 分析結果も出ています。 
 
〈執筆担当者〉　今田幸子（労働政策研究・研修機構統括研究員） 
　　　　　　　　池田心豪（労働政策研究・研修機構臨時研究協力員） 
〈その他の研究参加者〉　西村幸満（国立社会保障・人口問題研究所室長） 
  
〈お問い合わせ先〉 
 内容について　　研究調整部研究調整課　03（5991）5103 
 ご購入について　広報部成果普及課　03（5903）6263

新刊報告書のご案内 
労働政策研究報告書No.2 
『勤労意識のゆくえ－「勤労生活に関する調査（1999，2000，2001年）」』 

特集―春闘はどこへ向かうのか 

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
日
本
労
働
研
究
機

構
（
一
九
九
三
、
第
二
章
）
、
都
留
（
二
〇
〇
二
、

第
三
章
））。 

（
＊
４
）
日
本
労
働
研
究
機
構
（
一
九
九
三
、
第
三

章
）
な
ど
。 

（
＊
５
）
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
組
合
効
果
研
究
に

つ
い
て
の
サ
ー
ベ
イ
と
し
て
は
、
堀
（
一
九
九
七
）

が
優
れ
て
い
る
。
近
年
に
つ
い
て
は
、
野
田
（
二
〇

〇
二
ｂ
）
が
あ
る
。 

（
＊
６
）
原
（
二
〇
〇
三
）
を
元
に
し
て
い
る
。 

（
＊
７
）
首
都
圏
、
関
西
圏
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
政

令
指
定
都
市
に
居
住
す
る
二
〇
〜
五
〇
代
の
民
間
企

業
に
勤
め
る
雇
用
者
を
対
象
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー

調
査
で
あ
る
。
標
本
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
、
首
都

圏
と
関
西
圏
、
そ
れ
以
外
の
政
令
指
定
都
市
に
つ
い

て
、
各
地
域
の
民
間
雇
用
者
人
口
規
模
お
よ
び
「
平

成
九
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
の
雇
用
者
の
性
別
・

年
齢
階
層
別
の
分
布
を
考
慮
し
た
上
で
サ
ン
プ
ル
割

付
基
準
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
割
付
基
準
に
基

づ
い
て
モ
ニ
タ
ー
会
社
に
登
録
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー

（
全
国
約
一
六
万
人
）
の
中
か
ら
、
首
都
圏
・
関
西

圏
居
住
者
一
〇
〇
〇
名
、
そ
れ
以
外
の
政
令
指
定
都

市
居
住
者
一
〇
〇
〇
名
の
合
計
二
〇
〇
〇
名
を
抽
出

し
、
郵
送
自
記
入
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
配
布

し
た
。
有
効
回
答
数
が
一
七
九
二
、
有
効
回
収
率
八

九
・
六
％
。 

（
＊
８
）
具
体
的
に
は
、
多
項
ロ
ジ
ッ
ト
分
析
を
用

い
た
。 

（
＊
９
）
こ
の
議
論
は
、
組
合
の
有
無
で
サ
ブ
グ
ル

ー
プ
化
し
て
分
析
す
る
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
も
当

て
は
ま
る
。 

（
＊
１
０
）
稲
葉
（
二
〇
〇
四
、
第
八
章
）
で
は
労

働
組
合
の
マ
ク
ロ
的
機
能
に
つ
い
て
興
味
深
い
議
論

を
展
開
し
て
い
る
。 

  

【
参
考
文
献
】 

 

稲
葉
振
一
郎
（
二
〇
〇
四
）
『
経
済
学
と
い
う
教

養
』、
東
洋
経
済
新
報
社. 

 

小
池
和
男
（
一
九
八
三
）
「
解
雇
か
ら
み
た
現
代

日
本
の
労
使
関
係
」、
森
口
親
司
・
青
木
昌
彦
・
佐

和
隆
光
編
『
日
本
経
済
の
構
造
分
析
』、
創
文
社
、

ｐ
１
０
９
―
１
２
６. 

 

小
牧
義
弘
（
一
九
九
八
）
「
わ
が
国
企
業
の
雇
用

調
整
行
動
に
お
け
る
不
連
続
性
に
つ
い
て
」、『
日
本

銀
行
調
査
月
報
』、
一
九
九
八
年
一
一
月
号
、
ｐ
４

５
―
７
４. 

 

都
留
康
（
二
〇
〇
二
）
『
労
使
関
係
の
ノ
ン
ユ
ニ

オ
ン
化
―
ミ
ク
ロ
的
・
制
度
的
分
析
』、
東
洋
経
済

新
報
社. 

 

日
本
労
働
研
究
機
構
（
一
九
九
三
）
『
労
働
組
合

組
織
率
低
下
の
規
定
要
因
』. 

 

野
田
知
彦
（
二
〇
〇
二
ａ
）
「
労
使
関
係
と
赤
字

調
整
モ
デ
ル
」、『
経
済
研
究
』、V

ol.

５
３
、
Ｎ
ｏ
．

１
、
ｐ
４
０
―
５
２. 

 

野
田
知
彦
（
二
〇
〇
二
ｂ
）
「
労
働
組
合
は
役
に

立
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
」、『
日
本
労
働
研
究
雑

誌
』、
Ｎ
ｏ
．
５
０
１
、
ｐ
６
８
―
７
０. 

 

原
ひ
ろ
み
（
二
〇
〇
三
）
「
組
合
は
何
の
た
め
に
？

―
不
況
対
策
と
賃
金
を
め
ぐ
っ
て
」、
連
合
総
合
生

活
開
発
研
究
所
『
労
働
組
合
に
関
す
る
意
識
調
査
報

告
書
』、
ｐ
１
１
８
―
１
３
４. 

 
堀
春
彦
（
一
九
九
七
）
「
労
働
組
合
の
経
済
的
機

能
」、『
Ｊ
Ｉ
Ｌ
リ
サ
ー
チ
』、
Ｎ
ｏ
．
２
９
、
ｐ
２

２
―
２
５. 

 

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
（
二
〇
〇
三
）
『
労

働
組
合
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
』. 

 

原
ひ
ろ
み
（
は
ら
・
ひ
ろ
み
） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
研
究
員
。
主

な
著
書
・
論
文
に
、「
正
規
労
働
と
非
正
規
労

働
の
代
替
・
補
完
関
係
の
計
測
―
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
を
取
り
上
げ
て
」
『
日
本
労
働

研
究
雑
誌
』、 

№
518
、（
二
〇
〇
三
年
）、「
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
仕
事
の
満
足
度
を
め

ぐ
る
統
計
的
分
析
―
日
・
蘭
の
国
際
比
較
を

通
じ
て
」 Research Paper

（
東
京
大
学

社
会
科
学
研
究
所
・
Ｓ
Ｓ
Ｊ
デ
ー
タ
ア
ー
カ

イ
ブ
、
№
26
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。
労
働

経
済
学
専
攻
。 
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金
属
産
業
の
賃
金
交
渉
―
シ
ス
テ
ム
が
弾
力
化
 

ドイツ 

  

昨
年
一
二
月
に
始
ま
り
、
労
使
の
膠
着
状

態
が
続
い
て
い
た
ド
イ
ツ
金
属
産
業
の
賃
金

協
約
交
渉
は
、
二
月
一
二
日
、
南
西
部
の
バ

ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
地
区
で
合

意
が
成
立
し
、
組
合
側
の
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ

突
入
が
回
避
さ
れ
た
。
賃
上
げ
水
準
は
、
今

年
三
月
か
ら
二
・
二
％
、
こ
れ
に
加
え
二
〇

〇
五
年
三
月
か
ら
さ
ら
に
二
・
七
％
の
引
き

上
げ
と
な
る
。
経
営
側
が
求
め
て
い
た
労
働

時
間
延
長
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
研
究
開
発

に
従
事
す
る
従
業
員
の
比
率
が
多
い
企
業
な

ど
で
、
現
行
の
週
三
五
時
間
制
か
ら
離
れ
て

週
四
〇
時
間
労
働
を
可
能
に
す
る
弾
力
的
な

運
用
を
定
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
産
業
別
協

約
を
越
え
る
企
業
ご
と
の
労
働
条
件
決
定
の

余
地
が
広
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

今
回
の
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
」
（
労
使
交
渉

の
先
導
役
）
だ
っ
た
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
地
区
に
お
け
る
合
意
に
よ
り
、

同
様
の
合
意
内
容
が
国
内
他
地
区
に
も
波
及

す
る
方
向
が
固
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
ザ
ク
セ

ン
州
地
区
で
は
、
使
用
者
側
が
賃
上
げ
水
準

に
強
い
難
色
を
示
し
、
解
決
が
二
月
末
日
ま

で
ず
れ
込
ん
だ
。
金
属
産
業
の
旧
協
約
の
有

効
期
間
は
昨
年
一
二
月
ま
で
で
、
一
、
二
月

は
賃
上
げ
措
置
は
な
い
。
新
協
約
は
二
段
階

の
賃
上
げ
の
後
、
〇
六
年
二
月
末
ま
で
効
力

を
も
つ
。
賃
上
げ
分
の
う
ち
、
三
月
か
ら
起

算
し
て
一
年
目
の
〇
・
七
％
、
二
年
目
の
〇
・

七
％
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（
報
酬
基
本

労
働
協
約
＝
労
働
者
と
、
事
務
職
等
職
員
の

賃
金
格
差
を
是
正
す
る
取
り
決
め
）
の
た
め

の
基
金
に
充
当
さ
れ
る
。 

 

金
属
産
業
労
組
（
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
）
は
四
％

の
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
、
こ
れ
に
対
し
て
使

用
者
側
の
金
属
連
盟
（
ゲ
ザ
ム
ト
メ
タ
ル
）

は
当
初
一
・
四
％
以
内
と
い
う
水
準
を
提
示
、

労
使
の
隔
た
り
は
大
き
か
っ
た
。
バ
ー
デ
ン
・

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
地
区
の
交
渉
で
は
、

経
営
側
が
今
年
一
月
か
ら
一
・
二
％
、
さ
ら

に
来
年
四
月
か
ら
加
え
て
一
・
二
％
と
段
階

的
に
賃
金
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
回
答
案
を

提
示
し
、
組
合
側
が
反
発
。
労
働
争
議
に
訴

え
な
い
「
平
和
維
持
義
務
」
の
期
限
が
切
れ

た
一
月
二
八
日
か
ら
、
自
動
車
工
場
な
ど
で

「
警
告
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
時
限
ス
ト
を
重

ね
、
経
営
側
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
。 

 
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
、
昨
年
六
月
、
東
独
地
域

（
西
側
と
異
な
り
、
現
行
労
働
時
間
は
週
三

八
時
間
）
に
お
け
る
週
三
五
時
間
制
実
現
の

要
求
を
掲
げ
四
週
間
の
ス
ト
を
打
っ
た
が
、

現
状
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
低
い
支

持
率
の
ま
ま
新
委
員
長
に
就
任
し
た
ユ
ル
ゲ

ン
・
ペ
ー
タ
ー
ス
氏
に
と
っ
て
、
今
回
は
難

し
い
舵
取
り
を
求
め
ら
れ
る
初
め
て
の
交
渉

と
な
っ
た
。
回
復
の
兆
候
は
見
え
る
も
の
の

依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い
る
ド
イ
ツ
経
済
の

実
態
に
鑑
み
、
経
営
側
も
労
働
争
議
に
よ
る

状
況
悪
化
を
避
け
た
い
意
向
が
あ
り
、
そ
れ

ら
の
事
情
を
背
景
に
、
結
果
的
に
は
早
急
な

決
着
が
図
ら
れ
た
。 

 

賃
上
げ
水
準
と
と
も
に
注
目
を
集
め
た
の

が
、
週
三
五
時
間
制
の
弾
力
化
に
関
す
る
取

り
決
め
だ
。
こ
れ
ま
で
も
、
企
業
は
研
究
開

発
分
野
を
中
心
と
し
、
全
従
業
員
の
一
八
％

に
対
し
て
、
賃
金
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
（
た

だ
し
時
間
外
割
増
は
適
用
さ
れ
な
い
）
週
四

〇
時
間
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

回
の
労
使
合
意
で
は
、
資
格
を
も
つ
専
門
職

従
業
員
が
多
く
を
占
め
る
企
業
で
、
将
来
こ

の
比
率
を
最
大
五
〇
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
、
技
術
革
新
を

進
め
る
た
め
、
あ
る
い
は
専
門
的
技
術
者
が

不
足
し
て
い
る
特
別
な
場
合
に
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
の
同
意
を
前
提
に
、
賃
金
割
増
な
し
で
週

四
〇
時
間
制
を
導
入
で
き
る
と
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
大

衆
紙
『
ビ
ル
ト
』
が
「
週
四
〇
時
間
制
公
式

に
復
活
」
と
い
っ
た
刺
激
的
な
見
出
し
を
掲

載
し
た
こ
と
に
対
し
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
週
四
〇
時
間
制
を
適
用
す

る
従
業
員
を
増
や
せ
る
企
業
に
は
、
決
め
ら

れ
た
資
格
を
も
つ
従
業
員
が
一
定
数
以
上
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
。
条
件
を

満
た
さ
な
い
企
業
で
は
、
従
前
の
「
一
八
％

条
項
」
が
引
き
続
き
残
る
と
し
た
。 

 

組
合
側
は
こ
の
よ
う
に
、
労
働
時
間
延
長

の
対
象
を
限
定
し
、
週
三
五
時
間
制
を
引
き

続
き
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
堅
持
す
る
姿
勢
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ＥＵ 
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
経
営
側
の
交

渉
当
事
者
は
、
労
働
時
間
の
弾
力
化
の
取
り

決
め
を
「
ド
イ
ツ
の
雇
用
安
定
に
寄
与
す
る
」

（
南
西
ド
イ
ツ
金
属
連
盟
の
ツ
ヴ
ィ
ー
ベ
ル

ホ
ー
フ
ァ
ー
会
長
）
と
評
価
し
て
い
る
が
、

他
の
経
営
団
体
か
ら
は
失
望
の
声
も
出
て
い

る
。
経
営
側
は
産
業
別
協
約
中
心
の
現
状
を

さ
ら
に
弾
力
化
し
、
労
働
時
間
な
ど
基
本
的

な
労
働
条
件
を
企
業
ご
と
に
取
り
決
め
る
範

囲
を
広
げ
る
意
向
で
、
今
後
他
の
産
業
の
労

使
交
渉
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
・
吉
田
和
央
） 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
こ
の
ほ
ど
、

「
労
使
関
係
と
変
化
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
・

Ｅ
Ｕ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
以
下
は
、

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
労
使
対
話
の
現
状
に
焦
点
を

あ
て
た
部
分
を
ま
と
め
た
も
の
。 

　
欧
州
で
は
一
九
九
一
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ

ト
条
約
の
合
意
以
降
、
立
法
手
続
に
労
使
が

参
加
す
る
制
度
が
確
立
し
て
お
り
、
こ
の
こ

と
が
九
〇
年
代
欧
州
に
お
け
る
政
労
使
の
対

話
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
伝

統
的
に
産
業
別
レ
ベ
ル
で
の
労
使
対
話
が
あ

り
、
最
近
で
は
企
業
レ
ベ
ル
で
の
労
使
対
話

が
増
加
。
Ｅ
Ｕ
や
国
家
、
産
業
レ
ベ
ル
で
大

き
な
枠
組
み
を
つ
く
り
、
そ
の
枠
内
で
個
別

企
業
労
使
が
話
し
合
う
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
国
際
競
争
の
激
化
や
高
齢
化
・
情
報

化
社
会
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
雇
用
形
態
の

多
様
化
や
賃
金
体
系
の
見
直
し
が
進
み
、
個

別
企
業
労
使
ご
と
の
決
断
が
迫
ら
れ
る
環
境

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
一
方
で
、

労
組
組
織
率
が
低
落
傾
向
に
あ
る
な
か
、
こ

れ
ま
で
労
使
対
話
の
対
象
に
な
り
に
く
か
っ

た
非
典
型
労
働
者
の
労
働
条
件
や
賃
金
の
個

別
化
問
題
な
ど
、
従
来
の
労
使
対
話
の
枠
を

超
え
た
課
題
が
で
て
き
て
い
る
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
パ
リ
第
七
大

学
経
済
学
部
教
授
の
ア
ン
リ
・
ナ
デ
ル
氏
が

基
調
講
演
を
行
い
、
Ｅ
Ｕ
が
直
面
す
る
労
働

市
場
の
変
化
と
、
そ
れ
に
対
す
る
政
労
使
の

取
り
組
み
を
紹
介
。
雇
用
の
柔
軟
化
が
進
み
、

給
与
の
抑
制
傾
向
が
強
ま
る
な
か
で
、
労
使

が
今
後
ど
の
よ
う
に
話
し
合
い
を
構
築
し
て

い
く
べ
き
か
問
題
提
起
し
た
。
ま
た
、
政
府

の
役
割
に
も
言
及
。
「
社
会
的
保
護
や
社
会

保
障
を
組
み
込
ん
だ
法
改
正
が
必
要
だ
」
と

述
べ
、
法
制
度
等
の
充
実
が
労
使
の
対
立
を

回
避
さ
せ
る
一
助
に
な
る
と
し
た
。 

 

仏
・
企
業
の
社
会
的
責
任
研
究
所
所
長
の

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
テ
ィ
ベ
ル
ギ
ィ
ヤ
ン
氏
も
、

賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件
決
定
の
個

別
化
の
進
展
に
伴
う
労
使
関
係
の
変
化
や
、

企
業
レ
ベ
ル
で
の
労
働
協
約
の
重
要
性
な
ど

に
つ
い
て
講
演
。
欧
州
企
業
を
取
り
巻
く
最

近
の
環
境
に
つ
い
て
、
①
欧
州
単
一
市
場
の

成
立
に
伴
っ
て
企
業
再
編
が
進
み
、
生
産
シ

ス
テ
ム
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
情

報
新
技
術
の
導
入
等
、
産
業
社
会
が
つ
い
て

い
け
て
い
な
い
②
国
際
競
争
の
激
化
に
伴
い
、

人
件
費
の
削
減
が
企
業
の
共
通
課
題
に
な
っ

て
い
る
③
就
業
年
限
を
短
期
化
し
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
な
ど
の
時
限
雇
用
を
増
や
す
傾
向

が
出
て
き
て
い
る
―
―
な
ど
の
特
徴
点
を
あ

げ
、
企
業
労
使
が
結
ぶ
労
働
協
約
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。 

 

そ
の
一
方
で
、
企
業
労
使
の
交
渉
内
容
の

変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
、
「
年
功
序
列
賃
金

を
や
め
、
功
績
に
よ
る
賃
金
を
個
別
的
に
定

め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
賃
金
交
渉
を

団
体
交
渉
で
行
う
よ
う
な
、
従
来
の
平
等
主

義
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
は
改
変
を
迫
ら
れ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。 
 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
時
限
労
働
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
高
齢
化
に
伴
い
正

規
労
働
者
の
就
業
年
限
が
延
長
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
た
賃
金
制
度
の

見
直
し
が
個
別
企
業
労
使
の
新
た
な
交
渉
課

題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
労
働
環
境
の
変
化
つ
い
て
、
パ

ト
リ
ッ
ク
・
イ
ッ
チ
ェ
ル
ト
欧
州
繊
維
被
服

皮
革
労
働
組
合
連
盟
事
務
局
長
は
、「
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
が
一
つ
に
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
中
で
、
経

営
側
は
（
雇
用
や
賃
金
に
つ
い
て
）
分
散
化

を
進
め
て
い
る
。
ふ
た
つ
の
相
反
す
る
圧
力

が
あ
る
」
と
解
説
。
欧
州
全
体
で
雇
用
確
保

や
高
失
業
問
題
を
話
し
合
う
国
を
超
え
た
Ｅ

Ｕ
レ
ベ
ル
の
協
議
か
ら
、
時
代
の
変
化
に
即

し
た
法
改
正
を
議
論
す
る
政
労
使
レ
ベ
ル
の

対
話
、
産
業
独
自
の
課
題
を
話
し
合
う
産
別

労
使
の
対
話
、
そ
し
て
企
業
レ
ベ
ル
の
労
使

対
話
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
連
携
が
必
要

だ
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
組
合
を
奨
励
し
な

い
企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
、

「
組
合
の
存
在
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
組
合

の
権
利
や
産
別
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
守
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
ベ
ル
ギ
ー
経
営
者
連
盟
社

会
局
長
・
欧
州
産
業
連
盟
代
表
の
ア
ル
ノ
ウ

ト
・
ド
ゥ
・
コ
ス
ト
ゥ
ル
氏
は
、「
労
働
市
場

の
変
化
に
伴
い
、
賃
金
が
抑
え
ら
れ
た
り
不

平
等
が
増
え
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、

も
う
少
し
楽
観
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

異
論
を
唱
え
た
。
コ
ス
ト
ゥ
ル
氏
に
よ
る
と
、

最
近
五
年
間
で
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
一
〇
〇
〇
万

人
の
雇
用
創
出
を
実
現
し
て
お
り
、
「
賃
金

抑
制
は
雇
用
増
に
向
け
て
の
対
策
の
一
つ
だ

っ
た
」
と
い
う
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
非

典
型
労
働
者
の
増
加
に
関
し
て
は
、
「
労
働

市
場
で
そ
の
部
分
が
非
常
に
強
調
さ
れ
過
ぎ

て
い
る
が
、
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
危
険
で
は

な
い
し
、
不
安
定
な
雇
用
で
も
な
い
。
社
会

保
障
が
適
用
さ
れ
て
い
る
し
、
な
に
よ
り
、

人
が
個
人
や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
自
主
的
に

選
ん
で
お
り
、
雇
用
側
が
こ
れ
を
課
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
事
実
、
仕
事
の
満
足
度

も
高
い
」
な
ど
と
反
論
。
今
後
の
労
使
交
渉

に
つ
い
て
も
、
「
真
の
団
体
交
渉
、
労
使
協

議
を
模
索
し
て
、
み
ん
な
が
勝
て
る
よ
う
な

状
況
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
時
代 
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揺
ら
ぐ
米
国
の
「
パ
タ
ー
ン
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
方
式
」
 

米国 

ゼネラルモーターズ（GM）本社の入るビル（デトロイト） 

の
変
化
に
あ
っ
た
対
話
の
あ
り
方
を
模
索
す

る
こ
と
で
、
企
業
は
収
益
が
上
が
っ
て
責
任

感
が
増
し
、
そ
の
結
果
、
雇
用
も
増
え
、
労

働
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
合
う
と
の
主
張
だ
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
の
労
使
関
係
に
関
す

る
論
議
で
は
、
雇
用
関
係
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
状
況
に
移
行
し
、
雇
用
形
態
や
賃
金
面
に

影
響
を
与
え
る
な
か
、
方
法
論
は
異
な
っ
て

も
、
企
業
労
使
の
対
話
に
よ
り
解
決
策
を
見

い
だ
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
が
一

致
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 

　
ア
メ
リ
カ
の
賃
金
決
定
を
み
る
と
労
働
市

場
で
形
成
さ
れ
る
賃
金
相
場
の
影
響
が
き
わ

め
て
大
き
い
の
が
特
徴
だ
。
し
か
し
、
特
定

の
産
業
で
は
、
企
業
労
使
の
交
渉
結
果
を
う

け
同
じ
産
業
内
の
企
業
に
そ
の
結
果
が
波
及

す
る
「
パ
タ
ー
ン
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
」
が
発

展
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
自
動
車
ビ
ッ

グ
ス
リ
ー
と
全
米
自
動
車
労
組
（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）

の
間
で
三
〜
四
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
協
約
改

定
交
渉
だ
。
機
能
的
に
は
日
本
の
春
闘
方
式

に
似
た
交
渉
ス
タ
イ
ル
も
、
昨
年
の
協
約
交

渉
で
は
三
社
が
ほ
ぼ
同
時
決
着
と
な
る
な
ど
、

大
き
な
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い
る
。 

 
「
パ
タ
ー
ン
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
」
は
一
九

五
五
年
の
交
渉
か
ら
始
ま
っ
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
が

自
動
車
メ
ー
カ
ー
一
社
を
ス
ト
ラ
イ
キ
・
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
選
定
、
交
渉
を
追

い
込
み
、
そ
の
後
同
様
に
、
二

番
手
、
三
番
手
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

企
業
を
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
選
定
し
、
ス

ト
突
入
期
限
を
に
ら
み
な
が
ら

の
交
渉
が
続
け
ら
れ
る
た
め
、

交
渉
期
間
は
長
い
場
合
数
カ
月

に
及
ぶ
。
こ
の
五
五
年
交
渉
の

最
大
争
点
は
、
失
業
保
険
に
企

業
独
自
の
追
加
給
付
を
行
う
付

加
給
付
制
度
（
Ｓ
Ｕ
Ｂ
）
で
、

同
制
度
の
確
立
に
よ
り
州
の
保

険
の
他
に
レ
イ
オ
フ
中
の
組
合

員
に
対
し
て
最
高
二
六
週
間
ま

で
週
給
の
約
六
割
が
保
障
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
同
方
式
は
賃

金
だ
け
で
な
く
雇
用
・
所
得
保

障
、
休
日
、
年
金
・
医
療
な
ど

の
総
合
的
な
労
働
条
件
決
定
を

産
業
内
横
断
化
さ
せ
る
交
渉
シ

ス
テ
ム
と
も
い
え
る
。 

 

パ
タ
ー
ン
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
に
よ
る
労
働

条
件
引
き
上
げ
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
っ

た
自
動
車
産
業
に
も
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。

日
本
車
の
追
い
上
げ
な
ど
に
よ
る
経
営
危
機

の
た
め
、
七
九
年
の
交
渉
は
難
航
を
極
め
た
。

一
九
四
八
年
以
降
持
続
し
て
い
た
自
動
的
な

実
質
賃
金
の
伸
び
と
な
る
毎
年
の
賃
上
げ
（
Ａ

Ｉ
Ｆ
）
と
、
消
費
者
物
価
の
変
動
に
比
例
し

て
基
本
給
に
生
計
費
手
当
が
加
算
さ
れ
る
制

度
（
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
）
の
実
施
が
先
送
り
さ
れ
た

こ
と
に
加
え
、
有
給
休
暇
、
年
金
給
付
の
引

き
下
げ
を
合
意
す
る
な
ど
、
労
働
条
件
引
き

上
げ
機
能
と
し
て
の
同
方
式
は
行
き
詰
ま
り

を
来
た
し
た
。 

 

そ
の
後
、
毎
年
の
実
質
賃
上
げ
（
Ａ
Ｉ
Ｆ
）

は
実
施
さ
れ
ず
、
三
年
連
続
の
完
全
実
施
は

九
九
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

世
界
経
済
の
牽
引
役
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
回
復

し
た
国
内
景
気
を
背
景
に
、
復
活
を
遂
げ
た

ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
は
九
九
年
交
渉
で
、
実
に
七

六
年
以
来
と
な
る
毎
年
三
％
の
賃
上
げ
を
回

答
し
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
「
過
去
二
〇
年
で
最
高

の
合
意
内
容
」
と
評
価
。
同
年
交
渉
は
組
合

側
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
協
約
期
間
を
従
来

の
三
年
か
ら
四
年
に
延
長
し
た
点
で
も
注
目

さ
れ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
八
〇
年
代
以
降
の
交
渉
は
、
賃

上
げ
よ
り
雇
用
が
重
視
さ
れ
、
交
渉
の
重
点

も
雇
用
・
所
得
保
障
や
教
育
訓
練
な
ど
に
移

行
し
て
い
く
。
八
二
年
協
定
で
は
、
①
企
業

業
績
を
一
時
金
で
還
元
す
る
た
め
の
利
益
配

分
制
度
②
一
〇
年
以
上
の
セ
ニ
ョ
リ
テ
ィ
を

持
つ
レ
イ
オ
フ
労
働
者
に
対
す
る
所
得
保
障

制
度
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
） 

③
正
当
な
理
由
の
な
い

欠
勤
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
制
度
―
―
な

ど
が
設
け
ら
れ
、
八
四
年
協
定
で
は
Ｇ
Ｍ
の

場
合
、「
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
」
と
呼
ば
れ
る
雇
用
保
障

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
新
技
術
の
導
入
・
無
組
合
企
業
へ
の
仕

事
の
移
転
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に

対
す
る
所
得
保
障
と
再
訓
練
の
た
め
の
基
金

と
し
て
一
〇
億
ド
ル
が
企
業
か
ら
拠
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
八
七
年
交
渉
で

フ
ォ
ー
ド
は
、
協
約
期
間
中
の
雇
用
数
を
原

則
的
に
保
障
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｅ
Ｎ
）

を
合
意
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
交
渉
テ
ー
マ
は
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
き
た
が
、
交
渉
方
式
と
し
て

の
「
パ
タ
ー
ン
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
方
式
」
は

存
続
し
て
き
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
協
約
改

定
交
渉
で
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
こ
の
方
式
を
と
ら
ず
、

九
月
一
四
日
の
協
約
期
限
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
史

上
初
の
三
社
同
時
決
着
を
め
ざ
し
た
。 

 

結
果
的
に
は
、
一
四
日
に
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

と
結
ん
だ
仮
合
意
が
パ
タ
ー
ン
協
約
と
な
り
、

一
五
日
に
フ
ォ
ー
ド
、
一
八
日
に
Ｇ
Ｍ
で
合

意
と
い
う
形
に
な
っ
た
が
、
わ
ず
か
五
日
以

内
に
三
社
が
決
着
と
い
う
史
上
最
速
の
交
渉

終
結
と
な
っ
た
。
新
協
約
は
、
一
年
目
、
二

年
目
は
〇
％
、
三
年
目
二
％
、
四
年
目
三
％

の
賃
上
げ
、
三
〇
〇
〇
ド
ル
の
妥
結
一
時
金
、

二
年
目
年
収
三
％
に
相
当
す
る
一
時
金
の
ほ

か
、
医
療
費
の
労
働
者
側
負
担
を
現
行
ど
お

り
と
す
る
な
ど
、
九
九
年
協
約
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
労
働
側
に
は
比
較
的
手
厚
い
妥
結
結

果
と
な
っ
た
。
他
方
、
組
合
は
生
産
効
率
の
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政
府
が
賃
金
水
準
に
規
定
設
定
 

中国 
低
い
約
二
〇
カ
所
の
工
場
・
事
業
所
の
閉
鎖
・

売
却
を
容
認
し
、
労
働
者
の
配
置
転
換
に
も

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
も
了
解
し
た
。 

 

交
渉
真
っ
只
中
の
昨
年
八
月
。
米
国
自
動

車
販
売
台
数
で
ト
ヨ
タ
が
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
を

抜
い
て
初
め
て
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
に
次
ぐ
第

三
位
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
営
基
盤
の
揺

ら
ぎ
を
踏
ま
え
る
と
、
組
合
は
ス
ト
を
背
景

に
三
社
の
交
渉
終
結
ま
で
に
長
期
間
か
か
る

パ
タ
ー
ン
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
を
採
用
し
に
く

い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。 

　
　
（
調
査
部
　
主
任
調
査
員
・
荻
野
登
） 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
二
〇
〇
三

年
一
〇
月
か
ら
今
年
一
月
ま
で
、
海
外
招
聘

研
究
員
と
し
て
受
け
入
れ
た
中
国
労
働
社
会

保
障
部
国
際
労
働
研
究
所
研
究
員
の
チ
ェ
ン
・

ユ
ピ
ン
（C

H
EN
  Yuping

）
氏
か
ら
、
最

新
の
中
国
・
賃
金
事
情
を
聞
い
た
。 

   

改
革
前

は
８
等
級
の
賃
金
水
準 

 

改
革
・
開
放
以
前
は
企
業
の
九
五
％
以
上

が
国
有
企
業
で
、
国
有
企
業
の
賃
金
水
準
は

政
府
が
決
め
た
。
当
時
の
賃
金
水
準
は
一
〜

八
等
級
ま
で
八
段
階
に
設
定
さ
れ
、
二
〇
年

勤
続
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
労
働
者
が
四
〜

五
等
級
ま
で
は
昇
級
で
き
た
。
し
か
し
、
そ

れ
以
上
の
等
級
ま
で
昇
級
す
る
人
は
ほ
ん
の

一
部
で
、
多
く
の
人
が
四
〜
五
等
級
で
引
退

を
迎
え
た
。
同
年
齢
な
ら
基
本
的
に
同
じ
賃

金
水
準
だ
っ
た
が
、
北
京
や
上
海
な
ど
の
大

都
市
で
は
物
価
高
を
勘
案
し
、
他
の
都
市
よ

り
も
若
干
高
い
賃
金
水
準
が
設
定
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。 

　
九
〇
年
代
に
市
場
経
済
に
移
行
し
、
企
業

間
競
争
が
激
し
く
な
る
と
、
賃
金
体
系
の
変

更
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
約
二

万
の
企
業
が
「
仕
事（job

）に
基
づ
く
賃
金

シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
。
こ
う
し
た
企
業
の
賃

金
水
準
は
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
役
割
や

貢
献
に
応
じ
、
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
同
時
に
、
賃
金
へ
の
政
府
の
関
与
の
仕
方

も
変
わ
っ
た
。
一
九
九
七
年
、
労
働
社
会
保

障
部
は
賃
上
げ
に
関
す
る
規
制
（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
）
を
新
た
に
設
け
た
。
こ
れ

は
、
地
方
政
府
が
経
済
成
長
率
、
物
価
上
昇

率
、
雇
用
情
勢
、
労
働
コ
ス
ト
な
ど
に
基
づ

い
て
賃
上
げ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
た
だ
し
拘
束

力
は
な
い
）
を
設
定
す
る
も
の
で
、
企
業
は

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
自
社
の
業
績
の
両
方

を
勘
案
し
て
新
た
な
賃
金
水
準
を
決
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
九
九
年
に
は
も
う
一
つ
、
市

場
で
の
賃
金
水
準
に
関
す
る
規
定
を
設
け
た
。

こ
の
規
定
に
基
づ
き
政
府
は
毎
年
、
職
業
別

の
賃
金
実
態
調
査
を
実
施
し
、
デ
ー
タ
の
収

集
・
分
析
の
後
、
職
業
別
の
賃
金
水
準
を
公

的
職
業
あ
っ
せ
ん
機
関
に
対
し
て
発
表
。
民

間
企
業
が
求
人
す
る
際
に
、
募
集
す
る
人
材

の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
い
く
ら
が
適
当
か
参

考
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

　
同
年
に
は
ま
た
、
「
技
術
開
発
の
成
果
は

そ
の
会
社
の
資
本
と
し
て
み
な
さ
れ
る
べ
き

だ
」
と
の
考
え
方
か
ら
、
企
業
に
貢
献
し
た

技
術
者
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
、
技
術

開
発
し
た
技
術
者
は
株
主
と
同
じ
よ
う
な
恩

恵
に
あ
や
か
れ
る
よ
う
に
し
た
。
自
分
が
開

発
し
た
技
術
が
会
社
に
採
用
さ
れ
た
場
合
、

三
〜
五
年
間
、
利
益
の
五
％
を
受
け
取
っ
た

り
、
一
定
の
報
酬
を
一
度
に
受
け
取
る
な
ど

の
処
遇
方
法
も
あ
り
、
中
国
で
は
こ
う
し
た

技
術
者
へ
の
成
果
分
配
は
、
「
技
術
株
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。 

   

年
俸
制

の
導
入
も 

 

二
〇
〇
三
年
一
一
月
、
国
有
企
業
経
営
者

に
対
す
る
新
た
な
業
績
評
価
の
方
法
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
国
務
院
の
下
に
あ
る
国
有
財

産
委
員
会
が
各
国
有
企
業
の
業
績
を
評
価
す

る
も
の
で
、
一
八
九
あ
る
大
企
業
を
管
理
す

る
の
が
主
な
狙
い
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
、
こ

れ
ら
一
八
九
企
業
の
経
営
陣
は
同
委
員
会
と

契
約
を
結
ん
だ
う
え
で
、
報
酬
は
企
業
業
績

に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
年
俸
制
を
取
り
入
れ
る
企
業
も
い

く
つ
か
出
て
き
た
。
広
州
市
で
は
二
〇
〇
二

年
以
降
、
五
つ
の
企
業
（
さ
き
の
一
八
九
社

に
は
入
っ
て
い
な
い
）
で
同
制
度
が
採
用
さ

れ
た
。
年
俸
制
の
下
で
の
賃
金
は
、
①
基
本

給
②
業
績
給
③
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
―
―

で
構
成
。
基
本
給
は
、
与
え
ら
れ
た
基
本
的

な
職
務
を
遂
行
す
れ
ば
支
払
わ
れ
る
も
の
で
、

七
万
元
が
平
均
的
な
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

業
績
給
は
、
資
本
金
の
増
加
率
に
応
じ
て
水

準
が
決
ま
る
。
例
え
ば
、
税
引
き
前
利
益
の

伸
び
が
二
〇
％
以
上
だ
っ
た
場
合
に
、
二
〇

％
を
超
え
る
利
益
の
伸
び
の
三
％
を
受
け
取

る
、
な
ど
の
や
り
方
だ
。
業
績
給
と
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
三
割
分
は
任
期
満
了

時
に
監
査
を
通
っ
て
初
め
て
支
払
わ
れ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 

　
二
〇
〇
四
年
の
賃
上
げ
・
労
働
協
約
改
訂

交
渉
で
は
、
「
週
休
二
日
制
の
導
入
に
伴
う

労
働
協
約
改
訂
」
が
主
な
争
点
に
な
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。 

　
使
用
者
団
体
の
韓
国
経
総
が
上
位
一
〇
〇

社
の
大
手
企
業
グ
ル
ー
プ
の
人
事
労
務
担
当

役
員
六
二
人
を
対
象
に
調
べ
た
「
〇
四
年
労

使
関
係
見
通
し
」
に
よ
る
と
、
七
四
％
が
「
労

使
関
係
は
さ
ら
に
不
安
定
に
な
る
」
と
答
え
、

そ
の
理
由
と
し
て
「
週
休
二
日
制
の
導
入
に

伴
う
労
働
協
約
改
訂
」（
二
四
％
）、「
労
使

関
係
法
制
改
革
案
を
め
ぐ
る
政
労
使
間
の
対

立
」（
二
〇
％
）、「
四
月
の
総
選
挙
に
関
連

し
た
労
働
界
の
政
治
闘
争
強
化
」（
一
六
％
）

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
賃
上
げ
率
に
つ
い
て

は
「
四
〜
六
％
」
を
予
想
す
る
答
え
が
六
八

％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
三
％
以
下
」（
二

一
％
）、「
七
〜
一
〇
％
」（
八
％
）、「
凍
結
」

（
三
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。 

　
一
方
、
労
働
団
体
の
韓
国
労
総
が
単
組
の

幹
部
二
〇
〇
人
を
対
象
に
、
今
年
の
賃
上
げ
・

労
働
協
約
改
訂
交
渉
に
お
け
る
争
点
に
つ
い

て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
週
休
二
日
制
を
要
求

す
る
」
と
答
え
た
の
は
四
五
％
、
「
ま
だ
計

画
は
な
い
が
、
上
部
団
体
の
指
針
が
あ
れ
ば

週
休
二
日
制
を
要
求
す
る
」（
二
四
・
五
％
）、

「
週
休
二
日
制
の
実
施
を
検
討
中
」（
一
六
・

五
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
六
九
・

五
％
が
「
労
働
条
件
の
削
減
の
な
い
週
休
二

日
制
を
要
求
す
る
」
と
答
え
て
い
る
。
交
渉

方
式
に
つ
い
て
は
「
個
別
交
渉
」
が
五
五
％
、

「
共
同
交
渉
」
が
二
五
・
五
％
、
「
上
部
団

体
へ
の
交
渉
権
の
委
任
」
が
一
二
％
の
順
と

な
っ
て
い
る
。 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
（
国
際
研
究
部
） 

韓
国
／
週
休
二
日
が
主
要
な
争
点
に 
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特集―春闘はどこへ向かうのか 

Business Labor Trend  2004.4

　
正
社
員
中
心
の
労
働
組
合
運
動
か
ら
、
未

組
織
・
非
正
規
分
野
に
踏
み
出
す
試
み
が
徐
々

に
拡
大
し
て
い
る
。
春
闘
も
そ
の
重
要
な
軸

と
な
る
。
連
合
は
〇
一
年
春
闘
か
ら
パ
ー
ト

労
働
者
の
賃
上
げ
に
取
り
組
み
、
「
時
給
一

〇
円
以
上
引
き
上
げ
」
や
、
す
べ
て
の
従
業

員
を
対
象
と
し
た
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の

締
結
を
提
起
し
て
き
た
。
今
春
闘
で
は
、
す

べ
て
の
組
合
が
取
り
組
む
「
ミ
ニ
マ
ム
運
動

課
題
」
と
し
て
、
「
賃
金
カ
ー
ブ
の
確
保
」

と
と
も
に
、
全
従
業
員
対
象
の
企
業
内
最
賃

の
協
定
化
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
残
業
撲
滅
を

め
ざ
し
た
労
働
時
間
管
理
の
協
定
化
を
方
針

の
柱
に
設
定
。
パ
ー
ト
労
働
者
の
具
体
的
な

賃
上
げ
指
標
と
し
て
は
、
「
時
給
一
〇
円
以

上
の
引
き
上
げ
」
「
全
従
業
員
対
象
の
企
業

内
最
賃
到
達
目
標
八
四
〇
円
以
上
、
最
低
到

達
目
標
七
九
〇
円
以
上
」
を
示
し
て
い
る
。 

　
パ
ー
ト
労
働
者
一
五
万
人
を
組
合
員
に
し

て
い
る
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
、
〇
四
春
闘

で
、
パ
ー
ト
の
賃
上
げ
要
求
基
準
を
「
正
社

員
の
要
求
基
準
に
準
じ
る
」
と
し
、
正
社
員

と
同
等
の
取
り
組
み
を
要
請
し
て
い
る
。
同

労
組
は
昨
春
闘
で
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
時
給

一
〇
・
四
円
（
大
手
五
一
組
合
平
均
）
引
き

上
げ
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。 

　
地
域
を
ベ
ー
ス
に
非
正
社
員
や
中
小
零
細

で
働
く
労
働
者
で
構
成
す
る
各
地
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
が
母
体
と
な
っ
て
一
昨
年

に
誕
生
し
た
全
国
ユ
ニ
オ
ン
は
〇
四
春
闘
で
、

「
誰
で
も
ど
こ
で
も
一
二
〇
〇
円
以
上
」
を

時
間
給
の
要
求
基
準
と
し
な
が
ら
、
具
体
的

に
は
パ
ー
ト
労
働
者
五
〇
円
、
派
遣
労
働
者

六
〇
円
の
時
給
引
き
上
げ
を
要
求
に
掲
げ
て

い
る
。
同
ユ
ニ
オ
ン
は
、
電
話
相
談
「
パ
ー

ト
・
派
遣
・
請
負
労
働
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
（
二

月
一
二
〜
一
四
日
）
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
街
頭
宣
伝
や
日
本
人
材
派
遣
協
会
、

厚
生
労
働
省
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
「
派
遣
パ

ー
ト
春
闘
」
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
全
労
連
系
労
組
を
中
心
と
す
る
国

民
春
闘
共
闘
も
、
「
す
べ
て
の
組
合
が
時
給

一
〇
〇
円
以
上
な
ど
パ
ー
ト
労
働
者
の
時
給

引
き
上
げ
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
〇
四
春
闘

の
基
本
方
針
に
掲
げ
、
パ
ー
ト
労
働
者
を
視

野
に
入
れ
た
運
動
を
打
ち
出
し
て
い
る
。 

　
（
調
査
部
　
主
任
調
査
員
・
郡
司
正
人
） 

パ
ー
ト
の
賃
上
げ
も
重
視
 

　
　
　
　
―
―
連
合
や
全
労
連
 

非
典
型
労
働
者
の
組
織
化
に
悩
む
各
国
労
組
 

 

一
．非
典
型
の
増
加
で
組
織
率
低
下 

 

現
在
、
欧
米
を
は
じ
め
と
し
た
各
国
の
労

働
組
合
の
抱
え
る
最
大
の
問
題
は
、
組
織
率

の
低
下
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
も
、

昨
年
一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
「
二
〇
〇
三
年

労
働
組
合
基
礎
調
査
結
果
速
報
」
で
推
定
組

織
率
が
一
九
・
六
％
（
前
年
比
〇
・
六
ポ
イ

ン
ト
減
）
と
な
り
、
一
九
四

七
年
の
調
査
開
始
以
降
、
初

め
て
二
〇
％
を
下
回
る
結
果

と
な
り
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
。
本
稿
で
は
、
各
国
の
組

織
率
の
現
状
を
非
正
規
労
働

者
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。 

　
各
国
の
組
織
率
低
下
の
大

き
な
要
因
と
し
て
、
組
織
化

の
難
し
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
な
ど
の
非
典
型
労
働
者

の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
図

は
労
働
組
合
の
組
織
率
と
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
比
率
の

関
係
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

で
、
一
九
九
〇
年
と
二
〇
〇

〇
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、

多
く
の
国
で
右
下
方
向
へ
の

移
行
が
み
ら
れ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
九
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
に

か
け
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
比
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、

パ
ー
ト
も
含
め
た
コ
ン
テ
ィ

ン
ジ
ェ
ン
ト
・
ワ
ー
カ
ー
（
非
典
型
雇
用
の

総
称
）
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
各
国
と
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

な
ど
の
非
典
型
労
働
者
比
率
の
増
加
に
伴
っ

労働組合の組織率とパートタイム労働者比率（'90年と'00年の比較） 

パートタイム労働者比率 

ドイツ '90

日本 '90

日本 '00

ドイツ '00

イギリス '90

アメリカ '90

アメリカ '00

イギリス '00

オーストラリア '90

オーストラリア '00

1510 20 25 30

労
働
組
合
の
組
織
率
 

資料出所：労働組合の組織率は、日本：厚生労働省「労働組合基礎調査」、その他の国：厚生労働省「海外情勢報告」。 
　　　　　パートタイム労働者比率は厚生労働省「海外情勢報告」 
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介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
条
件
向
上
 

　
　
　
―
―
労
使
会
議
で
議
論
 

Business Labor Trend  2004.4

米国のスーパーマーケットも販売員の主力はパートだ 

　
介
護
保
険
制
度
の
導
入
で
右
肩
上
が
り
の

増
加
を
続
け
る
介
護
ヘ
ル
パ
ー
。
パ
ー
ト
が

大
多
数
を
占
め
る
ヘ
ル
パ
ー
職
を
中
心
に
組

織
化
す
る
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｎ
Ｃ

Ｃ
Ｕ
、
四
万
三
〇
〇
〇
人
）
は
二
月
一
三
日
、

都
内
で
傘
下
八
組
織
の
使
用
者
と
労
使
会
議

を
開
催
し
、
「
介
護
報
酬
単
価
の
六
〇
％
の

時
給
確
保
」
な
ど
を
柱
と
す
る
春
闘
要
求
を

申
し
入
れ
た（
写
真
）。 

 

方
針
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
賃
金
が
依
然
、
他

産
業
に
比
べ
て
大
き
く
見
劣
り
す
る
こ
と
か

ら
賃
金
水
準
の
底
上
げ
を
目
指
す
。
フ
ル
タ

イ
ム
組
合
員
の
賃
上
げ
要
求
に
つ
い
て
は
、

上
部
団
体
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
が
ミ
ニ
マ

ム
要
求
基
準
と
し
た
五
二
〇
〇
円
に
賃
金
水

準
向
上
維
持
分
一
〇
〇
〇
円
を
プ
ラ
ス
し
た

六
二
〇
〇
円
に
設
定
。 

 

大
多
数
を
占
め
る
訪
問
介
護
を
行
う
パ
ー

ト
組
合
員
の
賃
金
算
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
待

機
や
介
護
先
間
へ
の
移
動
、
書
類
作
成
な
ど

に
か
か
る
時
間
を
算
入
す
る
よ
う
要
求
。 

 

「
労
働
の
対
価
と
し
て
の
賃
金
」
と
「
業

務
遂
行
上
発
生
す
る
交
通
費
な
ど
の
費
用
」

を
明
確
に
区
分
し
、
「
込
み
・
込
み
賃
金
」

の
改
定
を
求
め
て
い
く
考
え
だ
。 

　
介
護
報
酬
単
価
に
対
す
る
基
本
時
給
比
率

を
六
〇
％
と
し
て
お
り
、
具
体
的
な
水
準
は
、

身
体
介
護
で
二
四
一
〇
円
（
介
護
報
酬
四
〇

二
〇
円
）
、
生
活
援
助
で
は
一
二
五
〇
円
（
介

護
報
酬
二
〇
八
〇
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
一

般
職
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
組
合
員
に
つ
い
て
は
、

時
給
二
〇
円
の
引
上
げ
を
求
め
る
。 

 

ま
た
、
利
用
者
が
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

の
キ
ャ
ン
セ
ル
手
当
（
時
給
の
六
〇
％
保
障
）

を
昨
春
闘
か
ら
の
継
続
交
渉
と
し
て
い
る
。 

　
実
質
的
な
交
渉
は
各
分
会
ご
と
に
行
わ
れ
、

二
月
二
〇
日
に
要
求
を
提
出
し
、
三
月
末
日

ま
で
の
解
決
を
目
指
し
て
交
渉
を
追
い
込
む
。 

　
労
使
会
議
で
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
河
原
四
良
会

長
は
、
「
実
り
あ
る
交
渉
で
、
安
心
・
安
定
・

誇
り
の
も
て
る
介
護
業
界
に
し
た
い
」
と
述

べ
、
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
向
上
を
訴
え

た
。
同
会
議
で
は
春
闘
課
題
の
ほ
か
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
撲
滅
の
取
り
組
み
や
、
三
六
協
定
、

有
期
雇
用
の
安
定
化
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
才
川
智
広
） 

て
組
織
率
が
低
下
し
て
い
る
現
状
が
う
か
が

え
る
。 

 

二
．ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
若
年
パ
ー
ト

組
織
化
に
苦
慮 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
状
況
は
、
後
述
の
「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
労
組
と
非
典
型
の
組
織
化
」
で

詳
し
く
触
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
の
組
織
率

は
世
界
で
最
高
の
水
準
に
あ
り
、
中
で
も
フ

ル
タ
イ
ム
労
働
者
よ
り
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
組
織
率
が
高
い
な
ど
、
非
典
型
労
働

者
の
組
織
化
に
成
功
し
て
き
た
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
組
織
率
の
優
等
生
で
あ
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
も
、
若
年
層
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
織
化
に
苦
労
し
て
い

る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
九
九
三
年
か
ら

一
九
九
九
年
の
六
年
間
に
全
体
の
労
働
組
合

の
組
織
率
は
八
四
％
か
ら
八
一
％
へ
と
微
減

に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
若
年
者
（
一
六
歳
〜

二
四
歳
）
だ
け
に
限
定
す
る
と
、
同
時
期
の

組
織
率
は
六
二
％
か
ら
四
七
％
へ
と
わ
ず
か

六
年
で
一
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。
そ

の
主
な
理
由
と
し
て
は
、
若
年
層
の
五
〇
％

は
常
用
雇
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
が
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
り
、
そ
の
組
織
化
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。 

  

三
．ア
メ
リ
カ
の
取
り
組
み 

 

一
方
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
既
に
非
典
型
労
働

者
の
組
織
化
に
積
極
的
に
動
き
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
米
国

労
働
総
同
盟
・
産
別
会
議
）
で
は
、
一
九
九

五
年
に
現
在
の
ス
ウ
ィ
ニ
ー
会
長
を
ト
ッ
プ

と
す
る
新
執
行
部
が
選
出
さ
れ
て
以
降
、
非

典
型
労
働
者
の
組
織
化
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

 

非
典
型
労
働
者
の
組
織
化
の
有
名
な
成
功

例
と
し
て
は
、「
ジ
ャ
ニ
タ
ー（
清
掃
労
働
者
）

に
正
義
を
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。

か
つ
て
、
ジ
ャ
ニ
タ
ー
は
ビ
ル
所
有
の
大
企

業
に
直
接
雇
用
さ
れ
、
組
織
率
も
非
常
に
高

か
っ
た
が
、
企
業
が
ジ
ャ
ニ
タ
ー
を
外
注
化

し
た
た
め
、
労
働
条
件
が
大
幅
に
悪
化
し
た
。

組
合
は
ジ
ャ
ニ
タ
ー
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

ジ
ャ
ニ
タ
ー
自
身
の
意
識
改
革
を
促
す
と
と

も
に
、
一
般
の
人
に
対
し
て
も
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
情
報
を
発
信
し
、
社
会
全
体
に
対
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
こ
れ
ら
粘
り
強
い

取
り
組
み
の
結
果
、
ジ
ャ
ニ
タ
ー
の
組
織
化

に
成
功
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
前
の
組

織
率
は
二
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
％

程
度
ま
で
向
上
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

  

四
．国
際
労
組
組
織
も
組
織
化
を 

　 

支
援 

 

非
典
型
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
、
国 
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
組
と
非
典
型
の
組
織
化
 

際
労
働
組
合
組
織
も
動
き
出
し
て
い
る
。
Ｕ

Ｎ
Ｉ
（
ユ
ニ
オ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
は
第
一
回
世
界
大
会
（
二

〇
〇
一
年
九
月
五
〜
九
日
、
ベ
ル
リ
ン
）
に

お
い
て
「
変
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お

け
る
組
織
化
」
を
決
議
し
た
。
決
議
で
は
、

変
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
組
み
込
ま
れ

る
労
働
者
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
が
、
そ
う

し
た
労
働
者
は
ほ
と
ん
ど
が
未
組
織
労
働
者

で
あ
る
と
し
、
女
性
、
青
年
、
移
民
労
働
者

を
含
め
、
新
し
い
労
働
者
グ
ル
ー
プ
を
組
織

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
、
契
約
労
働
、
在
宅
労
働
な
ど
の
非
定

型
雇
用
に
あ
る
労
働
者
を
対
象
と
し
た
組
織

化
戦
略
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
組
織
化
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て
、

成
功
体
験
の
普
及
、
組
織
化
ツ
ー
ル
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。 

  

五
．組
織
化
は
重
要
課
題 

 

労
働
組
合
の
組
織
率
の
向
上
に
と
っ
て
、

非
典
型
労
働
者
の
組
織
化
は
今
や
世
界
共
通

の
課
題
と
い
え
る
。
今
ま
で
優
等
生
と
言
わ

れ
て
き
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
組
合
に
お

い
て
も
、
若
年
層
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
組
織
化
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
。
ア

メ
リ
カ
で
は
一
部
の
職
種
で
非
正
規
労
働
者

の
組
織
化
に
成
功
し
て
い
る
が
、
全
体
の
組

合
組
織
率
の
向
上
ま
で
に
は
繋
が
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
な
ど
の
国
際
労
働

組
合
組
織
も
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
に
本

格
的
に
取
組
み
は
じ
め
て
い
る
が
、
非
典
型

労
働
者
の
組
織
化
は
、
非
常
に
労
が
多
く
、

時
間
の
要
す
る
作
業
で
あ
り
、
今
後
と
も
各

国
の
労
働
組
合
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ

り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。 

（
参
考
文
献
） 

 

日
本
労
働
研
究
機
構
、
海
外
労
働
情
報
（
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
、
一
九
九
九
年
六
月
、
二
〇
〇
一
年
六
月
） 

 
第
１
回
Ｕ
Ｎ
Ｉ
世
界
大
会
決
議
「
変
化
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
組
織
化
」（
二
〇
〇
一
年
九
月
） 

 

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
ト
レ
ン
ド
（
二
〇
〇
三

年
一
二
月
号
「
雇
用
流
動
化
と
労
働
運
動
（
国
際
講

演
会
）」、
同
「
就
業
形
態
多
様
化
の
国
際
比
較
」、

二
〇
〇
四
年
一
月
号
「
ア
メ
リ
カ
の
非
典
型
労
働
者

（
国
際
労
働
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」） 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
・
田
原
孝
明
） 

 

一
．高
い
組
織
率 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組

織
率
は
、
二
〇
〇
二
年
時
点
で
八
〇
％
で
あ

る
。
こ
の
非
常
に
高
い
組
織
率
を
支
え
て
き

た
の
は
、
戦
後
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
」

と
し
て
知
ら
れ
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

主
導
型
の
安
定
し
た
労
使
関
係
で
あ
る
。
こ

れ
は
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
か
け
て
非
常

に
成
功
し
た
労
使
関
係
モ
デ
ル
で
、
具
体
的

に
は
「
福
祉
の
充
実
を
基
礎
と
し
た
平
等
主

義
的
連
帯
賃
金
政
策
」
「
政
労
使
協
調
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
と
産
業
育
成
政
策
」
「
労

働
者
保
護
と
積
極
的
な
労
働
市
場
政
策
」
と

い
う
雇
用
、
福
祉
、
経
済
が
一
体
化
し
た
政

策
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
後
、

労
使
交
渉
シ
ス
テ
ム
の
多
元
化
等
の
変
容
は

あ
っ
た
も
の
の
「
声
な
き
人
々
の
た
め
の
声

を
代
弁
し
、
格
差
を
解
消
し
て
、
社
会
的
公

正
の
も
と
で
発
展
を
目
指
す
」
と
い
う
労
働

組
合
の
基
本
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
常
に
新
し

い
労
働
者
層
の
組
織
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

  

二
．非
典
型
の
取
り
込
み 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
組
織
率
が
高
い
理
由
と

し
て
、
労
組
自
身
が
、
失
業
保
険
や
疾
病
保

険
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
組
合

員
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
急
増

す
る
非
典
型
労
働
者
の
組

織
化
に
成
功
し
て
き
た
こ

と
が
大
き
い
。
具
体
的
に

は
、
男
性
よ
り
も
女
性
の

組
織
率
が
高
く
、
フ
ル
タ

イ
ム
労
働
者
よ
り
も
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
織

率
が
高
く
、
さ
ら
に
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
者
よ

り
も
有
期
労
働
者
の
組
織

率
が
高
い
。
非
典
型
労
働

者
（
主
に
女
性
労
働
者
）

の
組
織
化
に
成
功
し
て
い

る
理
由
と
し
て
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
女
性
運
動
と

労
働
運
動
が
一
体
化
し
て

発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経

緯
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
の

初
期
か
ら
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
を
旗
印
と
し
て
、

処
遇
格
差
や
男
女
格
差
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
き
た

組
合
の
成
果
と
存
在
の
重

要
性
が
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
組
合
が
取
り
組
ん
で
き
た
具

体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
派
遣
労
働
者
が
派

遣
先
の
正
規
労
働
者
た
ち
と
同
じ
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
当
時
は

不
可
能
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
協
約
を
認
め
さ

せ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
有
給
手
当
の
増
額
や
、

報
酬
比
例
の
職
域
年
金
で
あ
る
国
民
年
金
付

加
保
障
額
の
引
き
上
げ
を
認
め
さ
せ
る
な
ど
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
有
利
な
待
遇
改
善

も
実
現
し
て
き
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
維
持
し
て
き
た
高
い
組
織
率

で
あ
る
が
、
近
年
わ
ず
か
な
が
ら
減
少
傾
向



派
遣
労
働
者
も
春
闘
 

　
―
―
業
界
団
体
と
労
働
組
合
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三
月
一
日
の
「
改
正
労
働
者
派
遣
法
」
の

施
行
に
合
わ
せ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
派
遣
労
働
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
中
野
麻
美
理
事
長
）
と
派
遣
労

働
者
な
ど
を
組
織
す
る
全
国
ユ
ニ
オ
ン
（
鴨

桃
代
会
長
）
は
同
日
、
都
内
で
事
業
主
団
体

で
あ
る
日
本
人
材
派
遣
協
会
（
尾
野
博
会
長
）

に
対
し
、
常
用
代
替
防
止
の
徹
底
、
不
合
理

な
短
期
契
約
の
撤
廃
な
ど
、
派
遣
労
働
者
の

待
遇
改
善
を
求
め
る
「
派
遣
春
闘
」
交
渉
を

行
っ
た（
写
真
）。 

　
要
求
の
柱
は
、
①
生
活
で
き
る
最
低
時
給

一
七
八
〇
円
の
実
現
②
均
等
待
遇
の
実
現
③

短
期
間
の
細
切
れ
契
約
の
撤
廃
④
育
児
・
介

護
休
業
の
権
利
確
保
⑤
通
勤
費
非
課
税
の
実

現
⑥
事
前
面
接
禁
止
の
徹
底
―
―
な
ど
。 

　
「
最
低
時
給
一
七
八
〇
円
」
は
、
自
立
し

て
生
活
で
き
る
最
低
年
収
を
三
〇
〇
万
円
と

し
、
一
日
七
時
間
労
働
で
年
間
二
四
〇
日
勤

務
す
る
と
想
定
し
て
試
算
し
た
も
の
。 

　
派
遣
ネ
ッ
ト
の
中
野
理
事
長
は
、
「
派
遣

労
働
者
の
働
く
環
境
は
、
大
幅
な
賃
金
ダ
ウ

ン
や
契
約
期
間
短
期
化
に
よ
る
雇
用
の
不
安

定
化
な
ど
極
め
て
シ
ビ
ア
な
状
況
に
あ
る
」

と
述
べ
て
、
雇
用
の
安
定
、
均
衡
処
遇
と
い

っ
た
派
遣
労
働
者
の
権
利
向
上
が
不
可
欠
だ

と
強
調
。
協
会
と
の
情
報
交
換
を
積
み
重
ね

て
、
共
通
認
識
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
訴

え
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
派
遣
協
会
の
尾
野
会
長
は

、

「
今
回
の
法
改
正
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

拡
大
で
あ
り
歓
迎
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
社
会
的
責
任
も
伴
う
も
の
で
あ
り
、
法

を
遵
守
し
、
派
遣
社
員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

業
界
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
が
成

り
た
た
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
な
ど
と
応
じ
、

情
報
交
換
を
通
じ
て
、
「
一
緒
に
派
遣
労
働

者
の
保
護
、
権
利
の
向
上
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。 

　
今
回
の
法
改
正
で
は
、
製
造
現
場
へ
の
労

働
者
派
遣
が
解
禁
さ
れ
る
ほ
か
、
派
遣
労
働

の
期
間
制
限
も
一
年
か
ら
三
年
に
緩
和
さ
れ

た
。
ま
た
、
紹
介
予
定
派
遣
に
よ
る
医
療
現

場
へ
の
派
遣
も
解
禁
さ
れ
た
。
　
　
　  

 

こ
の
よ
う
な
規
制
緩
和
に
対
し
て
、
派
遣

ネ
ッ
ト
ら
は
、
製
造
業
に
お
い
て
拡
大
し
て

き
た
「
偽
装
請
負
」
の
撲
滅
や
労
災
事
故
を

防
止
す
る
安
全
衛
生
・
労
働
基
準
法
遵
守
の

徹
底
を
主
張
。
リ
ス
ト
ラ
後
の
常
用
代
替
と

し
て
派
遣
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
や
派
遣
労
働
者
の
正
社
員
登
用

を
妨
害
す
る
よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
な
ど
の
「
業
界
ル
ー
ル
」
の

改
善
も
訴
え
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
才
川
智
広
） 

に
あ
る
。
主
な
原
因
は
、
生
産
性
の
向
上
に

よ
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
削
減
や
工
場
の
閉
鎖
、

製
造
部
門
の
海
外
流
出
に
よ
る
も
の
で
、
そ

れ
が
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
組
合
員
が
多
い
Ｌ
Ｏ

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
働
総
同
盟
）
の
組
織
率

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
や
Ｉ
Ｔ
産
業
の
拡
大
と
と
も
に
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の

分
野
で
働
い
て
い
る
若
年
層
の
組
織
化
が
す

す
ん
で
い
な
い
こ
と
も
原
因
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
若
者
の
組
合
離
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、
Ｌ
Ｏ
は
現
在
「
保
障
基
金
」

の
設
立
を
使
用
者
側
と
交
渉
中
で
あ
る
。
基

金
の
設
立
に
よ
り
、
失
業
保
険
や
職
業
紹
介

機
能
を
強
化
し
て
若
年
層
の
労
働
市
場
へ
の

参
入
を
支
援
す
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。 

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
の
労
使
交
渉
で
は
、
若

年
層
が
多
い
低
賃
金
所
得
者
に
と
っ
て
有
利

な
賃
上
げ
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
直
接

未
組
織
の
若
年
層
へ
働
き
か
け
て
組
織
化
に

成
功
し
た
事
例
と
し
て
、
勢
力
伸
長
の
著
し

い
労
働
組
合
組
織
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
大
卒

専
門
技
術
労
働
者
労
組
連
合
）
の
学
生
組
合

員
の
組
織
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
は
、

若
い
う
ち
か
ら
専
門
職
と
し
て
の
自
覚
が
強

い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
生
に
対
し
、
学
生

時
代
か
ら
勧
誘
を
行
い
、
極
め
て
安
い
組
合

費
を
提
示
し
た
上
で
学
生
組
合
員
資
格
を
与

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
四
〇
万
人
の

組
合
員
を
擁
す
る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
一
〇
％
以
上

が
学
生
組
合
員
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。 

  

三
．日
本
へ
の
示
唆 

 

日
本
で
は
、
組
織
率
が
つ
い
に
二
〇
％
を

下
回
り
、
労
働
者
代
表
と
し
て
の
労
働
組
合

の
存
在
意
義
が
改
め
て
問
わ
れ
る
中
で
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
労
組
の
取
り
組
み
は
わ
れ
わ
れ

に
ど
の
よ
う
な
道
を
示
す
の
か
。
ひ
と
つ
の

答
え
と
し
て
「
多
様
な
労
働
者
の
利
益
追
求
」

と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
労
働
組
合
は
、
早
く
か
ら
組
織
の
フ
ラ

ッ
ト
化
や
市
民
運
動
と
の
連
携
を
す
す
め
、

労
働
者
の
多
様
な
要
請
に
応
じ
て
き
た
。
そ

れ
が
結
果
と
し
て
若
年
層
や
女
性
労
働
者
、

急
増
す
る
非
典
型
労
働
者
の
支
持
を
集
め
、

高
い
組
織
率
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

今
後
日
本
の
労
働
組
合
が
社
会
的
認
知
度
を

高
め
、
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
労
働
者
全

体
、
市
民
全
体
の
支
持
を
得
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
組
の
取
り
組
み
は
、

多
く
の
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

（
国
際
研
究
部
　
調
査
員
・
飯
田
惠
子
） 

 

（
参
考
文
献
） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
Ｈ
Ｐ
　
海
外
情
報
部

「
海
外
労
働
情
報
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」
二
〇
〇
四
年

二
月
号
、
二
〇
〇
一
年
六
月
号
、
二
〇
〇
三
年
臨
時

増
刊
号 

 

堀
田
芳
朗
編
著
「
新
版 

世
界
の
労
働
組
合
」
（
日

本
労
働
研
究
機
構
）
二
〇
〇
二
年
　
　 

 

宮
本
太
郎
著
「
福
祉
国
家
と
い
う
戦
略
」
（
法
律

文
化
社
）
一
九
九
九
年 

 

岡
沢
憲
芙
・
宮
本
太
郎 

編
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
一
九
九
七

年 
 

猿
田 

正
機
　
著
「
福
祉
国
家
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
労
使
関
係
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
二
〇
〇
三
年 

 

篠
田
武
司
　
編
著
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
と
産

業
」
（
学
文
社
）
二
〇
〇
一
年 




